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ブラウザー・モードでリグを切り替える 125 
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ディーパー・ビュー 

ようこそリファレンス・マニュアルへ！ 

既にベーシック・マニュアルやプロファイリング・ガイドをお読みいただき、プロファイラーの基本的な操作についてご

理解いただけたと思います。このリファレンス・マニュアルでは、ストンプやエフェクトの各パラメータの解説に加え、

プロファイラーをさらご活用いただくため、様々な機能の使い方についても細かくご説明しています。 
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基本的なセットアップ 

まずはプロファイラーの一般的なセットアップ図をご覧いただきましょう。さらに応用的なセットアップについては、こ

のマニュアルの後段で解説します。 

 

 

ホーム・セットアップ：MP-3 プレイヤー等も接続し、ヘッドホンやホーム・オーディオで聴く例 
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DAW、モニタースピーカーとの組み合わせ例 

リグ・ボリューム 

フロント・パネルの右下の VOLUME ノブは、現在選択されているリグのボリュームをコントロールします。このボリュー

ムは、パワーアンプをドライブして歪ませるものではありません。音のキャラクターを変化させず、純粋に各リグの音量
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を設定するためのものです。リグ・ボリュームはリグ毎にストアされます。プロファイラー全体のボリュームは MASTER 

VOLUME ノブでコントロールします。 

全てのプロファイルやディストーションおよびコンプレッションは、およそ同じような音量になるように設計されていま

す。そのため様々なリグに切り替えても、極端な音量変化を避けることが出来ます。そして全てのファクトリー・プリセ

ットのリグ・ボリュームはセンターにセットされています。 

もしクリーンな音が、歪んだ音と比較して小さすぎる、または大きすぎると感じる場合は、リグ・ボリュームではなく、

インプット・メニューにある「Clean Sens」で調整して下さい。この点については「ベーシック・マニュアル」で詳しく

説明しています。 

VOLUME ノブつまりリグ・ボリュームは、曲やセットリストの中で使う各リグの音量バランスを整える場合に使用して下

さい。 

あるリグの音量が特に大きいと感じる場合は、まず使用されている全てのエフェクトのパラメータをチェックして下さ

い。特にそのボリュームの設定によって大きくなったり小さくなったりしていないかを確認し、調整しましょう。 

エフェクトに原因が見つからない場合は、そのプロファイルがユニティ・ゲインになっていない可能性があります。その

場合は、アンプ・モジュールかキャビネット・モジュールの「Volume」パラメータで、リグの音量が適切なレベルになる

よう調整して下さい。常に調整後の音量でリグを使用したい場合は、調整後にストアすることを忘れないで下さい。 

✓ ここで説明したボリュームは、調整によって音色が変化するものではありません。もし音色が変わったと感じる場合は、

人間の耳が音量の変化によって自然に感じてしまう変化であると考えられます。 
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リグ・メニュー 

RIG ボタンでアクセスできるリグ・メニューには、ノブやボタンでカバーされていないリグ関連のパラメータがありま

す。 

タグ 

「Edit Tags」を押すとタグのリストが表示されます。ブラウズ・プールには膨大な数のリグが保存でき、並べ替えなどが

行えるので、意味のある情報をリグにタグ付けすることは重要です。「Rig Author」など、リグにリンクしている情報の

他、「Amp Manufacturer」や「Cab Model」など、アンプやキャビにリンクしているタグもあります。そのため「Edit 

Tags」は、アンプ・モジュールやキャビネット・モジュールにもあります。 

 

全てのタグの一覧です： 

 

RIG Rig Name, Rig Author, Instrument (Guitar/Bass), Rig Comment 

AMPLIFIER Amp Name, Amp Author,Amp Location, Amp Manufacturer, Amp Model, Amp Year of Production, Amp 

Channel, Pickup Type, Amp Comment 

CABINET Cab Name, Cab Author, Cab Location, Cab Manufacturer, Cab Model, Cab Comment, Speaker 

Manufacturer, Speaker Model, Speaker Configuration, Mic Model, Mic Position 
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多くのタグにはデフォルト値が自動的に入力されますが、時間をかけてでも正確な情報を入力しておくことをお勧めしま

す。それによって膨大な数のリグを、とても効率的に管理できるからです。ファクトリー・リグのタグの内容が、良いお

手本になるでしょう。 

リグ・メニューまたはアンプやキャビのモジュールにフォーカスすると表示されるソフト・ボタン「Edit Tags」を押すと

タグのリストが現れます。ソフト・ノブでスクロールし、入力または変更するタグを選び、ソフト・ボタン「Edit」を押す

と、以下のような文字入力用のソフト・ボタン/ ソフト・ノブが表示されます。 

 

ABC ソフト・ノブ「ABC」で大文字と小文字を切り替えます。 

<PAGE> PAGE ボタンでカーソルが移動します。 

Character ソフト・ノブ「Character」で文字や記号を選択します。 

Insert ソフト・ボタン「Insert」を押すと、カーソルの前にスペースが挿入されます。 

Clear ソフト・ボタン「Clear」でカーソル位置の文字が消去され、間が詰まります。長押しするとその

タグの全てのキャラクターが消去されます。 

COPY COPY ボタンでタグの内容を最大 10 個クリップボードにコピーできます。 

PASTE ボタンを押すと、クリップボードの内容が、直前にコピーしたものから順にペーストされます。 

Done or EXIT 入力が終わったら、ソフト・ボタン「Done」または EXIT ボタンを押して下さい。 
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ライブラリアン・ソフトのリグ・マネージャー (Win/ Mac OSX 対応) を使えば、タグの入力やエディットがよりスムーズ

の行えます。 

フェイバリット 

現在選択中のリグにフラグ「Favorite」を立てることができます。「リグの管理」の章の「Views」や「Favorite Rigs」に

ついての説明をよくお読み下さい。 

パフォーマンス・スロットのリグをブラウズ・プールに保存する 

パフォーマンス・モード時に RIG ボタンを押すと現れるソフト・ボタン「Store to Pool」を押すと、パフォーマンス・モ

ードでエディットしたリグをブラウズ・プールにも保存することができます。 

スナップショット 

スナップショットは、手軽にリグのバックアップが取っておける機能です。プレイ画面でソフト・ボタン「Store 

Snapshot」を押すだけで保存されます。 

リグ・メニューの「Details」ページで表示されるソフト・ボタン「Browse Snapshots」を押すと、これまでに保存したス

ナップショットの一覧が現れ、BROWSE ノブで選択し、ロードしたりデリートしたりすることができます。 
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パノラマ 

「Panorama」パラメータは、ステレオ・アウトで効果を発揮します。ヘッドホンを含み、メイン・アウトや S/PDIF で、

「Master Stereo」をソースにした出力にて反映されます。 

テンポ 

ソフト・ボタン「Tempo Enable」で、リグに対し、テンポを有効にしたり無効にしたりします。無効になっているとき、

リグの中のテンポに関連する値は、全てデフォルト値の BPM=120 で動作し、値はミリ・セカンドとヘルツで表示されま

す。パフォーマンス・モードのとき表示される「Use Perf. Tempo」を押すと、選択中のパフォーマンスに対し有効となる

テンポを設定する画面が現れます。「Lock Tempo」を有効にすると、現在のテンポがグローバル設定になります。ソフ

ト・ノブ １でテンポ (BPM) を設定します。 

時間やタイミングに関するパラメータは、演奏する曲のテンポに合わせて設定することができます。タップ・ディレイの

「Delay Time」や、フェイザー/ フランジャー/ トレモロその他のモジュレーション系エフェクトの「Rate」が該当しま

す。テンポのコントロールや保存/ 再現の方法は 4 つあります： 

• リグ・メニューの「Tempo」ノブで BPM を設定する。 

• TAP ボタン (またはリモートのスイッチ) を、希望のテンポでタップする。 

• TAP ボタン (またはリモートのスイッチ) を押し続け、「Beat Scanner」を使う。 

• MIDI クロックを受信する。 

TAP や「Beat Scanner」および MIDI クロックについては以下をお読み下さい。 

全てのファクトリー・リグは、デフォルトでは「Tempo」が無効になっています。あなたがどんなテンポの曲を演奏する

かは判らないので。そのためモジュレーション系エフェクトの「Rate」は、ヘルツや秒で表示されています。これらのエ

フェクトを演奏するテンポに同期させたい場合は、そのテンポに合わせて TAP ボタンをタップするか、上記のいずれかの

方法で「Tempo」を有効にして下さい。 

テンポが有効になると、TAP ボタンが点滅し、リグ・メニューの「Tempo Enable」がハイライトされた状態になります。

モジュレーション系エフェクトの「Rate」がプロファイラーで設定されたテンポに同期し、値の表示がヘルツや秒ではな

く、テンポ (BPM) に変わります。 
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「Rate」は独特な設定値でコントロールします。テンポに同期している場合でも、モジュレーションのスピードは連続的

に変更可能です。「Rate」の設定範囲は、フェイザーとフランジャーの場合は 32 小節から 64 分音符まで、トレモロでは

2 分音符から 64 分音符までというように広い範囲に渡ります。スピードの変化はその範囲で数倍に変化します。スピード

が倍になる間に、ほぼ等間隔で 12 段階の設定が可能です。この設定値間の変化率は約 6%で、およそ必要なスピードを得

るのに十分な変化率でしょう。12 段階の中に二分裂する値があります。これは 4 分音符、8 分音符、・・・という関係性

で、この他にも付点音符や三連符のタイミングも選択できます。その他のタイミングは「_」(アンダーバー) で示されま

す。それらの値もある時間区分を持っています。これらの設定値の区分は、スピードが倍になる間の全てにおいて用意さ

れています。 

リグ・メニューの「Tempo Enable」をもう一度押してハイライトを解除すると、「Tempo」は無効になり、モジュレーシ

ョン系エフェクトの「Rate」がヘルツや秒にもとります。 

設定されたテンポと「Tempo Enable」の設定は、リグ・データとしてストアされます。パフォーマンス・モードにおいて

は、リグ・メニューの「Tempo」のページにソフト・ボタン「Use Performance Tempo」があります。ボタンを押してハ

イライトしておくと、選択中のパフォーマンスに設定されたテンポが、全てのスロットのリグに対して適用されます。こ

のときリグごとにストアされたテンポは無視されます。 

このとき、スロットにアサインしたリグの「Tempo Enable」の状態に注意して下さい。「Use Performance Tempo」がオ

ンの状態で、ディレイ・タイム等を変更するために TAP ボタンを押すと、そのパフォーマンスの中で「Tempo Enable」

がオンになっているリグ全てがそのテンポに同期します。「Tempo Enable」がオフのリグには影響しません。 

ソフト・ボタン「Lock Tempo」は、リグやパフォーマンスの切り替えによってテンポが変化しないように固定します。ロ

ックすると、TAP ボタンをタップするか既にご説明した他の方法でテンポを変更しないかぎり、同じテンポが常に適用さ

れることになります。 

タップ・テンポ 

TAP テンポは 4 分音符のタイミングでタップし、必要なテンポに設定します。テンポは二番目のタップで検出されます

が、もっとタップした方が、より適切なテンポを導き出せるでしょう。TAP テンポをフット・スイッチにアサインし、演

奏しながら足でタップすることでさらに使い勝手がよくなります。MIDI コントローラーにアサインすることも可能です。

詳しくはリファレンス・マニュアルの「MIDI とリモート・コントローラー」の章をご参照下さい。 
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TAP テンポは、ディレイ・タイムだけでなく、リグの中で使用されているエフェクトで、テンポやスピードという要素に

関連するものにも反映されます。思いどおりの BPM を得るには、4 分音符のタイミングのみタップしてください。ディレ

イをこのテンポに同期させるには、「Tap Delay」を選択して下さい。ディレイ音をリズミカルなパターンにする場合は、

ディレイのパラメータ：左右のディレイ音の音価で設定します 。 

ビート・スキャナー 

ビート・スキャナーは、TAP テンポをコントロールするもう１つの方法です。TAP ボタンまたはフット・スイッチを押し

続けると同時に演奏し続けるることで動作させます。ビート・スキャナーは、数秒の間にあなたの演奏から BPM を検出し

ます。特別な演奏をする必要はありません。正確に演奏すれば、どんなリフでも大丈夫でしょう。三連符や付点音符が突

然入るような演奏は避けて下さい。思いどおりのテンポが表示されたら、TAP ボタンまたはフット・スイッチを放しま

す。検出できるテンポは、BPM＝80〜160 の間です。 

例えば BPM＝70 は上記の範囲から外れていますので、そのテンポで演奏すると、ビート・スキャナーは倍の BPM＝140

と解釈します。 

MIDI クロック 

DAW や MIDI シーケンサーから送出される MIDI クロックは、連続的なタイミングを示す MIDI 信号です。外部機器から送

信されてくる MIDI クロックにプロファイラーのテンポを同期させ、ディレイやモジュレーション系のエフェクトのスピー

ドを、外部機器からコントロールすることができるます。プロファイラーは、MIDI INPUT から MIDI クロックを受信する

と、自動的に同期します。 

プロファイラーは、MIDI OUT から外部 MIDI 機器を同期させるための MIDI クロックを送出することができます。システ

ム・メニューの中で設定します。MIDI THRU を、第二の MIDI OUT として使用する設定になっている場合は、MIDI THRU

からも MIDI クロックが送出できます。 
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ボリューム・ペダル 

ボリューム・ペダル機能は、ストンプやエフェクト・モジュールにアサインするようなエフェクト・タイプは有しませ

ん。その代わり 2 つのパラメータがリグ・メニューにあります。詳しくは「エクスプレッション・ペダルとフット・スイ

ッチ」の章をご参照下さい。 

パラレル・パス 

パラレル・パスはベース・プレーヤー向けにデザインされた機能です。プロファイラーには、ベース用のプロファイルや

エフェクトなどが数多く用意されています。もちろんこれらの機能を、他の楽器で使用することも可能です。一般的に、

ベースをアンプやディストーション・ペダルで歪ませると、本来ベースには欠かせない基音やダイナミック・レンジが失

われてしまいがちです。そのような場合に対処するため、クリーンなベースの信号を、歪んだベースと並行して供給する

ことができる機能が、パラレル・パスです。 

通常のシグナル・フローは下図のとおりです： 

 

通常のシグナル・フロー 
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リグ・メニューには、スタックとエフェクツ・セクションをバイパスし、メインの信号と並行してアウトプットに直接信

号を送る「Parallel Path」が用意されています。オンにするとストンプ A と B がパラレル・パス側にアサインされ、パラ

レル信号にもコンプレッサーや EQ が使用できます。ストンプ C と D はメインのシグナル・フロー側にアサインされ、ス

タックとエフェクト・セクションがこれらに続きます。このルーティングは、プレイ画面にグラフィック表示されます。 

 

パラレル・パス使用時のシグナル・フロー 

 

ソフト・ボタン 1「Parallel Path」をオンにすると、パラレル信号とメイン信号のバランスを決める「Parallel Path Mix」

パラメータが設定可能になり、ソフト・ノブを左に回すとパラレルが、右に回すとメインの割合が大きくなります。 

どちらかのシグナル・フローにおいて、ディストーションやコンプレッサーを使用すると、レベルのバランスが大きく変

わってしまうでしょう。両シグナル・フローのレベルは、元々は同じ楽器のレベルに依存してるのですが、歪みやコンプ

レッションによってそのレベルが変わってしまうからです。インプット・メニューの「Clean Sens」パラメータでも、歪

んだ音とクリーンな音のレベルのパランスを調整し、その結果としてメイン信号とパラレル信号のレベルのバランスを整

えることができます。「Clean Sens」についての詳しい内容は、ベーシック・マニュアルの該当部分や章を参照して下さ

い。 
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アンプおよびキャビネットのプロファイル 

実際のギター・キャビネットを使って演奏することが無い場合や、キャビネット・プロファイルを入れ替えたり「インパ

ルス・レスポンス」をインポートすることが無い場合は、この章をスキップしてもかまいません。 

アンプとキャビネットを切り分ける CabDriver 

通常スタジオ・プロファイルは、ギターアンプとスピーカー・キャビネットから出る音をマイクロフォンでキャプチャー

することによって生成されます。生成されるスタジオ・プロファイルは、アンプ・プロファイルと、キャビネットおよび

マイクロフォンが統合されたキャビネット・プロファイルという２つのパートで構成されます。スタジオ・プロファイリ

ングは一度に全てが行われ、完成されたアンプのプロファイルを生成するため、キャプチャーされた情報にはアンプ部分

とキャビネット（＋マイクロフォン）の境目がありません。この切り分けは、プロファイラーのインテリジェントなアル

ゴリズムである Cab Driver が行います。Cab Driver がスタジオ・プロファイルの中のアンプ部分とキャビネット部分を切

り分け、他のスタジオ・プロファイルのキャビネットやプリセットとを組み替えたり、実際のキャビネットをドライブす

る際にキャビネット・プロファイルだけをバイパスする機能（Monitor Cab Off）を実現しています。真空管アンプとスピ

ーカー・キャビネットの相互作用による両者の独特な振る舞いは、アンプ・プロファイル部分にキャプチャーされていま

すので、パワー・ヘッドやパワー・ラック内蔵 D 級アンプなどのソリッドステート・アンプでキャビネットをドライブす

る場合にも、その特徴が再現できるのです。 

✓ さらに厳密なアンプ・プロファイルの生成が、この後に説明する「ダイレクト・アンプ・プロファイリング」によって可

能になります。 
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アンプやキャビネットをブラウズする 

アンプやキャビネット、またはスタックを選ぶソースは２つあります。何れかのモジュールにフォーカスしている状態で

BROWSE ノブを回すと、ソフト・ボタン１が「Local Presets」、同２が「From Rig」となり、プリセットまたは他のリグ

のどちらのソースからエレメントを抜き出すかが選択できます。例えば「From Rig」を押すと、ブラウズ・プールのリグ

が「View」の設定に応じて表示され、選択したリグのキャビネット・プロファイルを抜き出すことができます。この操作

は、アンプ、キャビネットまたはスタックにおいて共通です。 

モジュールやセクションのプリセットは、シグナル・フローの中の各部分の内容を切り出し、ユーザー自身がストアでき

るメモリーです。自分自身ではストアしたことが無くても、ファクトリー・コンテンツとしていくつかのプリセットがス

トアされています。 

この他にも他のリグのモジュールをインサートする方法が２つあります： 

• COPY ボタンと PASTE ボタンを使って転写 (コピー＆ペースト) する。 

• LOCK ボタンでモジュールを固定した状態で、ブラウズ・プールから他のリグを選択する。 
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ダイレクト・プロファイル 

アンプ/ スピーカー/ マイクロフォンを内包するスタジオ・プロファイルの他に、ダイレクト・プロファイルがあります。

いくつかの例をご説明しましょう： 

• ダイレクト・アンプ・プロファイルは、ギターアンプのスピーカー出力をプロファイリングします。アンプリファイドさ

れた出力をライン・レベルに変換する DI ボックスが必要になりますが、スピーカー・キャビネットやマイクロフォンを含

まない、アンプ部分だけのキャラクターのキャプチャーが可能です。そのためパワーヘッドやパワーラックに内蔵のソリ

ッドステート・パワーアンプでギター・キャビネットをドライブするのに最適です。このダイレクト・アンプ・プロファ

イルこそが、スタジオ・プロファイルに相対するダイレクト・プロファイルの、代表的なアプリケーションです。 

ダイレクト・アンプ・プロファイリングのためにセットアップ 
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• アコースティック・ギター用アンプまたはアンプ・シミュレーターをプロファイルすれば、ピエゾ・ピックアップ搭載の

アコギを、よりリッチなサウンドで演奏することができます。 

• ベース・アンプのラインアウトをプロファイルすることも可能です。 

• ギター・アンプのエフェクト・センドの出力を使えば、そのアンプのプリアンプ部をプロファイルすることができます。

このダイレクト・プリアンプ・プロファイルの出力は、次の図のようにギター・アンプのエフェクト・リターンに接続

し、ギター・アンプのパワーアンプとスピーカーを使って発音することができるということです。 

 

ギターアンプのパワー部とキャビネットで「ダイレクト・プリアンプ・プロファイル」をモニターするセットアップ 

 

ダイレクト・プロファイルには、キャビネットやマイクロフォンによる色づけはキャプチャーされていません。従ってギ

ター・キャビネットに特有の高域のダンピングが再現されません。その為ダイレクト・プロファイルによるサウンドをリ

ニアなスピーカーで発音し、ゲインを上げたりエフェクターをかけて歪ませると、非常に耳障りな音になってしまいま

す。ダイレクト・プロファイルは、ギター・キャビネットを使うか、全く歪んでいない音を出すことに適したプロファイ

ルです。 

もうひとつスタジオ・プロファイルと異なる点は、キャビネット・モジュールがオフになっていることです。キャビネッ

トそのものの特性はキャプチャーませんので、自動的にオフになります。その代わりアンプ部分の特性は完璧にアンプ・
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モジュールに含まれています。ブラウズ・プールにある他のリグのキャビネット・プロファイルやキャビネット・プリセ

ットの中から好きなものを選んで組み合わせることができます。 

ダイレクト・プロファイルは、マイクロフォンでキャプチャーする代わりに、対象となるデバイスの出力をプロファイラ

ーのリターン・インプットに入力します。特別な操作は不要です。プロファイリングの過程で、自動的にダイレクト・プ

ロファイルであることが検知され、キャビネット・モジュールがオフになります。しかしながら全ての DI ボックスが、こ

の作業に使用できる訳ではないのでご注意下さい。DI ボックスは、パワーアンプとスピーカーキャビネットの間に接続し

ますので、パワーアンプによって増幅された信号を扱うことでできるものでなくてはなりません。DI ボックスの中には、

ライン・レベルの信号しか扱えないものもあり、そのような DI ボックスは、ダイレクト・アンプ・プロファイリングには

使用できません。また、スピーカ・シミュレーターやダミーローダーを搭載している DI ボックスの場合は、それらの機能

をオフにする必要があります。オフすることができない DI ボックスもありますので、ご注意ください。 

ダイレクト・アンプ・プロファイル 

ダイレクト・アンプ・プロファイルには、リファレンス・アンプのプリアンプとパワーアンプの振る舞いが完璧にキャプ

チャーされます。スピーカー自体の特性は取り込みませんが、そのインピーダンスの変化に伴う真空管パワーアンプの特

徴的な振る舞いがアンプ・プロファイルに取り込まれ、ソリッドステート・アンプでの再現を可能にします。 

ダイレクト・アンプ・プロファイルであれは、パワーヘッドやパワーラック内蔵の D クラス・パワーアンプや外部のソリ

ッドステート・アンプを通してでも、真空管パワーアンプでキャビネットをドライブしたときと同じ振る舞いを再現でき

るのです。むしろダイレクト・アンプ・プロファイルは、リニアなパワーアンプでこそ真価を発揮します。何故なら、真

空管アンプを使用すると、バーチャルの真空管アンプと実際の真空管アンプを両方通過することになり、良い結果を得ら

れないでしょう。 

ダイレクト・プロファイルのキャビネット・モジュールは空っぽの状態ですのが、ここに別リグやプリセットのキャビネ

ット・プロファイルを読み込むことが可能です。キャビネット・モジュールをフォーカス状態にして BROWSE ノブを回

せば、ブラウズ・プールのリグまたはキャビネット・プリセットの選択肢が表示されます。 
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キャビネット・インパルス・レスポンス 

キャビネット・プリセットとして使用できるデータが、インパルス・レスポンス (IR)という形態でサードパーティから販

売されています。これらのデータは、ケンパー提供のフリーソフト「CabMaker」(Win/Mac) で、プロファイラー用のデー

タに変換することができます。変換後のファイルは USB メモリーを使ってインポートすることが可能です。インポートし

たファイルは、キャビネット・モジュールにフォーカスした状態で BROWSE ノブを回すと表示されます。 

スピーカー・キャビネットを再現する IR と、ギターアンプを完璧に再現するダイレクト・アンプ・プロファイルは最適の

組み合わせといえます。両者を組み合わせることで、スタジオ・プロファイルのように、ギターアンプのプロファイルが

完成します。 

ダイレクト・アンプ・プロファイルと組み合わせる IR は、ソリッドステート・パワーアンプを使用して採取したものを選

ぶことをお勧めします。真空管アンプとスピーカー・キャビネットの相互作用は、ダイレクト・アンプ・プロファイルに

よって再現されますので、キャビネット・プロファイルの方でも重ねて再現されると、良い結果にはつながないからで

す。 

スタジオ・プロファイルとダイレクト・アンプ・プロファイルをマー

ジする 

ダイレクト・アンプ・プロファイルとスタジオ・プロファイルのキャビネットを組み合わせ、両方を活かせるひとつのプ

ロファイルを作成する方法をご説明します。まずは同じリファレンス・アンプから、スタジオ・プロファイルとダイレク

ト・アンプ・プロファイルの両方を作成します。この時リファレンス・アンプの設定も全く同じままで両プロファイルを

作り、別々にストアします。ストアしたスタジオ・プロファイルのキャビネット・モジュールをコピーし、ダイレクト・

アンプ・プロファイルのキャビネット・モジュールにペーストします。このとき表示されるソフト・ボタン「Merge 

Profile」を押してマージを実行します： 

• ブラウズ・モードでスタジオ・プロファイルを選ぶ。 

• CABINET ボタンを長押しし、キャビネット・モジュールにフォーカスする。 

• COPY ボタンを押す。 

• EXIT ボタンでフォーカスから抜け、 ダイレクト・アンプ・プロファイルを選ぶ。 



アンプおよびキャビネットのプロファイル 18 

 

• 再度 CABINET ボタンを長押ししてフォーカスする。 

• PASTE ボタンを押す。 

• ソフトボタン２「Merge Cabinet」を押してマージを実行する。 

• 「Merge Cabinet」を押すたびに、マージをアンドゥー/ リドゥできるので、結果を比較できます。 

• EXIT ボタンでフォーカスから抜け、新しいプロファイルまたはリグをストアする。 

• 一旦ストアすると、マージのアンドゥ/ リドゥができなくなります。 

マージド・プロファイルは、キャビネット・モジュールが有効な出力先には完璧なスタジオ・プロファイルのサウンドを

送出します。一方でキャビネット・モジュールをバイパスすれば、ダイレクト・アンプ・プロファイルによるアンプ・ヘ

ッドのみの出力が得られ、実際のギター・キャビネットのドライブに使用できます。マージド・プロファイルをストアす

れば、元のスタジオ・プロファイルおよびダイレクト・アンプ・プロファイルは消去しても問題ありません。 

またキャビネット・プロファイルが、マージされることでさらにブラッシュアップされるという良い副作用もあります。

一旦マージされたキャビネット・プロファイルは、「Cab Driver」によるプロセッシングを必要としなくなり、別のマージ

ド・プロファイルにコピーしてもそのブラッシュアップされた内容が維持され、実際にアンプとキャビネットの組み替え

た場合と同じ結果が得られます。但しスタジオ・プロファイルにコピーした場合は、このような効果は発揮されません。 

✓ スタジオ・プロファイルのキャビネットがダイレクト・アンプ・プロファイルのキャビネット・モジュールにペーストさ

れると、ソフトボタン「Merge Cabinet」が必ず現れますが、それ以外の状況では表示されません。 

✓ 同じリファレンス・アンプから、セッティングを変えずにダイレクト・アンプ・プロファイルとスタジオ・プロファイル

を作成したとき、両プロファイルの「GAIN」と「Amp Definition」の値が異なっていることに気がつくかもしれません

が、このことは音に影響しませんので心配する必要はありません。 

「Monitor Cab Off」をオンにしてギター・キャビネットをドライブす

る 

完璧なステージ・セットアップを提供するため、プロファイラーは、パワーアンプを通じてギターキャビネットをドライ

ブする信号と同時に、PA ミキサーに送るスタジオ・プロファイルの信号、即ちアンプとキャビネットにマイクロフォンを

内包したサウンドをメインアウトから出力します。ステージ上の実際のギターキャビネットはあなたのモニター用で、マ
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イクロフォンを立てる必要はありません。アウトプット・メニューにはモニター・アウト専用のボリュームおよび EQ が

用意されています。つまり他のアウトプットに影響を与えることなく、あなたのお好みどおりのモニター・サウンドを作

れるということです。 

このセットアップでは、モニター・アウトにキャビネット・プロファイルをバイパスした信号を送ります。バーチャル・

キャビネットと実際のキャビネットの重複を避けるためです。アウトプット・メニューのソフト・ボタン「Monitor Cab 

Off」をオンにすれば、モニター・アウトとスピーカー・アウトには、常にキャビネット・モジュールをバイパスした信号

が送られます。その他のアウト・プットには、キャビネット・モジュール自体をオフにしない限り、キャビネット・プロ

ファイルを通じた信号が送出されます。「Monitor Cab Off」はグローバル・パラメータですが、キャビネット以外のモジ

ュールの内容は常に反映されます。例えばスタジオ・プロファイルには CabDriver が作用し、マージド・プロファイルか

らはそれに拠らない、アンプ部のみのプロファイルによる信号が送出されるということになります。 

ギター・キャビネットは、パワーヘッド/ パワーラック内蔵の D 級パワーアンプまたは外部のソリッドステート・パワーア

ンプでドライブして下さい。ダイレクト・アンプ・プロファイルならば、ソリッドステート・パワーアンプでも、真空管

パワーアンプと同じ振る舞いを再現できます。真空管パワーアンプを使うと、むしろ矛盾した状態になってしまいます。

真空管アンプ独特の振る舞いが二重に作用することになるからです。かえって心地よい低域と高域がプラスされることに

なる場合もありますが、リファレンス・アンプを忠実に再現するという観点からは避けた方が良いでしょう。 
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パワーヘッドとギター・キャビネットの組み合わせ例 

 

もう少し説明が必要かもしれません。真空管パワーアンプとソリッドステート・パワーアンプには重要な違いがありま

す。ソリッドステート・パワーアンプは、常にリニアな周波数特性を実現するよう設計されていますが、真空管パワーア

ンプは、ある意味で芸術的と言えるノンリニアな周波数特性を示します。ソリッドステート・パワーアンプは、ロー・イ

ンピーダンス出力によりスピーカーの共鳴を押さえ込みますが、真空管パワーアンプはそれほど完全には押さえることが

できず、スピーカーの共鳴に応じた特性になり、さらにパワーアンプ自身の共鳴も作用します。そのため「スピーカーと

の相性」が、音のキャラクターに大きく影響するのです。ダイレクト・アンプ・プロファイルまたはマージド・プロファ

イルには、この相互作用による独特の振る舞いがキャプチャーされています。スタジオ・プロファイルにおいては

CabDriver アルゴリズムがそれを再現します。従ってソリッドステート・パワーアンプでこそ、さらなる色づけ無く、プロ

ファイルによるその振る舞いの再現を忠実に音にすることができるというわけです。 
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内蔵パワー・アンプ 

パワーヘッド/ パワーラック内蔵パワーアンプには、4Ω/ 8Ω/ 16Ωのスピーカー・キャビネットまたはパッシブなリニア・

スピーカー・システムを接続することができます。内蔵パワーアンプには、モニター・アウトプットの出力が内部接続さ

れていますので、モニター・アウトプットに関する設定が全て有効です。詳しくは、このマニュアルの「モニター・アウ

トプット」の章をご参照下さい。 

パワーアンプに関する設定は、アウトプット/ マスター・メニューの中にあります： 

♦ パワーアンプ・スイッチ 

パワーアンプのオン/ オフするスイッチです。内蔵の D 級アンプは真空アンプとは違い、使用していない時にオフにする必

要は特に無く、スピーカーを接続していなくても問題はありません。消費電力を節約するなどの目的で必要であればオフ

にして下さい。 

♦ パワーアンプ・ブースター 

内蔵パワーアンプにはモニター・アウトプットの出力が接続されています。 モニター・アウトプットは、クリーン・トー

ンの強いアタックもカバーできる十分なヘッドルームを備えていますが、これによってパワーアンプからの出力が全体的

には小さめとなり、満足のいく音量を得られないことがあるかもしれません。これに対処するため、モニター・ボリュー

ムやリグ・ボリュームで設定された音量に、最大 12dB ボリュームを上乗せすることができるパワーアンプ・ブースターが

用意されています。パワーアンプ・ブースターはパワーアンプの音やダイナミクスに影響を与えません。内蔵パワーアン

プがオフのときはパワーアンプ・ブースターも非アクティブになり、モニター・アウトプットのヘッドルームがフルに使

える状態になります。 

 

内蔵パワーアンプの出力は、8Ω負荷時には 600W、16Ω負荷時には 300W になります。内蔵パワーアンプは、ダイナミッ

クなクリーン・トーンでもクリップしないよう十分なヘッドルームを持っています。非常に大きなレベルや瞬間的なピー

クは、ソフト・クリッピング回路による自然で心地よいコンプレッションにより押さえ込まれます。しかしながら 600W

という大きな出力は、やはり注意深く扱う必要があります。もしスピーカーに異常を感じたら、直ぐにモニター・ボリュ

ームやパワーアンプ・ブースターを下げて下さい。 
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4Ω負荷の場合でも、出力は最大 600W に制限されます。600W を超える状態になると保護回路が働き、短い間ですが音が

ミュートされます。このような状態になってしまうのは、超がつくほど大きなボリュームにした場合に限られますが、そ

れでも 4Ωのスピーカーを使用する場合は、あなたの演奏によって最大の音量が 600W を超えることがないよう、慎重に

確認しておいて下さい。 

♦ 警告！ 

パワーソークなどのアクティブ・ディバイス (電源を必要とする機器) は、絶対に接続しないで下さい。そのような機器の

グランドを持つ回路がパワーアンプをショートさせ、破損する危険性があります。 

スピーカー・アウトに接続できるのはパッシブ・スピーカー・システムのみです。 

4Ωを下回るインピーダンスの機器をスピーカー・アウトに接続すると、パワーアンプを破損する可能性があります。 

ラック等にプロファイラーを収納したまま使用するときは、十分な換気が行われるようにして下さい。十分な換気が行わ

れないまま使用を続けると、オーバーヒート回避のためにパワーアンプがシャット・ダウンすることがあります。 

内蔵パワーアンプは、ダイナミックなクリーン・トーンでもクリップしないよう十分なヘッドルームを備えていますが、

600W 出力を持つアンプは慎重に使用する必要があります。大きな音量で使用している際に、もしスピーカーに異常を感じ

たら、直ちにモニター・ボリュームおよびパワーアンプ・ブースターを下げて下さい。 

ギター・キャビネットのサウンド、それをマイキングしたサウンド 

この章は、普段ギター・キャビネットからの音を直接聴くことが多く、キャビネットの前に立てたマイクで収音した音を

フルレンジのモニター・スピーカーでで聴くことになじみのないギタリストに向けた内容です。 

ギター・キャビネットは他の多くのスピーカーとは異なり、再生する周波数帯域がある範囲に限られています。ギター・

キャビネットで普通の音楽を再生しても良い音に聴こえないのはその為です。しかしながらこの独特の特性が、特に歪ま

せたギター・サウンドには欠かせないのです。歪んだギター・サウンドの耳障りな部分を適度に削り取ってくれるからで

す。加えて低域の独特な色づけも、エレキ・ギターにとってはポジティブに作用します。 

ギター・サウンドをレコーディングしたり、コンサート会場で拡声するためには、必ずギター・キャビネットの前にマイ

クロフォンを立てて、機材全てを通過した結果として生成されるサウンドを収音する必要があります。このとき、マイク
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の選択やポジショニングも、当然ながらサウンドに大きく作用します。これ自体も芸術の一部と言えるでしょう。幸いな

ことに、様々なテクニックが既に明らかになっていますが。 

スタジオ・プロファイルは、これと全く同じ方法で生成されていますので、プロファイラーのメイン・アウトをミキサー

に直結すれば、コンサートやレコーディングで必要なセットアップが再現できるのです。これがデジタルの大きなアドバ

ンテージのひとつです。ギター・キャビネットの前にマイクを立てて収音するという状況がデジタル化されていて、いつ

でも再現できるので、重たいキャビネットを運んだり、マイクのポジショニングに時間を割いたりする必要がないので

す。 

他にも解消できる厄介な問題があります。一般的にギター・キャビネットは指向性の強く、例えば高域はスピーカーの真

正面で聴くと最も大きく聴こえます。言い換えれば、スピーカーの指向から外れると高域が押さえ込まれた音に聴こえる

ということです。ほとんどのスピーカーでも同じようなことが起こりますが、ギター・キャビネットの場合は特にその傾

向が強いと言えます。そして大抵の場合、ギター・アンプの側に立つと、あなたの耳の位置は床に置かれたギターアンプ

のスピーカーの指向から外れることになってしまいます。そのような位置で、バンド・アンサンブルの中の自分のギタ

ー・サウンドを聴き取る為には、非常に大きな音を出さなければならなくなってしまうということが容易に想像できるで

しょう。不幸なことにその犠牲となるのは、ギターキャビネットの正面にいるお客さんとバンド・メンバーたちです。彼

らが聴くのは、あなたが聴くのと同じ音ではないということを理解する必要があります。ギターの音がうるさいと言われ

ることが多い原因はここにあります。 

レコーディング・スタジオやライブ会場での演奏になれていないギタリストは、スタジオ・プロファイルの音をモニタ

ー・スピーカーで聴くと、少し戸惑いを感じるかもしれません。中には、直接ギター・キャビネットから出る音が本物の

ギター・サウンドで、マイキングした音は何か作り物のようだと言うギタリストもいるでしょう。リニアなモニター・ス

ピーカーを通じて聴くマイキングされたギターアンプの音と、ギター・アンプの前で聴く直接音は全く別モノなのです。

特にドラムやベースを伴わず、ギターの音だけを聴くと、その違いがより明らかでしょう。 

ギター・キャビネットからの音も、それをマイキングした音も、どちらも本物のギター・サウンドに間違いありません

が、CD や大きなコンサート会場で聴くギター・サウンドは、マイキングされたサウンドの方です。あなたがオーディエン

スに聴かせるサウンドは、ほとんどの場合マイキングされたサウンドの方なのです。ギター・キャビネットの前にマイク

を立てて収音する以外に、ギター・サウンドをレコーディングしたり、大きなコンサート会場でオーディエンスに聴かせ

たりする方法は無いのです。それがギター・アンプが登場して以来行われきた方法です。あなたのギター・ヒーローの演

奏を、ギターアンプから直接聴いたことはありますか？彼らの部屋またはリハーサルに招待でもされない限り、ほとんど

聴くことはできないでしょう。あなたが聴いてきたギター・ヒーローのサウンドは、完璧にマイキングされた音なので

す。それ以外の方法で、彼らがあなたに演奏を聴かせることはできないのですから。 

マイキングされたギター・サウンドの扱いを習得することが大切であることがお分かりいただけたでしょう。それこそが

オーディエンスが聴くあなたの音なのです。キーボード・プレーヤーやボーカリストと同じ様に、ライン接続によってプ
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ロファイラーの完成されたサウンドを PA に送る方が、より良い結果が得られるでしょう。そして他の楽器とのバランスも

遥かに良くなるでしょう。実際多くのプロ・ミュージシャンは、ステージ・モニターやインイヤー・モニターを通じて、

ステージ全体の音を聴きながら演奏しているのです。 
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アウトプット/ マスター・セクション 

アウトプット/マスター・セクションでは、プロファイラーが装備している各オーディオ・アウトプットに関する設定を行

います。各アウト・プットに、シグナル・フローのどのポイントから、どのくらいのボリュームで出力するかを個別に設

定できます。アウトプット/マスター・セクションの設定は、ストンプやエフェクト同様にプリセットの保存が可能です。 

アウトプット/マスター・セクションのパラメータはグリーバル・パラメータです。ロックをすることも可能ですが、リグ

やパフォーマンスを切り替えても、アウトプット/ マスター・セクションの設定が変わることはありませんので、実際はロ

ックする必要がありません。 

✓ 各アウトプットのボリューム設定は、プリセットの一部としては保存されません。プリセットをロードしたときに、音量

が予期せず急激に変化してしまうことを避けるためです。 

✓ アウトプット/マスター・セクションのパラメータは、グローバル・パラメータで、リグの内容には含まれません。プロフ

ァイラー的に言うと、常にロックされていて、ロックを解除することはできないパラメータということです。 

アウトプット・ボリュームとアウトプット・ボリューム・リンク 

アウトプット・メニューでは各アウトプットのボリュームを個別に設定できます。このページでは、各アウトプットのボ

リュームが MASTER VOLUME ノブに連動 (Link) するかどうかを設定するソフト・ボタンも表示されます。リンクがオン

になってるアウトプットのボリュームは MASTER VOLUME ノブでコントロールすることができます。複数のアウトプッ

トを同時にリンクすることも可能です。リンクをオンにしていても、アウトプット・メニュー画面では各アウトプット・

ボリュームを個別にコントロールすることが可能です。複数のアウトプット・ボリュームのリンクをオンにした場合、各

アウトプットのボリュームは、同じ相対的バランスのまま動きます。PA に送る MAIN OUT はリンクせず、MONITOR 

OUT や HEADPHONE だけを MASTER VOLUME ノブにリンクさせておけば、PA に送る音量に影響を与えることなく、モ

ニターを自分が演奏しやすい音量に設定することができます。 

✓ リンクのオン／オフによってボリュームが急に変化することはありませんので、ステージ上でオン/ オフを行っても問題あ

りません。 

✓ アウトプット・ボリューム及びそのリンクの設定は、S/PDIF アウトにもあります。 



アウトプット/ マスター・セクション 26 

 

アウトプット・ソース 

アウトプット・メニューでは、各出力端子へのルーティング、つまりどんな信号を出力するかを設定します。現在あなた

が必要とする信号が、思いどおりの出力端子から出力されているなら、この章をスキップしてもかまいません。デフォル

ト設定は、一般的なアプリケーションをカバーしているはずですから。 

各アウトプットには、シグナル・フローの様々なポイントからの信号を出力することができます。選択できるアウトプッ

ト・ソースは以下のとおりです。選択肢はアウトプットによって異なります。 

 

Off 出力はミュートされ、何も出力しません。 

Git Analog (DIRECT OUTPUT の でのみ選択可。同アウトのデフォルト設定) 

接続されたギター／ベースのダイレクト信号です。AD/DA コンバータを通過する前のアナログ信

号が、楽器からの出力レベルのままで出力されます。リアンプのソースや２台目のアンプへの信号

として使用します。 

Git+Processing (S/PDIF OUTPUT では使用不可)  

「Git Analog」と同しく楽器のダイレクト音ですが、ADA コンバータを通過した信号を出力しま

す。 

Note：「Git …」に対しては、各アウトプットのボリューム設定が作用しません。楽器からの出力

されたレベルのままで出力されます。 

Git Studio 「Git Processing」と同じ内容の信号がスタジオ・レベルで出力されます。元の楽器の出力よりは

非常に高いレベルになります。このソースを使えば、リアンプを目的にギターのダイレクト音を録

音する場合にも DI ボックスなどは不要です。楽器の出力レベルが高いので、インプット・セクシ

ョンの Clean Sens の設定を慎重に行う必要があります。 

Stack スタック・セクション直後の信号が取り出され、エフェクツ・セクションは含みません。 
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Mod Stereo (モノ出力である DIRECT OUTPUT と MONITOR OUTPUT では選択不可) 

MOD モジュールまでのプロセスを経たステレオ信号で、ディレイ/ リバーブは含まれません。 

Mod Mono 「MOD Stereo」の モノ・ミックスが出力されます。 

Mod Left (DIRECT OUTPUT の場合は Right) 

「Mod Stereo」の片チャンネルのみを出力。「Mod Mono」に近い信号ですが、ステレオ・エフェ

クトが使用されている場合は少し密度の薄い音になります。 

Master Stereo (MAIN OUTPUT と S/PDIF OUTPUT のデフォルト設定／ モノラルの DIRECT OUTPUT と 

MONITOR OUTPUT では選択不可) 

全てのプロセスを経たステレオ信号です。 

Master Mono (MONITOR OUTPUT のデフォルト設定) 

「Master Stereo」のモノ・ミックスです。 

Master Left (DIRECT OUTPUT の場合は Right) 

「Master Stereo」の片チャンネルを出力します。「Master Mono」に近い信号ですが、ステレ

オ・エフェクトが使用されている場合は少し密度の薄い音に鳴ります。 

Delay/Reverb wet (MAIN OUTPUT と S/PDIF OUTPUT でのみ選択可) 

ディレイとリバーブのウェット、つまりエフェクト音のみを出力します。ディレイ/ リバーブが使

用されていない場合は無音になります。 

 

 

以下の４つの選択肢は、S/PDIF OUTPUT の左右のチャンネルに、リアンプに必要な楽器のダイレクト信号とアンプ・セ

クションを含むプロセスを通過した信号を振り分けて出力する設定です。左チェンネルは常に楽器のダイレクト信号を出

力し、右チャンネルには異なるポイントからの信号が出力されます。 
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Git / Stack 左チャンネルには、ノイズ・ゲートとボリューム・ペダル (「Pre Stomp」の場合のみ) を経た楽

器のダイレクト音を、右チャンネルにはスタック・セクション直後の信号を出力します。 

Git / Mod Left 左チャンネルは「Git / Stack」と同じ。右チャンネルには MOD モジュール直後の左チャンネルを

出力します。 

Git / Mod Mono 左チャンネルは「Git / Stack」と同じ。右チャンネルには MOD モジュール直後のモノ・ミックス

を出力。 

Git / Master Left 左チャンネルは「Git / Stack」と同じ。右チャンネルにはマスターアウトの左チャンネルを出力し

ます。 

 

 

アウトプット・ソース個々の説明に続き、いくつかのアプリケーションをご紹介します： 

• ダイレクト・アウトプットのソースを「Git Analog」(デフォルト設定) にすると、プロファイラーがアナログのバッファ

ー・アンプの役割を果たします。ダイレクト・アウトはグランド・リフトも備えているので、リアンプのための録音に最

適です。グランド・リフト設定は様々な組み合わせをお試し下さい。但し最低一カ所は必ずオフ、つまりグランドに接地

していることが必要です。ダイレクト・アウトのグランド・リフトがオフのアウトプットのひとつになっているという設

定が、多くの場合において最善の設定に成ります。 

• ダイレクト・アウトプットのアウトプット・ソースの設定は、プロファイラー・モード時、およびステレオ・エフェク

ト・ループを使用している場合は無効になります。 

• この仕様はプロファイリングのときの裏技に利用できます。ダイレクト・アウトプットのソースをオフにしておくと、プ

ロファイラー・モードからブラウズ・モードに切り替えることでリファレンス・アンプをミュートすることができます。

プロファイラー・モードに戻るとリファレンス・アンプが再び鳴り出します。 

• プロファイラー・モードで「Kemper Amp」を選んでプロファイルを聴いている状態のとき、オン/オフ ボタンでリファレ

ンス・アンプをミュートすることができます。このミュートによって、純粋にプロファイルのみを試聴することができま

す。しかしながらリファレンス・アンプを完全にアイソレートした状態で無い限り、リファレンス・アンプをミュートし

てプロファイルを試聴したのでは、正しい A/B 比較ができないということを認識しておいて下さい。外部のチューナーを
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接続する場合はダイレクト・アウトプットを使用するか、その他のアウトプットのソースを「Git …」にしてお使い下さ

い。 

• 「Monitor Cab Off」をオンにすれば、モニター・アウトプットにはバーチャル・キャビネットをバイパスした信号を出力

しながらも、他のアウトプットにはバーチャル・キャビネットを含む信号を出力することが可能です。「Monitor Cab 

Off」がオンでもアサインできるアウトプット・ソースに制限はありません。「Git …」を選択すると、当然バーチャル・

キャビネットを通過しない信号が出力されます。詳しくは「モニター・アウトプット」の章をご参照下さい。 

• メイン・アウトプットのソースを「Delay/Reverb」に設定してウェットのみをステレオ出力する 一方で、ダイレクト・ア

ウトプットからは「Stack」または「Mod」によってドライ音を出力し、PA ミキサーに 3 系統のライン出力を個別に送る

ことによって、ミキシング・オペレーターにドライとウェットのバランスを意のままにコントロールする自由を与えるこ

とができるでしょう。これがウェット/ドライ/ウェットと言われる手法です。 その上なお、モニター・アウトプットをステ

ージ・モニター用の独立した出力として使用することで、ステージ・モニターはあなたの意のままににコントロールする

ことができるのです。 
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パワーヘッドまたはパワーラックによるウェット/ ドライ/ ウェット接続 

 

• モニター・アウトプットをステージ・モニターに使用する必要が無い場合は、４つの出力によるウェット/ドライ/ドライ/ウ

ェットに拡張できます。メイン・アウトプットのソースを「Delay/Reverb」にセットした上で、モニター・アウトプット

を「Mod Left」、ダイレクト・アウトプットを「Mod Right」に設定し、この２つをステレオ・ペアとして扱います。これ

により、ディレイ/リバーブのウェットのステレオ・ペアと、それ以外の全てを含むステレオ・ペアを個別に PA ミキサー

に送ることが可能になります。 
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ウェット/ ドライ/ ドライ/ ウェット接続 

 

この場合「Monitor Cab Off」はオンにしないで下さい。またモニター・アウトプットとダイレクト・アウトプットを同じ

レベルに設定する必要があります。 

このセットアップのボリュームをコントロールしたい場合は、関連する全てのアウトプットのボリュームを MASTER 

VOLUME ノブにリンクして下さい。（「アウトプット・ボリューム・リンク」参照） 

• メイン・アウトプットとは別にコントロールできるステレオ・ペアをゲットすることも可能です。モニター・アウトプッ

トのソースを「Master Left」、ダイレクト・アウトプットを「Master Right」にセットし、両方のボリュームを MASTER 

VOLUME ノブにリンクします。一方ミキサーに送るメイン・アウトプットのリンクはオフにしておきます。これでミキシ

ング・オペレータに委ねるメイン・アウトプットとは別に、自由にコントロールできるステレオ・ペアを手に入れること

ができます。 

但しダイレクト・アウトプットの出力はバーチャル・キャビネットをオフにできないことを憶えておいて下さい。

「Monitor Cab Off」は モニター・アウトプットにしか適用できません。 
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1 台または 2 台のリニアなパワード・スピーカーの組み合わせ 
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1 台または 2 台のリニアなパッシブ・スピーカーとパワーアンプの組み合わせ 
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モニター・アウトプット 

モニター・アウトプットはステージ・モニター用のアウトプットとして設計されていますが、「アウトプット・ソース」

の章で説明されているとおり、決してついでに扱われるような存在ではありません。 

パワーヘッドやパワーラックの内蔵パワーアンプは、ギター・キャビネットをドライブする目的で使用するため、モニタ

ー・アウトプットの出力が内部で直結されています。同時にモニター・アウトプット自体にも、常に同じ内容の信号がラ

イン・レベルで出力されています。 

パワーアンプを内蔵していないプロファイラーでも、パワーアンプとリニアなフルレンジ・スピーカー、またはパワー

ド・モニター・スピーカーを調達すれば、 プロファイラーのモニター・アウトプットからステージ・モニターを得ること

ができます。但しパッシブ・スピーカーを使用する場合は、パワーアンプが必要であることをお忘れなく。 

モニター・アウトプットは独立したボリューム・コントロールと専用 EQ を備えていますので、他のアウトプットに影響

を与えることなく、モニターに必要な設定を行うことが可能です。 

アウトプット・イコライザー 

メイン・アウトプットとモニター・アウトプットは、それぞれに専用の 4-バンド EQ を備えています。これにより、リグ

の内容自体を変更すること無く、スピーカーや会場の環境に応じた調整が可能です。これらの EQ はグローバル・パラメ

ータで、「Git+Processing」 と「Git Studio」以外の全てのインプット・ソースに対して作用します。 

ピュア・キャビネット 

「Pure Cabinet」は、プロファイリングによって生成されたバーチャル・キャビネットに磨きをかけ、フルレンジ・スピー

カーでの再生においても、マイクを通さない、いわばキャビネットから直接聞こえる音に近づける機能です。もちろんこ

の機能適用後も、プロファイリングされたアンプの基本的な特徴は維持されます。 



アウトプット/ マスター・セクション 35 

 

「Pure Cabinet」は、レコーディングであれライブであれ、フルレンジのモニターでもインイヤー・モニターまたはヘッド

ホンでも、マイクを通じてプロファイルされた（つまりバーチャル・キャビネットが適用される）音を使う全ての場合に

おいて効力を発揮します。 

「Pure Cabinet」は、効果のオン/ オフと強さ「Intensity」を設定します。 

「Pure Cabinet」は、グローバル・パラメータとして全てのリグに作用します。各リグの内容に応じて最適に作用しますの

で、リグごとに設定する必要はありません。元のリグがアンバランスであるほど、「Pure Cabinet」の効果が明白になるで

しょう。完全にクリーンなアンプのプロファイルに対しては効果が認識できないでしょう。 

「Intensity」で作用の強さを設定します。ブルージーなクランチ・サウンドほど「Intensity」を上げると良いでしょう。よ

りギターアンプの存在感が増し、アンプから直接聞こえるサウンドに近づきます。ハードロックやメタル系のサウンドの

場合は控えめに設定した方が、マイキングによるキャラクターを活かしつつ、「薄っぺら」な感じを抑えることができる

でしょう。 

「Pure Cabinet」はグローバル・パラメータとしてリアルタイムに動作します。従って保存されているリグのデータそのも

のを変えてしまうことはありません。オフにすることで、いつでもオリジナルのリグのサウンドに戻すことが可能です。 

スペース 

「Space」パラメータは、マスター出力に対し、あたかも小さな部屋でギター・アンプが鳴っているような自然なアンビエ

ント音を付加します。これによりヘッドホンで聴いても非常に心地よい空気感が感じられます。 

簡単にご説明しましょう。どんな場所であれスピーカーから出る音を聴く場合には、必ず床や壁、さらには部屋に置かれ

ている様々な物体からの反射音も一緒に聞いています。この反射音の作用により、たとえモノラル音声であっても、耳に

届くときにはステレオのイメージが作られるのです。このような自然な反射音を生み出さない状況のひとつが、ヘッドホ

ンで聴くということです。つまりヘッドホンで音を聴くということは、生物学的に言うと人間の耳に適していない状況な

のです。そのため長い時間ヘッドホンで音を聴いていると、疲れてしまうことが多いのでしょう。これを「頭内定位」と

言い、モノラル音声を聞く時に特に顕著になります。 

「Space」エフェクトを使うことによって、ヘッドホンから聞こえる音に自然な空間の雰囲気を生み出す響きが加わり、モ

ノラル音声でも、ほんの僅かにステレオ感のある、非常に耳障りの良いサウンドになります。本来はヘッドホン用に設計

された機能ですが、スピーカーによる再生やレコーディングにおいても良い効果を発揮します。ソフトボタン
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「Headphone Space」によって、「Space」をヘッドホン・アウトプットのみに適用するか、メイン・アウトプットにも

適用するかを選択することができます。 

アウトプット・セクションでグローバルに「Space」を適用する以外に、個々のリグに「Space」エフェクトをアサインす

ることも可能です。Xまたは MOD のジュールにフォーカスし、Type ノブを回して「Space」を選びます。 

「Space」によって、インイヤー・モニターの使用もより快適になるでしょう。残念なことに、大抵の場合ステージ・モニ

ターはオーディエンス向けのサウンドと同じソース、つまりの出力を使用することになるため、「Space」はオーディエン

ス向けのサウンドにも適用されてしまいますが、ほんの少しだけ「Space」を加えることで、オーディエンスへのサウンド

にはほとんど影響を与えず、インイヤー・モニターの聴き心地を良くすることができるでしょう。言うまでもなく、モニ

ター自体がステレオで供給されていなければ「Space」の効果は出ません。 

Aux インプット 

MP3 プレーヤーなどのステレオ・オーディオ信号を入力し、音楽に合わせてギターを演奏することを可能にする機能で

す。アウトプット/マスター・メニューには Auxインプットに関するパラメータが２つあります。ひとつは入力された信号

をまいん・アウトプットおよび S/PDIF に送るレベル、もうひとつは同じ信号をモニターとヘッドホン・アウトプットに送

るレベルの設定です。クリックをヘッドホンにのみ送り、メイン・アウトプットには送らないという使い方が可能です。

内蔵エフェクトは Auxインプットに入力された信号には作用しません。 

Aux インプットは、RETURN INPUT と ALTERNATIVE INPUT をステレオ・ペアの入力として使用します。MP3 プレーヤ

ーなどのステレオ出力を接続する場合は、ミニ・ステレオ・ジャックから２本の標準 TS ジャックに分岐するようなケーブ

ルが必要です。「Aux In …」ソフト・ノブで音量を調整して下さい。 

エフェクト・ループを使用している場合やプロファイラー・モードではインプット・ジャックがその目的に使用されるた

め、Aux インプット機能は使用できません。 

不要なノイズ発生の原因になりますので、Aux インプットを使用しない場合は、同インプットのレベルを下げておくよう

にして下さい。 
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コンスタント・レイテンシー 

リグの切り替え速度は、常に最速になるよう状況に応じてダイナミックに変化しますが、例えば複数のプロファイラーを

同時に使用する時などにフェイズの問題を回避するため、切り替え速度を固定するのが「Constant Latency」機能です。 
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楽器入力端子とリアンプ 

インプット・ソース選択 

入力端子には 4 つの選択肢：FRONT INPUT/ ALTERNATIVE INPUT/ RETURN INPUT/ S/PDIF があります。インプット・

セクションの他のパラメータと異なり、インプット・ソースの設定はグローバルで、リグの内容には含まれません。また

インプット・プリセットにもストアされません。 

すべてのインプットには、リアンプを含む様々なアプリケーションが想定されています。 

 

Front Input 標準的なハイ・インピーダンス/ ローノイズの楽器入力です。 

Alternative Input ハイ・インピーダンスの ALTERNATIVE INPUT がリアパネルにあり、ラックにマウント

したり、ワイアレス受信機の出力を接続するのに便利です。強く歪んだ音のときに気に

なる程度ですが、FRONT INPUT よりほんの少しノイジーです。 

インプット・ソースとして選択されていても、FRONT INPUT に何かが接続されている

場合は、そちらが優先されます。 

ALTERNATIVE INPUT 使用中も、モノのエフェクト・ループは使用可能ですが、ステレ

オ・ループには右 ch として必要になります。プロファイラーはこの使い分けを自動認識

しませんのでご注意ください。 

Return Input (Reamp) リアンプの際には、スタジオ・レベルのアナログ・インプットとして使用します。リタ

ーンとしては XLR と標準の TS ジャックの何れでも使用できます。リアンプについては

次の章で詳しく説明されています。 
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S/PDIF Input オーディオ I/F とリアンプのやり取りを行う場合は S/PDIF インが使用できます。S/PDIF

はステレオですが、リアンプには左 ch を使用します。リアンプについては次の章をご参

照下さい。S/PDIF 端子にケーブルが接続されていなかったり、同期信号が認識されない

場合は、FRONT INPUT が優先されます。 

 

 

✓ リターン・インプットと S/PDIF インプットに対しては、「Clean Sens」と「Distortion Sens」の設定は作用しません。リ

アンプの章で説明されているとおり、「Reamp Sens」というパワメータが用意されています。 

リアンプ 

リアンプを想定したレコーディングにおいては、エフェクトやアンプなどのプロセスを経た信号と同時に楽器からのダイ

レクトな信号を録音し、後ほどその信号を別のアンプなどを通して録音するということが行われます。通常はギターのハ

イ・インピーダンス信号を適切なスタジオ・レベルに変換するため、DI ボックス等が必要になります。逆に、録音したギ

ターのダイレクト音を真空管アンプに入力するときも、リアンプ・ボックス等で適切な変換が必要です。 

プロファイラーでリアンプを行う場合、これらの外部機器は不要です。プロファイラー自体が、レコーディング機器との

やり取りを想定して設計されているからです。もちろんプロファイラーを通常の真空管ギターアンプと同じように扱い、

従来どおりリアンプ用の機器を使用することも可能です。ギターのダイレクト信号の録音やリアンプは、アナログのイン/ 

アウトでも、S/PDIF でも行えます。 
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アナログ接続によるリアンプ 

 

S/PDIF によるリアンプ 



楽器入力端子とリアンプ 41 

 

✓ 以下で説明するレベル設定方法は、アナログの場合もデジタルの場合も同じです。ギターからのダイレクト信号を録音

し、リアンプに使用する手順は以下の４ステップです： 

♦ Step 1: DI 出力を得る 

楽器の出力をスタジオレベルに変換するには：アウトプット/ マスター・メニューのアウトプット・ソースのページで、ダ

イレクト・アウトプット (またはダイレクト音の録音に使用するアウトプット) の出力を「Git Studio」に設定します。設定

したアウトプットからはスタジオ・レベル、即ち DI シグナルが出力されます。S/PDIF を使って録音したい場合は、

S/PDIF のアウトプット・ソースを「Git Studio」に設定します。 

上記の設定により、S/PDIF の左 ch からはギターのダイレクト音が出力されますが、右 ch からは直前に設定していた内

容、例えば「Git/ Stack」や「Git/ Mod」で出力されます。これにより、エフェクトやアンプのプロセスを通過する前のギ

ターの信号と、アンプ・セクションなどを通過したギター音の両方が同時に得られることになります。但しどちらもモノ

ラルです。 

各アウトプットをレコーディング機器の適切なインプットに接続し、送られて来る信号の内容を確認して下さい。 

✓ 「Git+Processing」を選択しても DI シグナルが出力されますが、レベルは元の楽器の出力のまま、スタジオ・レベルより

低い信号が出力されます。アウトプット・ソースの選択肢については、このマニュアルの別のアウトプット・ソースの章

で詳しく説明されています。 

♦ Step 2: DI 出力のレベル 

DI 出力のレベルは、インプット・メニューの「Clean Sens」で調整します。ベーシック・マニュアルでご説明したとお

り、ギターの出力レベルの違いによるリグの音量の違いをバランス良く調整するために、既にこのパラメータを操作され

たと思います。ここでは、クリーン・サウンドの音量が、ディストーション・サウンドと同じくらいになるよう「Clean 

Sens」を調整して下さい。この操作によって、ギターのダイナミックスがプロファイラーのヘッドルームに適した状態に

なります。それと同時に「Git Studio」の出力レベルも適切に設定されます。 

アンプのレベル設定と比べると、DI 出力のレベル設定は慎重に行う必要があります。リアンプのソースになるギター・ト

ラックのノイズ・フロアを極力低く保っておかないど、ゲインの高いアンプでリアンプしたときに、当然ノイズも一緒に

増幅されてしまいます。インプット LED が適切な設定のガイドになります。LED が黄色で点滅する状態を維持し、濃いオ

レンジや赤になることのないように、「Clean Sens」を設定して下さい。 
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メイン・アウトプットから出力されるエフェクトやアンプ・セクションを通過した音をモニターしながら、ダイレクト信

号を録音することも可能です。このとき、録音機器や DAW によるレイテンシーには影響されません。 

♦ Step 3: リアンプのためのインプット 

レコーディング機器のアナログまたは S/PDIF 出力をプロファイラーのリターンまたは S/PDIF インプットに接続します。

インプット・メニューに入り、インプット・ソースを「Return Input Reamp」または「S/PDIF Input Reamp」に設定しま

す。DI 信号を録音済みであれば、プレイバックしてその信号をプロファイラーに送って下さい。 

フロントパネルのインプットからギターを抜く必要はありません。インプット・ソースをリアンプに設定しておけば、フ

ロントパネルのインプットからの信号がシグナル・フローに送られることはありません。DI 出力として選んだアウトプッ

ト、つまりレコーダーのインプットに接続したアウトプットには出力されます 

レコーダーのトラックをオンにすると、その機器を通ってリアンプ・インプットに戻ってくるギター音を聴くことができ

るでしょう。この場合はレコーダーや DAW に起因するレテンシーが生じるでしょう。インプット・ソースを「Front 

Input」に戻すと、レイテンシーは無くなり、再びレコーディングができます。 

XLR 端子と TRS ジャックのどちらでもアナログのリターン・インプットとして使用できます。 

♦ Step 4: リアンプ・インプットのレベル 

リアンプ・インプットのレベル設定も、最良の S/N 比を得るための重要な要素です。レベル設定はプロファイラー側では

なく、レコーディング機器の出力レベルを調整します。特に S/PDIF は、送出側でしかレベルのコントロールは出来ませ

ん。 

トラックをオンにしてギターを弾くか、録音済みのトラックを再生して下さい。プロファイラーのインプット LED を監視

しながら、レコーディンク機器の出力ボリュームを調整します。最も強く演奏されたときでも LED が黄色にとどまり、オ

レンジや赤にならないように設定して下さい。リアンプのために歪んでいないアンプを選んで要る場合やディストーショ

ン・エフェクトを使用していない場合は、この調整以外に必要な操作はありません。 

歪むアンプのリグでリアンプを行うと、歪み具合がいつもと違うことに気がつくでしょう。入出力のレベル設定を正しく

行うと、このような結果になります。レベル設定は、ノイズ・レベルを最小限に抑えることが目的であり、結果として元

の楽器のレベルを保つことにはならないのです。そのため、プロファイラーには「Reamp Sens」というパラメーターが用

意されています。望みどおりの歪みを得るために「Reamp Sens」を調整して下さい。 
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♦ まとめ 

適切な入出力レベルで十分な歪みを得るためには、2 つのレベル設定が必須です。即ちレコーディング機器側での適切な出

力レベル設定とプロファイラーの「Reamp Sens」の設定です。クリーン・トーンのリグの場合は、レコーディング機器側

の出力レベル設定のみです。 

その他のインプット・レベル設定方法 

Step 2 の「Clean Sens」と最終段階の「Reamp Sens」は、ある意味で相反する関係にあります。以下の 2 つの条件が揃

う場合は、より簡単で確実な方法でレベル設定が行えます： 

• 歪んだ音のリグでリアンプを行う。 

• ギターのダイレクト信号を録音したときの「Clean Sens」の設定が判っている。 

「Reamp Sens」を、ギターのダイレクト信号録音時の「Clean Sens」と正反対の内容にセットします。例えば「Clean 

Sens」が-2.0dB だったら「Reamp Sens」は+2.0dB という要領です。その上でレコーディング機器の出力レベルを調整

し、十分な歪みが得られるレベルに設定します。この作業を行うだけで、適切な入出力レベルの設定も完了しています。

インプット LED を監視しながらレコーティング機器の出力レベルを調整する必要はありません。 
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エクスプレッション・ペダルとフット・ス

イッチ 

プロファイラーには複数のエクスプレッション・ペダルを接続することができ、個別に機能をアサインすることが可能で

す。エクスプレッション・ペダルは、本体リアパネルの PEDAL INPUT またはリモートの PEDAL INPUT のどちらにも接

続できます。また MIDI フットコントローラや MIDI シーケンサーから出力される MIDI コントロール・チェンジにも対応し

ています。 

♦ ワウ・ペダル (MIDI コントロール・チェンジ #1) 

ワウ・ペダルでコントロールするエフェクトは、クラシックなワウワウ以外にも様々なものが用意されています。これら

を全て「ワウ」とカテゴライズし、オレンジ色で表示します。これらを機能させるには、お望みのペダル・モードを選

び、レンジを設定するだけです。スロットが空いている限り、いくつでもワウを使用することができますが、それらは全

て同時にペダルに反応します。詳しくは、このマニュアルの「ワウ・ストンプ」の章をご参照下さい。 

♦ ボリューム・ペダル (MIDI コントロール・チェンジ #7) 

ボリューム・ペダルは、シグナル・フローのどこに配置するかを選択できます。この後の章で詳しくご説明します。 

♦ ピッチ・ペダル (MIDI コントロール・チェンジ #4) 

ピッチ・ペダルでコントロールするのはピッチ・シフターの「Pedal Pitch」と「Pedal Vinyl Stop」で、いわゆる「ワーミ

ー」効果を得るのに最適です。それぞれについては別途ご説明します。 

* 製品名やメーカー名は、それぞれの所有者の商標です。Kemper GmbH は、それらに関係するものではありません。それ

らの商標は、製品の背景や参考なるそれらの音を説明するために使用されています。 
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リンク・ペダル 

３つのペダル・エフェクトを全て使いたいけれど、ペダルを３つも持ち運びたくないという方には、ペダル・リンクをご

提案します。システム・メニュー「MIDI Settings」のページにあるソフト・ボタンによって、１つのペダルを状況に応じ

て異なるエフェクトにアサインし分けることができます。 

ボリューム・ペダルが常に必要という訳では無い場合は、「Wah Pedal to Vol.」をオンにしてみて下さい。通常はワウ・

ペダルとして機能するペダルが、ワウ・エフェクトを使用していないリグ、または使用していてもペダル・モードが

「Off」または「Touch」にセットされているリグを選んだときだけ、ボリューム・ペダルとして機能します。 

この設定で、ペダルがワウをコントロールしているリグからボリューム・ペダルとして機能するリグに切り替えたとき、

ペダルの位置による音量の急変を避けるため、切り替え直後はペダルの位置が反映されません。一度トウ・ポジションま

で踏み込んでリセットして下さい。リセット後はスムーズにボリューム・コントロールが可能になります。 

同様に「WahPedal to Pitch」によって、ワウ・ペダルをピッチ・エフェクトのコントロールに切り替えることが出来ま

す。この場合はボリューム・ペダルとは違って、ヒール・ポジションでリセットします。 

このリンクの設定はグローバル・パラメータですので、リグをひとつづつ設定し直す必要はありません。セットリストに

よって、またはペダルをいくつ用意できるかによって、素早く設定を変えることができます。 

両方のリンクを同時にオンにしておくことも可能です。この場合は、ボリューム・コントロールの優先度が一番低くなり

ます。ワウもピッチも使用していないリグでのみ、ワウ・ペダルがボリューム・ペダルになるということです。 

✓ リンクがオンになっていると、ボリュームやピッチは、本来ボリュームやピッチがアサインされたペダルや MIDI コントロ

ール・チェンジではコントロールできなくなります。 

✓ ワウ・エフェクトのオン/ オフではペダルのリンクは切り替わりません。残念ながら様々な障害があり、実現できません。

しかしながら、ワウ・エフェクトのペダル・モード (例えばヒール・ポジションでバイパスになるモード) を利用してワウ

のオン/ オフを行うのであれば、リンクの切り替えを併用することができます。 

♦ モニター・ボリューム・ペダル (MIDI コントロール・チェンジ #73) 

「Monitor Volume」は、MONITOR OUTPUT およびパワーヘッドやパワーラックの内蔵パワーアンプのボリュームをコン

トロールするオプションです。この機能の応用で、モニター・スピーカーやキャビを使ってフィードバックを起こすこと

ができます。 
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ペダルやスイッチを本体に接続する 

プロファイラー本体には２つの PEDAL INPUT 端子が用意されています。システム・メニューの「Pedal 1/2」ページで機

能をアサインします。 

 

 

ペダルやスイッチを本体に接続する 

 

エックスプレッション・ペダル 

エクスプレッション・ペダルはワウやボリュームとして機能しますが、元々デジタル機器を制御するために設計されてお

り、ステレオ・ケーブル 1 本でプロファイラー本体またはリモートのペダル専用端子に接続します。ローランド製などの

標準的なペダルを使用する場合は、ソフト・ノブ１で「Pedal Type 1」を選んで下さい。ヤマハ製等のポラリティが逆の



エクスプレッション・ペダルとフット・スイッチ 47 

 

ペダルの場合は「Pedal Type 2」を選びます。接続後、ソフト・ボタン「Calibrate」を押し、ペダルをヒール・ポジショ

ンからトウ・ポジションまで動かし、キャリブレーションを最適化して下さい。ペダルを動かしたときのバリューの状態

は、ソフト・ボタンの下にバーグラフで表示されます。 

スイッチ 

「SWITCH / PEDAL INPUTS」には、エクスプレッション・ペダルだけでなく、フット・スイッチを接続することも可能

です。設定ページのソフト・ノブ４で、アサインする機能 (エフェクトのやチューナー・モードの On/Off、タップ・テンポ

など) を選択します。 

✓ スイッチはモーメンタリー・タイプを使用して下さい。ポラリティは、踏んだときに接続となる「Normal」と、踏んだと

きに非接続となる「Inverse」のどちらにでも設定可能です。真空管ギターアンプのチャンネル切り替えスイッチは、ほと

んどの場合ラッチ・タイプなので、プロファイラーのスイッチとしては使用できません。 

デュアル・スイッチ 

「Dual Switch」を選択すると、1 本の TRS (ステレオ) ケーブルで接続できる２つのスイッチ、いわゆるデュアル・スイッ

チが使用できますので、その２つスイッチに加えて、もう一方の SWITCH/ PEDAL INPUT にはさらに別のペダルやスイッ

チ、デュアル・スイッチを接続することができるということです・ 

デュアル・スイッチの一般的なアプリケーションは「Rig up/down」でしょう。ブラウザー・モードにおいては、「View」

及び「Sorted By」によって絞り込み/  並べ替えされたリグの範囲をアップ/ ダウンします。パフォーマンス・モードにおい

ては、パフォーマンスとそのスロットを順にアップ/ ダウンすることになります。このとき、リグがアサインされていない

スロットはスキップされます。プロファイラー・モードのときは、同じスイッチにより「Kemper Amp」と「Reference 

Amp」が切り替わります。 

「Rig up/down」の他にも、デュアル・スイッチの各スイッチには、Xや MOD のオン/ オフなど、様々な機能を組み合わせ

てアサインすることができます。 
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ボリューム・ペダル 

任意のストンプやエフェクトのモジュールにアサインしたエフェクトをコントロールするワウやピッチ・ペダルとは異な

り、ボリューム・ペダルにはエフェクトのタイプなどはありませんが、以下の 2 つのパラメータが用意されています。 

♦ ボリューム・ペダル・ロケーション 

シグナル・フローにおけるボリューム・ペダルの配置は、以下の中から選択できます： 

 

Off ボリュームペダルの機能がオフになります。 

Pre-Stomps ストンプ A の直前に配置されます。 

Post-Stomps ストンプ D の直後に配置されるので、アンプのゲインが変化します。 

Pre-Effects ストンプ Xの直後に配置されるます。リグの音量をコントロールしますが、絞りきってもディレイ/ 

リバーブのテイルは自然に残ります。 

Post-Effects リバーブの直後に配置され、ディレイ/ リバーブのテイルも含むリグの音量をコントロールします。 

 

 

♦ ボリューム・ペダル・レンジ 

このパラメータはバイ・ポーラーですので、センターの位置ではボリューム・ペダルの動作には変化がありません。ノブ

を左に回すと、トー・ポジション、つまりマキシマム・ボリュームはそのままで、ヒール、つまりミニマム・ボリューム

が設定されます。左に回しきると、ボリュームは「0」から最大値まで変化します。右に回すと、一転してブースター的な
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動作になります。ヒール・ポジションではリグのボリューム設定値のままになり、踏み込むとボリュームまたはゲインが

ブーストされます。右に回しきった時のブースト量は＋24dB です。 

ボリューム・ペダルの設定はリグごとに保存されますが、どのリグでも同じ設定で使用したい場合は「Lock Volume 

Pedal」をオンにすることで、設定を固定することができます。 

本体の PEDAL INPUTS に接続したペダルでも、MIDI コントロール・チェンジ #7 でも、どちらでも「ボリューム・ペダ

ル」として使用することができます。 

「ボリューム・ペダル」は、リグ・ボリュームやマスター・ボリュームから独立したボリュームです。これら全てのボリ

ュームは、重なり合って動作します。 

ボリューム・ペダルでボリュームを「0」にすると、自動的にチューナーが立ち上がりますので、わざわざチューナー・モ

ードに切り替えなくても、ステージ上で音を出さずにチューニングができます。ボリュームが「0」の状態でチューナーが

表示されているときに、不幸にもペダルが抜けてしまっても、チューナー画面にはボリュームをリセットして最大にする

機能が用意されています。 
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スタック・セクション 

プロファイラーの心臓部とも言えるスタック・セクションは、バーチャルなギター・アンプとキャビネットを再現するプ

ロファイルを擁するセクションです。スタック・セクションは次の 3 つのモジュールで構成されています。 

アンプリファイアー 

AMPLIFIER ボタンを押すと、プロファイリングしたアンプのキャラクターをモディファイできる様々なパラメーターが、

ソフト・ノブの上に表示されます。 

♦ ディフィニション 

「Definition」はプリアンプのキャラクターをコントロールするパラメータです。このパラメーターは、プロファイリング

の過程で、リファレンス・アンプの特性に応じた設定に自動的にセットされますが、例えばビンテージ・アンプをプロフ

ァイリングし、エフェクターに頼らず、よりモダンなアンプのようなサウンドに調整することができるのです。逆にモダ

ンなアンプのプロファイルを、ビンテージ・アンプが歪んだ状態のようなサウンドに近づけることも可能です。必要であ

れば、使用するギターに合わせて微調整をすることもできます。よりベストなサウンドを目指して、果敢にに実験を試み

ることをお勧めします。 

ビンテージ・アンプによる歪みは、ギター音に含まれる低次倍音の歪みが中心となり、ブルージーなサウンドになりま

す。このようなアンプは、元々はクリーンな音を得るために設計されているため、高音域まで伸びたクリーミーなディス

トーション・サウンドを得るには、トレブル・ブースターのようなデバイスが必要となります。一方モダンなチューブ・

アンプでは、ギターの高次倍音がディストーション・サウンドの原動力となるように、ビンテージ・アンプとは別のアプ

ローチを採用しています。高価なブティック・アンプでは、このコンセプトをさらに進めて、驚異的に伸びるトップ・エ

ンドと、より大きなダイナミック・レンジが得られるようになっています。このようなアプローチにより、ディストーシ

ョン・サウンドはよりきらめきのあるサウンドとなり、弦やピックアップのチョイスによるニュアンスの違いにも敏感に

なっています。スピーカーの特性とともに、アンプ内で発生する歪みは、まさにそのアンプの「指紋」とも言えるものな

のです。 
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♦ パワー・サギング 

「Power Sagging」は、ギター信号とディストーション段との間にある相互作用に手を加えることができるパラメーターで

す。このパラメーターの 値を上げていくと、クランチ・サウンドのパワー感がより強調されていきます。この時ギター音

は、歪んだ信号のレベルを上げることなくエネ ルギーと高音域の伸びが増していきます。「Power Sagging」の値が 50%

を超えると、アナログのチューブ・アンプ回路では発生し得ない状況を 作り出すことができます。但しその状態であって

も、サウンドそのもののナチュラルなキャラクターは失われずにキープされ続けます。さらに最大値に上げると、歪んだ

サウンドよりも大きな音量のクリーンなサウンドになり、それとともにダイナミック・レンジが原音よりもさらに拡大し

ます。逆に 0%にすると、ダイナミック・レンジは原音のままとなります。 

パワー・サギングとは、真空管に大きな電力が流れて高い歪率で動作している状況下で、真空管への電源電圧が急低下す

る現象を指します。このような状況になると、ある種のシャットダウンのような現象が起きで歪みのキャラクターが変化

しますが、その瞬間に負荷が下がり、直ぐに元の状況に戻ります。これがいわゆる「真空管が息をついている」と云われ

る現象です。この動作自体は、チューブ・アンプ回路設定における技術的欠陥と見られていましたが、それによって起こ

る現象は、却ってギタリストの音楽的な表現には非常に効果的だということが後に判明しました。プロファイラーでは、

アンプの基本的なキャラクターを変化させずに、この現象を再現しています。 

• ピッキングやフィンがリングのダイナミクスに対する反応が良くなる。 

• ゲインや音量を上げずに、パワー感とプレゼンスを増すことができる。 

• ピッキングのアタックが押さえ込まれることは無いので、ミュート奏法におけるダイナミック・レンジが広がる。 

• クリーン・サウンドとディストーション・サウンドとの境界が互いに近づき、クランチ・サウンドに強さと張りが加わり

ます。何が何でも徹底的に歪むというのではなく、ピッキングやフィンがリングによる微妙な演奏のニュアンスが出しや

すい音になり、結果として全体のパンチの強い、生き生きとしたサウンドになります。コンプレッサーを完全にオフにし

たような幅広いダナミック・レンジが得られ、ドラムやベースといった他の楽器とのアンサンブルの中でも埋もれないギ

ター・サウンドになるでしょう。 

実際の真空管アンプでは、物理法則によりダイナミック・レンジは限定的です。パワー・サギングも、真空管への電圧供

給が破綻する寸前までが限界で、そこでディストーションのキャラクターを損ねてしまいます。一方プロファイラーは、

真空管のキャラクターを活かしたまま、ダイナミック・レンジをより拡大することが可能なのです。  

またギターのボリュームを下げると、非常にナチュラルでクリーンでありながらダイナミクスとエネルギに満ちたサウン

ドが得られます。 

パワー・サギングは一般的なコンプレッサーでは再現できませんが、特別に設計された回路によりその効果を引き立てる

ことができます。「真空管が息つく」現象は、ダイナミックな演奏において顕著に現れます。タッチによって歪みをコン
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トロールできるクランチがそれにあたります。完全に歪んだ状態では真空管に対する負荷が限界に近く、逆にクリーンの

場合は負荷がほとんどかからない状態です。このような状態では、パワー・サギングによる効果が限定的なものになりま

す。 

♦ ピック 

「Pick」は、サスティン部分とは別にアタック音のレベルとシャープさを独立してコントロールすることができるパラメ

ータです。ディストーションの深さとも関係なくコントロールできます。あるいはコンプレッサーを使うことなくアタッ

クの強調されたクリーン・トーンを作り出すことも可能です。一方、完全に歪んだサウンドでは、歪んだことによりナチ

ュラルなコンプレッションがかかったサウンドにもピッキングのアタックを付けることもできます。「Pick」パラメータ

ーをマイナス値に設定するとアタック音が抑えられ、流れるようなサウンドになります。 

♦ コンプレッサー 

ここでの「コンプレッサー」は、真空管アンプ回路のシミュレーションの一部であり、ストンプのコンプレッサーとは次

元の違う働きをします。従って得られる効果は、アンプ・セクションの前後に配置するエフェクターとしてのコンプレッ

サーとは、全く異なる内容になります。ここでの「コンプレッサー」は 歪んだサウンドに影響を及ぼすことがなく、クリ

ーン・トーンのみをブーストします。その結果ピッキングの強弱によって、クランチからコンプレッションの効いたクリ

ーンまで、非常にダイナミックな変化が得られます。同様にギターのボリューム・コント ロールでも、クランチからパワ

ー感のあるクリーン・トーンまで自在に変化させるとこができるようになります。 

♦ クラリティ 

「Clarity」は、ディストーション・サウンドをこれまでになかったユニークな方法でコントロールできるパラメーターで

す。ソフト・ノブを右に回すと、歪みの深さは変わらずに、サウンドがよりクリアになっていきます。歪んだサウンドの

ミッドレンジが少しずつ下がり、サウンドの明瞭度が高くなって行きます。 
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♦ チューブ・シェイプ 

「Tube Shape」は真空管の歪みのキャラクターをコントロールします。非常にソフトな歪みからハードな歪みまでカバー

します。あらゆるクランチ・ サウンドを、ウォームでブルージーなトーンから、メタリックで深く歪んだトーンまで自由

に変えつことが可能です。但しゲインの設定や奏法によっては、このパラメーターの効果が限定的になります。例えば最

初から完全に歪んでいる場合は、このパラメーターの効果がほとんど発揮されません。同様に完全にクリーンなサウンド

にもあまり影響がありません。パラメータを 3 時の位置付近に合わせると典型的なプリ管による歪みが再現され、9 時の位

置付近ではパワー管によるハードな歪みが得られます。これはパワー・アンプ 回路内のネガティブ・フィードバックが真

空管の増幅をリニアにしようとする結果、ディストーション・カーブがより急峻になる現象を再現するものです。 

♦ チューブ・バイアス 

「Tube Bias」は歪みの倍音構成をコントロールするパラメーターです。サウンドそのものの変化は非常に繊細なものです

が、歪みのダイナミクスが大きく変化します。値を上げていくとダイナミック・レンジに対して歪みが通常よりも早い段

階で発生し始めます。それでいてヘッド ルームには充分に余裕を保った状態が作り出せます。また最大値ではチューブ・

スクリーマーをシミュレートしたキャラクターになります。 

♦ ダイレクト・ミックス 

「Direct Mix」は、歪んだサウンドにクリーン・トーンをミックスする機能です。クリーン・トーンの音色が加わるだけで

はなく、独特のダイナミクスやアタックが付加されます。1 台のギターで歪ませたアンプとクリーン・トーンのアンプを同

時にドライブするのと同じ効果が得られます。ソフト・ノブを右に回して「Direct Mix」の値を増すと、クリーン・トーン

が付加される割合が高くなって行きます。 
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EQ 

スタック・セクションの一部である EQ (イコライザーまたはトーン・スタック) は、カバーする周波数帯域が異なる「ベ

ース」「ミドル」「トレブル」「プレゼンス」で 5 つ構成されています。これらのコントロールは、プレイ画面では常に

表示され、使用できる状態になっています。EB ボタンを長押しするとフォーカス状態になります。 

プロファイラーの EQ モジュールは一般的なパッシブのトーン・スタックを再現していますが、それぞれの周波数帯によ

り強く作用するようにデザインされています。全てのソフト・ノブがセンターの位置にセットされている場合は、通過す

る信号に何の影響も与えず、プロファイルされた音がそのまま出力されます。 

ソフト・ノブ 1 により、EQ モジュールをアンプ・モジュールの後「Post」または前「Pre」のとちらに配置するかを選択

します。この配置により、アンプによる歪みのキャラクターが変化します。一般的な真空管アンプの EQ は、プリアンプ

とパワーアンプの間に配置されています。マスター・ボリュームを持つモダンなギター・アンプは、プリアンプで歪みを

作りますので、EQ はプリアンプで歪んだ音に作用します。一方、Vox AC-30 のようにマスター・ボリュームを持たないク

ラシックなアンプは、パワーアンプで歪みが作られます。従って EQ は歪む前の音に作用するということです。しかしな

がら、必ずしもリファレンス・アンプと同じ配置にする必要はありません。何故なら、リファレンス・アンプの EQ によ

って作られた音がキャプチャーされているからです。 

* 全ての製品名やメーカー名は、各社の登録商標です。ケンパー社 (Kemper GmbH) はこれらに関連するものではありませ

ん。それらの商標は、その歴史の参照や、ケンパー社の開発過程においてインスパイアされた音について説明する目的の

みに使用されています。 

キャビネット 

CABINET ボタンの長押しにより、キャビネット・モジュールがエディットできる状態になります。別のプロファイルのキ

ャビネットと組み合わせて新たなスタックを作成することも可能です。このセクションにはキャビネットをコントロール

する 3 つのパラメーター があります： 
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♦ ハイ・シフト、ロー・シフト 

「High Shift」「Low Shift」パラメーターで、キャビネット・プロファイルのフォルマントを調整します。感覚的にはキャ

ビネットのサイズを変化させるイメージです。「High Shift」で高音域のフォルマントを強調し、「Low Shift」では低音域

の調整を行います。 

♦ キャラクター 

このパラメーターでキャビネットの全体的なキャラクターを調整します。ノブをセンターから右側へ回すとキャビネット

の周波数特性のピークやノッチがより険しくなり、そのキャビネットの特徴がより強調されます。回し過ぎると音のヌケ

が良すぎて浮いたサウンドになってしまうこともありま す。逆にセンターから左側へ回していくと周波数特性のピークや

ノッチが穏やかなものとなり、よりフラットな特性に向かいます。左いっぱいに回した状態では、アナログのキャビネッ

ト・シミュレーターを通したようなサウンドになります(そのようなシミュレーターの周波数特性は非常にシンプル で特徴

の少ないものが多く見られます)。 
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ストンプ、エフェクツ 

ストンプ・セクションには A〜D の 4 つのストンプ・モジュールが、アンプ・スタックの前段に配置されています。各モ

ジュールで様々な内蔵エフェクトが使用できます。 

ストンプ・セクションはすべてモノラルです。これは、アンプの入力がモノラルだからです。エフェクト・セクションに

ある X、MOD ストンプはステレオ仕様になっています。 

ストンプ・セクションの各モジュールはエフェクトのタイプにより次のような 8 種類の色分けがされており、視覚的に確

認しやすくなっています： 

 

ワウ オレンジ 

ディストーション/ シェイパー/ ブースター 赤 

EQ 黄 

コンプレッサー/ ノイズ・ゲート シアン 

コーラス 青 

フェイザー/ フランジャー 紫 

ピッチ・シフター 白 
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エフェクト・ループ 白 

ディレイ/ リバーブ 緑 

 

 

A〜D ボタンの何れかを長押しするとエディット・モードに入り、ストンプがオンの場合は、ディスプレイの色が選択中の

エフェクトに対応した色になります。エディットはディスプレイに表示されるパラメータの下のソフト・ノブで行いま

す。 

エフェクトの選択方法は 2 つあります：1) BROWSE ノブを回してエフェクト・プリセットを選択するか、2) TYPE ノブ

を回してエフェクト・アルゴリズムを切り替えるかの何れかです。 

エフェクトのパラメーターには、異なるエフェクト間で共通してのものもあります。例えば「Mix」「Volume」「Rate」

などがそれです。これらのパラメーターは、TYPE ノブでエフェクト・アルゴリズムを切り替えても、その設定値がそのま

ま維持されますので、パラメーターの設定を変えずに別のエフェクトを試してみたい場合に便利です。例えばフランジャ

ーの「Rate」「Depth」が理想的に設定できたとします。この時 TYPE ノブを回して、パラメーター構成の似ているフェ

イザーを選択すると、フランジャーと同じ設定のフェイザーのサウンドをチェックすることができるのです。このよう

に、ほとんどのエフェクト間で共用できるパラメーターには、次のようなものがあります： 

♦ ミックス 

「Mix」は原音に対するエフェクト成分の割合をコントロールするパラメーターです。100%でエフェクトの強さが最大に

なります。ワウやコンプレッサーなどエフェクト音のみを出力するエフェクトでは 100%にするのが通例です。その他のエ

フェクト、例えばフランジャーやフェイザーといったモジュレーション・エフェクトのように、常に原音がミックスされ

るものもあります。 

「Mix」を 0%にするとエフェクトがかかっていないサウンドになります。このパラメーターは、エフェクトごとに全体音

量が均一になるように設計されていますので、「Mix」が 50%の状態でもエフェクトによって全体音量が 上下するような

ことはありません。なお Air Chorus などミックスを必要としない一部のエフェクトには、このパラメーターはありませ

ん。 



ストンプ、エフェクツ 58 

 

♦ ボリューム 

「Volume」は、次のステージへ信号を送る際のゲインを調節するパラメーターです。可変幅 ±24dB の範囲でブーストした

り押さえ込んだりすることができますので、このパラメーターでブーストすることで、別のリグに切り替えることなくソ

ロ用の音色にするといった便利な使い方も可能です。このストンプをオンにすることで、エフェクトをかけると同時にブ

ーストさせることができるのです。 

♦ ステレオ 

「Stereo」パラメーターは、エフェクツ・セクションの X、MOD モジュールでのみ使用でき、エフェクトのステレオ感を

コントロールします。モジュレーション系のエフェクトでこのパラメーターを使用すると、左右の位相が LFO によって変

調されます。その他のパラメーター、例えばフィルターでは、フィルターの周波数が動く方向を左右で逆にすることがで

きるので、ワウをエフェクツ・セクションにアサインすると、ステレオ・ワウを作り出すことも可能です。 

ほとんどのエフェクトでは、このパラメーターをステレオ感が最も発揮できる+50% (または+90°) にしておくことをお勧

めします。ノブのセンターがゼロ・ポジションで、この状態で完全なモノラルになります。また、ノブをマイナス方向へ

回すと再びステレオ感が出てきますが、左右が入れ替わった状態になります。もちろん、極度にステレオ感を強調した極

端なセッティングにすることもできます。 

♦ ダッキング 

「Ducking」の設定により、演奏の強さによってエフェクトを強めたり弱めたり(ダック) することが可能です。「ダッキン

グ・ディレイ」という特別なディレイをご存知でしょう。プロファイラーでは、ディレイ以外の様々なエフェクトでも

「Ducking」機能を同時または個別に使用することができます。 

「Ducking」パラメータは、演奏の強弱に反応するスレッショルド・レベルです。値はバイ・ポーラで、デフォルト値であ

るセンターでは動作しない状態です。右に回すと典型的なダッキング、即ち強く演奏するとエフェクトが弱まり、ソフト

に演奏するほどエフェクトが強くなります。「Ducking」がうまく設定できれば、演奏のダイナミクスで効果的にエフェク

トをコントロールすることができます。 

「Ducking」パラメータをセンターより左にすると逆の動作になります。つまり強く弾くほど、エフェクトがよりはっきり

とかかります。 
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あるエフェクトの「Ducking」をポジティブ、センターより右にセットし、別のエフェクトはその逆に設定すると、演奏の

強さに応じてエフェクトを入れ替えるような動作をさせることも可能です。 

「Ducking」の設定、即ちスレッショルドは、あなたのギターのレベルに自然に反応します。従ってインプット・セクショ

ンの「Clean Sens」の設定の影響を受けます。 

ワウ (オレンジ) 

様々なタイプのワウ・エフェクトを内蔵されており、全てワウ・ペダルでコントロールできます。または「Pedal Mode」

を「Touch」にすることにより、ピッキングの強さでコントロールすることも可能です。 

 

Wah Wah クラシックなワウです。「Peak」パラメーターのエディットにより異なるキャラクターのワウを作り出

すことができます。フォーカス中に BROWSE ノブを回すと、なじみのあるワウを再現するプリセットが

選択できます。 

Wah Low 

Pass 

Access Virus シンセサイザーの 4 ポール(-24dB)ローパス・フィルターを使用したワウ・エフェクトで

す。「Peak」パラメーターでフィルターのレゾナンスを強調することができます。 

Wah High 

Pass 

Wah Low Pass と同タイプですが、ペダルを上げるとハイパス・フィルターによりローエンドがカットさ

れます。 

Wah Vowel 人声の母音をシミュレートしたトークボックスのようなエフェクトです。一般的な母音フィルターを拡

張し、欧州言語に見られるウムラウトにも対応しました。母音タイプは U/ O/ Â/ A/ Ä/ E/ I/ IÜ/ Ü/ Ö/ OE/ 

O/ U です。母音の選択は「Manual」「Range」パラメーターで行います。 

Wah Phaser ワウ・ペダルでコントロール可能なフェイザーです。フェイザー自体の詳細は後述します。一般的なワ

ウのパラメータに加え、「Stages」「Peak Spread」という 2 つのパラメーターが追加されています。 
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Wah Flanger フィードバックの効いたディレイを利用したスペシャル版フランジャーです。ピッチ感のある強烈なレ

ゾナンスによる響きが特徴的です。「Manual」パラメーターまたはペダルでディレイ・タイム あるいは

ピッチ感をコントロールします。「Peak」パラメーターではレゾナンスの効きの深さを調節します。 

Wah Rate 

Reducer 

通過する信号のサンプリング・レートを下げ、ザラザラした耳障りな音にしてしまうエフェクトです。

「Manual」パラメータでサンプリング・レートをコントロールします。「Peak」によりサンプリング・

レート改ざんのクオリティが連続的に変化し、倍音構成がドラスチックに変わります。 

Wah Ring 

Modulator 

通過信号がサイン波により変調されます。変調波であるサイン波は「Manual」パラメータによってピッ

チがコントロールできます。「Manual」はバイ・ポーラなので「0」では変調は起こらず、「0」より低

く設定するとトレモロ効果のようになり、高く設定すると倍音構成が大きくねじれ、鐘のような金属的

なサウンドになります。和周波が上昇し、差周波成分が下降するからです。 

「Stereo」パラメータにより、和周波と差周波が左右のチェンネルに振り分けられます。このとき、バ

イ・ポーラである「Manual」パラメータの設定によって左右の振り分けが逆転します。他のエフェクト

同様「Mix」パラメータによりダイレクト音を加えることができます。「Mix」をセンターの位置にする

と、リング・モジュレーションが振幅のモジュレーションに変わります。 
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Wah 

Frequency 

Shifter 

フリケンシー・シフターは、デジタルの世界でも珍しいエフェクトですが、「豪華版」のリング・モジ

ュレータと考えると判りやすいでしょう。 

このエフェクトは、高域でガランガランと鳴り響くような金属的な音を作り出し、調和を微妙に且つ美

しく狂わせる効果を発揮します。リング・モジュレータと同様にサイン波で楽器の信号を変調します

が、和周波と差周波の２つの信号のみを作り出します。倍音成分に依存するピッチ・シフターとは対照

的に、フリケンシー・シフターはそのような依存関係を崩し、鐘のような金属的な響きを作ります。チ

ューニングの合っていない短波ラジオに近い音です。 

「Manual」により、変調波であるサイン波のピッチが変えられます。「Manual」はバイ・ポーラ・パラ

メータなので、「0」の位置では音の変化が起こりません。 

「Manual」を時計回りに回すと、周波数が直線的に上昇し、逆に回すと下降し、いずれの場合も倍音の

調和が劇的に崩れます。 

「Manual」を左へ大きく回すと、下降していたピッチが再び上がり始めます。これは０Hz を境に反転す

るためです。 

「Stereo」パラメータにより、左右の位相が連続的に変化し、ステレオ感の広がりが劇的に変化します。 

Wah 

Formant 

Shifter 

ワウ・フォルマント・シフターは通過音の倍音構成を変化させ、音のキャラクターを変えてしまいます

が、フリケンシー・シフターとは対照的に倍音の調和と基音を維持しますので、単音でメロディを演奏

することが可能です。「Manual」を左右に回すことで音のキャラクターが変化します。センターの位置

では変化は現れません。フォルマント・シフターは単音でのみ使用可能です。和音を演奏した場合は、

望ましい結果を得られません。 

ワウ・フォルマント・シフターは、ピッチ・シフターをベースにしたエフェクトですので、「Pitch 

Shift」パワメータを持ち、基音を上下にシフトすることが可能です。ピッチを最も下げた状態、または

ディレイ・タイムを最大にすると、E メジャー・コードに共鳴します。 
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ワウのパラメーター 

♦ マニュアル 

「Manual」はワウの基本となるパラメーターで、ペダルを戻したときのフィルターの状態を設定します。ペダル・モード

がオフの場合は、このパラメーターでフィルターのバリュー、つまりペダルの位置を固定的に設定することができます。 

♦ ピーク 

「Peak」はワウの効き具合をコントロールします。対象となるパラメータはエフェクトのタイプにより異なります。

「Wah Wah」などのフィルター・エフェクトでは、Q またはレゾナンスをコントロールしています。その他のエフェクト

ではフィードバックをコントロールしており、聴感上はレゾナンスや Q とよく似た変化が起こります。 

♦ ペダル・レンジ 

「Pedal Range」は、ペダルを最も踏み込んだ時に、「Manual」で設定した値からどれだけ変化するかを設定します。マ

イナス値に設定すると、フィルターなどの動きが通常とは逆方向に変化します。つまりペダルを踏み込むとフィルターが

閉じていくという動作になります。 

♦ ピーク・レンジ 

ペダルの位置によって「Peak」の設定が変化する幅を設定します。多くのワウ・ペダルは、ペダルの位置によってフィル

ターの Qが変化するように設計されています。この動作の幅を、「Peak Range」パラメーターで設定します。 

♦ ペダル・モード 

ペダルの動きやピッキングに、ワウ・エフェクトがどのように反応するかを選択することができます： 
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Off ペダルやタッチには反応せず、「Manual」の値でエフェクトの強さが固定されます。 

Touch ピッキングの強さでワウをコントロールするときに選択します。 

On ペダルによるコントロールが可能になります。可変幅は「Range」で設定します。 

Bypass @ 

Stop 

ペダルを動かすと、エフェクトがスムーズにオンになり、ペダルを動かずにおくと、エフェクトがフ

ェードアウトし、オフになります。 

Bypass @ 

Heel 

ペダルによるコントロールが可能な状態になりますが、ヒール・ポジションに戻すとエフェクトがス

ムーズにフェードアウトし、オフになります。 

Bypass @ 

Toe 

ペダルによるコントロールが可能な状態になりますが、「Bypass@Heel」とは逆に、トウ・ポジシ

ョンでエフェクトがスムーズにフェードアウトし、オフになります。 

 

 

♦ タッチ 

このモードは、いわゆるタッチ・ワウと同様ピッキングの強弱でワウ・エフェクトをコントロールするモードで、すべて

のワウ・エフェクトで使用できます。ワウ・ペダルと同様に、タッチの強弱でフィルターなどが変化する幅を「Range」

で設定することが可能です。 

「Touch」を選択すると、以下の 3 つのパラメーターが設定可能になります。これらのパラメーターは、右向きの PAGE 

ボタンを押すとアクセスできます: 
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Touch Attack ギターのアタックに対する反応スピードを設定します。 

Touch Release ワウ・エフェクトのピークから、ノーマルな音に戻るスピードの設定です。 

Touch Boost このパラメータにより「Peak Range」が拡張されます。「Peak Range」が低く抑えられてい

ても、「Touch Boost」の値が大きく設定されていれば、強いピッキングによってエフェクトの

強さを頂点まで引き上げることができます。 

 

コンプレッサー (シアン) 

ギター弦は減衰が非常に速いため、クリーン・トーンでは多くの場合コンプレッサーが使われます。ディストーション・

サウンドでは、歪ませること自体の副産物として一定のコンプレッションがかかりますので、その上にコンプレッサーを

使うと、ダイナミクスやタッチをさらに押さえ込んでしまうことになりますが、コンプレッサーで最大レベルに圧縮した

信号を使うことで、アンプを常に一定程度歪ませることが可能になります。常に同じ程度に僅かに歪んだギター・サウン

ドを作るために使われるのがこの方法です。 

クリーン・トーンでのコンプレッサーの効用はサスティンが伸びることです。もう 1 つの典型的な効用は、コンプレッサ

ーのアタック・タイムを調整することでピッキングのアタックを強調できる点ですが、プロファイラーの AMPLIFIER モジ

ュールにある「Pick」パラメーターは、ピッキングのアタックのエネルギーをコントロールすることに最適化されてい

て、一般的なコンプレッサーよりも効果的です。 

ストンプ・セクションのコンプレッサーはビンテージ・コンプレッサーを忠実に再現したものですが、「Squash」という

新しいパラメーターも追加して、より多様に使えるようにしました。 

プロファイラーのコンプレッサーのボリュームは、リグ・ボリュームに対してユニティになるよう自動的に調整されます

ので、コンプレッサーをオンにしたときのレベルを再調整する必要はありません。 
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♦ インテンシティ 

「Intensity」はコンプレッション量をコントロールするパラメーターです。0 の状態ではコンプレッションがかかりませ

ん。0 からセンター・ポジションまでの間は穏やかな効きで、強すぎるアタック音を抑える程度の働きです。「Intensity」

をさらに上げていくと、サスティン部分が徐々にブーストさ れていくのが聴き取れます。 

♦ アタック 

「Attack」は、入力信号に対するコンプレッサーの反応速度を調整するパラメーターです。値が高い場合は圧縮がかかるま

での時間が長くなり、徐々にかかり始めますので、アタック部分はほぼそのままの信号になり、結果としてピッキングの

アタックが強調されたサウンドになります。 

♦ スクワッシュ 

「Squash」は、コンプレッサーの効果をさらにダイナミックにするパラメーターです。センター・ポジションでは通常の

コンプレッサーそのままの動作ですが、センターから 0 に向かってノブを回すと、ディケイの最初の部分が強調され、圧

縮感が弱まったサウンドになります。逆にセンターから右へ回すと、ディケイの最初の段階が強く押し潰され、ボリュー

ムも下がります。ディケイが進むと押しつぶされた状態から戻り始め、ピッキング時よりも少しブーストされたレベルま

で盛り返します。いかにもコンプレッサーが効いているというサウンドになるのがおわかりでしょう。 

「Squash」パラメーターはコンプレッション・レシオには一切手を加えません。ビンテージ・コンプのコンプレッショ

ン・レシオは、無限大(∞)のものがほとんどです。 

ノイズ・ゲート・ストンプ (シアン) 

インプット・セクションのノイズ・ゲート (ベーシック・マニュアル参照) の他に、主にハイ・ゲイン・サウンドを好むギ

タリスト向けに、ストンプ・エフェクトのノイズ・ゲートが 2 種類加わりました。 

インプット・セクションのノイズ・ゲートはギターのダイナミクスをそのまま保てるように設計されているのに対し、ス

トンプのノイズ・ゲートは、従来の、いわば逆エキスパンダーと言えるタイプのノイズゲートです。信号がスレッショル
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ド・レベルを下回ると自動的に押さえ込みます。手のひらでミュートされたリフの芯とソリッドさを保ちつつ、ぼやけた

部分を削ぎ落としてくれるので、メタル・リフをよりタイトに演奏するためによく使われます。異なるレシオ設定を持つ 2

つのノイズ・ゲートを用意しました。 

ノイズ・ゲート 2:1 

このノイズ・ゲートは、レシオ= 2:1 の緩やかなエキスパンダーとも言えます。入力信号がスレッショルド・レベルを下回

ると 2:1 の比でレバルが抑えられます。スレッショルドを下回る信号が、全て 2dB 減衰するということです。 

ノイズ・ゲート 4:1 

このノイズ・ゲートは、レシオ= 4:1 の緩やかなエキスパンダーとも言えます。入力信号がスレッショルド・レベルを下回

ると 4:1 の比でレバルが抑えられます。スレッショルドを下回る信号が、全て 4dB 減衰するということです。 

インプット・セクションのノイズ・ゲート同様に、アタックやリリースのコントロールはありません。音質に影響を与え

ない範囲で最速の設定になるよう設計しました。アタック・タイムは 0.05ms (50 マイクロ秒、あるいは 12 万分の 1 秒）

で、リリースは 50ms です。インプット・セクションのノイズ・ゲートとはキャラクターが異なりますので、併用するこ

とはもちろん可能です。 

ディストーション (赤) 

プロファイラーは、ビンテージのディストーション・ペダルを忠実にモデリングした様々なディストーション・ストンプ

を内蔵しています。どれもがその独特のサウンドゆえに、様々なギター・ヒーローたちに愛用されてきたものばかりで

す。これらのクラシックな名機たちのディストーション・ カーブやサウンドの特性、さらにオリジナルなトーン・コント

ロールなどを極めて注意深く再現しました。 
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♦ ドライブ 

「Drive」パラメーターは、ディストーション段に送る信号のゲインをコントロールします。ゲインが高くなるにつれ、歪

みが深くなっていきます。 

♦ トーン 

様々なディストーション・ペダルの名機に搭載されたトーン・コントロールを再現しています。 

 

名前 内容 コントロール 参照されたペダル 

Green 

Scream 

まさに真空管が「叫び出す」ような、

非常にユニークでスモーキーなオーバ

ードライブ・サウンドで す。ダイナミ

クスのヘッドルームを残した、やや穏

やかな歪みに最適です。 

「Tone」：ローパス・フィルター

で、ソフトなトーンにできます。 

Ibanez Tube 

Screamer TS-808*, 

Overdrive OD-808* 

Plus DS よく歪むディストーションです。 オリジナル同様トーン・コントロー

ルはありません。 

MXR Distortion+* 

One DS グランジ系のギタリストに人気のオレ

ンジ色のディストーションがモデルで

す。少しザラザラした歪みです。 

ローパスとハイパス・フィルターを

同時によるバイポーラの「Tone」に

より、ウォームなトーンから高域が

耳に痛いほどのサウンドまで、幅広

いコントロールが可能です。 

Boss DS-1* 

Muffin ファズっぽいキャラクターの、あの大

型のディストーションがモデルです。 

One DS と同様、2つのフィルターを

使ったトーン・コントロールです。

低めの設定ではローパス・フィルタ

Electro Harmonix 

BigMuff* 
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ーによる柔らかなサウンド、高めで

はブライトなサウンドになります。 

Mouse DS クリアでパワフルなデョストーショ

ン。ミックスで埋もれないリード・ト

ーンに最適です。 

「Tone」：ローパス・フィルター

で、ソフトなトーンにできます。 

ProCo Rat* 

Fuzz DS 定番のファズがモデルです。 ストレートなファズ・サウンドを活

かすべく、トーン・コンロトールは

ありません。 

Dunlop Fuzz Face* 

Metal DS メタル・ギタリスト御用達のシャープ

なハイゲイン・ディストーション。 

3 バンド EQ で多彩な音作りが可能。 Boss Metal Zone* 

 

 

* 全ての製品名やメーカー名は、各社の登録商標です。ケンパー社 (Kemper GmbH) はこれらに関連するものではありませ

ん。それらの商標は、その歴史の参照や、ケンパー社の開発過程においてインスパイアされた音について説明する目的の

みに使用されています。 
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ブースター (赤) 

 

Treble Booster トレブル・ブースターは、歪ませる回路を持たない代わりに、ギター の高音域を強調する

ことでディストーション・サウンドをより明瞭度のあるものにする効果があります。本来

は歪ませることが意識されていなかったビンテージ・アンプとの組み合わせで効果を発揮

します。「Tone」パラメーターで音色のコントロールが行えます。 

トレブル・ブースターを試す前に、AMPLIFIER メニューの「Definition」を試しましょ

う。「Definition」も歪み方を変化させますが、プロファイルに直接働き、必要以上にアン

プの周波数特性を変化させずに、歪みのキャラクターをモディファイすることが可能で

す。 

Lead Booster リード・ブースターは中心周波数可変式のピーク・フィルターで、特定の帯域を強調する

ことができます。「Tone」で音質を調整します。トレブル・ブースターを同時に使用する

と、トレブ ル・ブースターの効果を中和することになります。 

Pure Booster ピュア・ブースターは「Volume」のみを備え、ただ音量を上げ下げするだけで、色付けは

一切行いません。歪み系のエフェクトやアンプ・セクションの前に配置するとゲイン・コ

ンロトールになり、スタック・セクションの後ろに置くと、音色を変えること無く音量を

上げ下げすることが可能です。 

Wah Pedal Booster ワウ・ペダル・ブースターは、ボリューム・ペダルの代わりにワウ・ペダルを使って音量

をコントロールすることを可能にします。パラメータは「Volume Pedal」と全く同じで

す。 
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シェイパー (赤) 

タイプ カーブ 

Linear 

 

Recti Shaper 

最も典型的な「Recti Shaper」のカーブです。 

 

Regular distortion 

一般的なディストーションと同じカーブです。 

 

Soft Shaper 

最も典型的な「Soft Shaper」のカーブです。 

 

Hard Shaper 

最も典型的な「Hard Shaper」のカーブです。 

 

Wave Shaper 

最も典型的な「Wave Shaper」のカーブです。 
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ビット・シェイパー 

「Bit Shaper」は、信号のビット解像度を連続可変するようなエフェクトです。「Drive」の値を高くするほどビットが粗

くなります。絞り出すようなディストーション・サウンドと言う表現が当てはまります。極端な設定にすると、音そのも

のが崩れてゆきます。 

「Peak」は階段状の波形の形をコントロールします。特に高域に強く変化が現れます。 

レクチ・シェイパー 

「Recti Shaper」は整流回路を基にしたエフェクトで、入力信号の波形のネガティブ側をポジティブ側に押し上げることで

音を歪ませます。実は新しく発明されたものではなく、ジミ・ヘンドリクスが「パープル・ヘイズ」などで使用したペダ

ル：オクタビア*がこれに該当します。ギター・サウンドに適用すると、コードの響きを全く違うものにしてし、不思議な

歪みを生み出します。単音ではオクターブ上の倍音が強調されたようなサウンドになります。 

オリジナルのオクタビア*は、整流回路と歪み回路が組み合わされたものですが、プロファイラーの「Recti Shaper」は、

透明な整流回路部分による効果のみを再現し、それ以外の色づけは行いません。ストンプ・セクションで使用すると、併

用される歪み系エフェクトやアンプ・セクションによる歪みのキャラクターはそのままに、あのサウンドを得ることがで

きます。オリジナルと同様に、ネック・ピックアップでギターのトーンを絞り、7 フレットよりも高いポジションで演奏す

ると、より効果的です。 

* 全ての製品名やメーカー名は、各社の登録商標です。ケンパー社 (Kemper GmbH) はこれらに関連するものではありませ

ん。それらの商標は、その歴史の参照や、ケンパー社の開発過程においてインスパイアされた音について説明する目的の

みに使用されています。 
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コーラス (青) 

ビンテージ・コーラス 

「Vintage Chorus」は、現代のサンプリング技術の先祖とも言える BBD 遅延素子による、1970 年代のコーラス回路をシ

ミュレートしたものです。 あのコーラス・アンサンブル*を再現するだけでなく、同じような技術を使った当時の多くのコ

ーラス・エフェクトのサウンドもカバーしています。 

「Vintage Chorus」をオンにすると、全体的に柔らかい音になる印象を持たれるかも知れませんが、これは BBD 遅延素子

のサンプリング・ レートの低さによるもので、このソフトなエフェクト音が原音とミックスされることで全体の中低域が

ややブーストされ、あのウォームなコーラス・サウンドになるのです。「Vintage Chorus」をストンプ・セクション、つ

まりアンプの前に配置すると、当時のあの有名なモノラル・エフェクトになります。一方エフェクト・セクションで使用

すると、モジュレーション感の少ない濃密なステレオ・コーラスになります。これはステレオの左右でそれぞれ独立した

コーラス回路が動作し、互いに逆相のモジュレーションをかけるためです。もちろんエフェクト・セクションでも、

「Stereo」パラメーターをセンター・ポジションにすることで、オリジナル同様のモノラル・コーラス・サウンドが得ら

れます。 

✓ アナログ・コーラスのオリジナルをお持ちの方は、プロファイラーの「Vintage Chorus」にはボリューム・ブースト・ス

イッチが無いことにお気づきになる でしょう。私たちは、オリジナルにある機能でも、ボリューム・レベルに影響するも

のはそのまま搭載しないというポリシーを持ち、それに基づいてこの機能を搭載しませんでした。ボリューム・ブースト

はこのコーラスの特徴の 1 つではありますが、その機能のためにこのエフェクトを選ぶというよりも、このコーラスのキ

ャラクター自体をより手軽にベストな状態で使ってもらい易くしたかったのです。ブースト効果が必要な場合は、

「Volume」パラメーターがいつでもその代わりを務めます。 

* 全ての製品名やメーカー名は、各社の登録商標です。ケンパー社 (Kemper GmbH) はこれらに関連するものではありませ

ん。それらの商標は、その歴史の参照や、ケンパー社の開発過程においてインスパイアされた音について説明する目的の

みに使用されています。 

♦ レイト 

モジュレーションの周期を「Rate」パラメータで調節します。 
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♦ デプス 

モジュレーションの深さを「Depth」パラメータで調節します。 

✓ Tip：オリジナルのコーラス・アンサンブル* のサウンドは、「Depth」をセンター・ポジションにしたまま、「Rate」で欲

しいサウンドを捜して下さい。オリジナルにはデプス・コントロールがありませんでした。 

* 全ての製品名やメーカー名は、各社の登録商標です。ケンパー社 (Kemper GmbH) はこれらに関連するものではありませ

ん。それらの商標は、その歴史の参照や、ケンパー社の開発過程においてインスパイアされた音について説明する目的の

みに使用されています。 

♦ クロスオーバー 

各コーラス・アルゴリズムには、「Crossover」というパラメーターがあります。値を上げていくと、モジュレーションが

かかる帯域が上がり、低音域にはコーラスがかからなくなります。これによりボトムエンドがボヤけたサウンド になるの

を防ぐことができます。このようなパラメーターはベース用コーラスなどでよく見かけますが、実はギターにも効果があ

るのです。 

ハイパー・コーラス 

「Hyper Chorus」は、これまでに製造されたコーラスの中で最も複雑なコーラスの 1 つと言えるでしょう。最大 3 系統の

ディレイラインを左右それぞれに使用し、最大 6ボイスのコーラスが得られます。その複雑さにも関わらずコントロール

は非常にシンプルで、「Depth」パラメーターがあるだ けですが、非常に分厚くウォームなサウンドが特徴的です。 

♦ デプス 

「Depth」パラメーターを調節することによりコーラスのデチューン量や音の分厚さをコントロールします。その他の要素

は完璧に調整され、常に最大限に濃密なコーラス効果が得られるようになっていますので調節する必要がありません。非

常に薄くかけても、一般的なコーラスにありがちなコム・フィルターのような感触はありません。デプスを 0 にすると、

たとえ「Mix」パラメーターがフルに上がっていてもコーラス効果はなくなります。 
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♦ アマウント 

音が分厚すぎて暑苦しく感じる場合には、「Amount」でディレイラインの量を減らして、コー ラスを薄くすることができ

ます。左右それぞれのディレイラインを 1〜3 系統の間で自由に調節できます。ということは 1.5 系統に することもできる

のです。この場合 1 系統はフル・ボリュームで、もう 1 系統は半分のボリュームになります。 

♦ クロスオーバー 

「Crossover」パラメーターの値を上げていくと、低音成分にモジュレーションがかからなくなり、スッキリとしたコーラ

ス・サウンドになります。 

エア・コーラス 

「Air Chorus」は、オーディオ信号段階ではエフェクト音と原音をミックスしない特殊なコーラスで、非常に穏やかな効き

が特徴的です。左右のオーディオ信号に個別のモジュレーションをかけてピッチを揺らし、左右のスピーカーでそれぞれ

を再生します。別々の揺らぎを持つ左右の音が空間で合成されることでコーラス効果が現れます。「Air Chorus」の名前は

そこから付けられました。あの有名なジャズ・コーラス* アンプで採用している方式です。 

* 全ての製品名やメーカー名は、各社の登録商標です。ケンパー社 (Kemper GmbH) はこれらに関連するものではありませ

ん。それらの商標は、その歴史の参照や、ケンパー社の開発過程においてインスパイアされた音について説明する目的の

みに使用されています。 

♦ デプス 

ハイパー・コーラスと同様、「Depth」パラメーターが音作りで必要となる唯一のコントロールで、付随する要素は最適に

自動設定されます。値を高くすると、穏やかですがコーラスだと分かりやすいサウンドになります。低くすると、揺らぎ

を感じさせずにステレオ空間を広げることができます。 
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♦ クロスオーバー 

「Crossover」を上げていくと、低音域から中音域にかけは、揺らぎの無いモノラルになり、高音域はコーラス効果による

ステレオ感で、空間を漂っているかのようなサウンドになります。 

マイクロ・ピッチ 

「Micro Pitch」は、ピッチ・シフターの応用によりデチューン効果を得るエフェクトです。LFO によるモジュレーション

を伴わないため、クラシックなコーラスよりもマイルドな効果が得られます。 

♦ デチューン 

「Detune」で左右のオーディオ信号のピッチの差をコントロールします。 

♦ ミックス 

デチューンされた音のブレンド量は「Mix」で設定します。センター・ポジションで最も厚いサウンドになり、左いっぱい

に回すと、左右からデチューンされた音のみが出力され、「Air Chorus」に似た特殊な効果が得られます。 

ビブラート 

「Vibrato」は、入力音のピッチをサイン波でモジュレーションするエフェクトです。 

♦ レート 

モジュレーションのスピードは「Rate」でコントロールします。 
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♦ デプス 

「Depth」はモジュレーションの深さを設定するパラメータです。 

♦ クロスオーバー 

「Crossover」の値を上げると、低音域にはビブラートがかからなくなります。ハモンド™・オルガンに内蔵されているス

キャナー・ビブ ラートとよく似たサウンドになります。 

ロータリー・スピーカー 

「Rotary Speaker」は、ハモンド* オルガンとのコンビネーションで有名な、あの伝説的なレスリー* スピーカーのサウン

ドを忠実に再現したエフェクトです。実際のレズリー* スピーカーは、低音域用ドラムと高音域用ホーンがキャビネット内

で物理的に回転し、しかもそれらは同期せず、それぞれが独自のスピードで回転することによって発生する複雑なドップ

ラー効果による独特なサウンドを引き出していました。まるでビブラートやトレモロ、そしてコーラスが渾然一体となっ

たようなリッチなサウンドです。 

「Rotary Speaker」自体は、入力音そのものには色付けせず、プロファイラーのキャビネット・プロファイルを利用しま

す。「Rotary Speaker」オンにし、好きなキャビネット・プロファイルを組み合わせることにより、そのキャビネットの

キャラクターを活かし、それをロータリー・スピーカーのキャビネットにすることができるのです。 

もしもスタジオに実際のロータリー・スピーカーがあり、ライン信号やギター信号を入力できるようであれば、そのロー

タリー・スピーカーをプロファイリングすることも可能です。その方法や手順についてはプロファイリング・ガイドを参

照して下さい。またプロファイラーには、Leslie 147*を Shure SM 57*でキャプチャーした「CK Rotary Speaker」という

リグがストアされています。 

* 全ての製品名やメーカー名は、各社の登録商標です。ケンパー社 (Kemper GmbH) はこれらに関連するものではありませ

ん。それらの商標は、その歴史の参照や、ケンパー社の開発過程においてインスパイアされた音について説明する目的の

みに使用されています。 
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♦ スピード 

「Rotary Speed」により、ロータリーの回転をスロー/ ファストの 2 段階で切り替えます。切り替えると即座にスピードが

変わるのではなく、オリジナルと同様スローまたはファストへ徐々に切り替わります。 

♦ ステレオ 

「Stereo」パラメーターで、2 本のバーチャル・マイクのスピーカーに対する角度を調節します。モノラルにする場合は、

角度を 0 ° (センター・ポ ジション) にします。マイナス値にすると、ロータリーの回転する方向が逆になります。ライフ

・゙ステージやスタジオ録音での一般的なロータリー・スピー カーのマイキングと同様、2 本のマイクで収音されているの

は高音域のトレブル・ホーンのみで、低音域のベース・ローターはマイク 1 本です。 

♦ ロー/ ハイ・バランス 

「High-Low Bal.」は、トレブル・ホーンとベース・ローターの音量バランスを取るパラメーターです。設定値が低い場合

は、低音域を利かせたダークなトーンに、設定値を高くするとブライトで繊細なトーンになります。センター・ポジショ

ンで、最もレスリー* らしいバランスになります。 

* 全ての製品名やメーカー名は、各社の登録商標です。ケンパー社 (Kemper GmbH) はこれらに関連するものではありませ

ん。それらの商標は、その歴史の参照や、ケンパー社の開発過程においてインスパイアされた音について説明する目的の

みに使用されています。 

♦ ディスタンス 

「Distance」は、バーチャル・マイクのキャビネットからの距離を 4cm〜50cm の範囲で調節できるパラメーターです。マ

イクをキャビネットに近づけるとトレモロ感の強いサウンドになり、最も遠いセッティングにするとトレモロ感がないサ

ウンドになります。 
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♦ ミックス 

「Mix」パラメーターで、原音とロータリー・スピーカーの出力、即ちダイレクト音とエフェクト音のバランスをコントロ

ールします。一般的には 100% (エフェクト音のみ) にしますが、もちろんそれ以外のセッティングによるサウンドも魅力

的です。 

トレモロ/ オートパン 

「Tremolo」エフェクトは、一定の周期で信号のレベルを変調します。 

♦ レート 

「Rate」でトレモロのスピードをコントロールします。連続的に可変できますが、リグのテンポが有効の時はそれに同期

します。リグのテンポはノブまたは TAP ボタンで設定できます。リグの「Tempo」が有効になると、「Rate」の値は音価

で表示されます。「テンポ」の章もご参照下さい。 

♦ デプス 

「Depth」パラメータで、トレモロの深さを設定します。 

♦ クロスオーバー 

「Crossover」の設定により、低音域にはトレモロがかからないように設定することができます。 

 

「Tremolo」エフェクトを、シグナル・フローがステレオのエフェクツ・セクションに配置すると、ステレオ空間を演出す

る「オートパン」になります。その場合「Stereo」パラメータがエフェクト音のキャラクターや効果の強さをコントロー

ルします。「Stereo」の設定により、左右のモジュレーションの位相が変化します。センター・ポジション (値=0) にする

と位相が揃い、モノラルのトレモロになります。 
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フェイザー、フランジャー (紫) 

フェイザー 

このフェイザーは、左右のチャンネルにそれぞれ 12 ステージもの大規模なフィルター・バンクを備えています。 

✓ ワウ・エフェクトのグループには、ワウ・ペダルでコントロール可能なフェイザーもあります。 

♦ レート 

このパラメータでモジュレーションのスピードを調節します。通常は好みの値に設定できますが、リグ・テンポが有効の

ときはそのテンポに同期します。テンポはノブまたは TAP ボタンで自由に設定可能です。またテンポ・モードがオンにな

っている場合は、スピードが音符 (音価) で表示されます。「テンポ」に関するさらに詳しい内容は、このマニュアルの

「テンポ」の章をご残照下さい。 

♦ デプス 

「Depth」の設定を変えると、「Manual」の設定値との組み合わせに応じてモジュレーションの深さ変化します。 

♦ マニュアル 

「Manual」でモジュレーションの中心周波数を設定します。フェイザーがスイープする際の中心となる帯域です。

「Depth」が 0 の場合、「Manual」の設定でうねりの無い、固定的なフェイズ・サウンドが得られます。 

♦ フィードバック 

「Feedback」の設定値を上げると、ピークがより高く、ノッチがより深くなります。 
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♦ ピーク・スプレッド 

「Peak Spread」は、ビンテージ・フェイザーでは見かけないパラメータです。このパラメータをアナログ回路で実現しよ

うとすると、非常に高価なものになってしまうからです。このパラメーターにより、フェイザーによって生まれるピーク

とノッチの幅を、周波数方向に調節することができます。狭めのセッティング (センター・ポジションよりも左) では、非

常に狭い帯域でピークが発生するのが聴き取れます。広いセッティング (センターより右) にすると、サウンド全体を包み

込むようなサウンドになります。 

♦ ステージ 

「Stages」パラメーターでフェイザーのステージ数を選択できます。2〜12 ステージの範囲を、2 ステージ刻みで選択する

ことが可能です。ステージ数が多いほど、より複雑で拡散したサウンドになります。 

♦ ステレオ 

「Stereo」は、モジュレーションの左右への広がりを調節します。極端な設定にすると、左右の定位が大きく変化しま

す。センター・ポジション(0)でモノラルになり、低めの設定にすると穏やかなステレオ効果が得られます。 

バイブ・フェイザー 

「バイブ・フェイザー」は、有名なユニバイブ* にインスパアされたエフェクトです。ユニバイブ* は基本的にはフェイザ

ーですが、暫く上昇し続けた後、急激に下降するという非対称なモジュレーションが特徴ですが、しくみは一般的なフェ

イザーと同じです。「Stages」を 4 に設定したとき、最も実物に近い効果が得られるでしょう。 

* 全ての製品名やメーカー名は、各社の登録商標です。ケンパー社 (Kemper GmbH) はこれらに関連するものではありませ

ん。それらの商標は、その歴史の参照や、ケンパー社の開発過程においてインスパイアされた音について説明する目的の

みに使用されています。 
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フランジャー 

フランジャーはフェイザーとよく似た位置づけのエフェクトで、サウンドも似たところがあります。そのためエフェクト

の色分けはフェイザーと同じ「紫」にグルーピングしました。しかし技術的にはフィルター技術を応用したフェイザーと

は異なり、アナログのフランジャーは BBD 遅延素子を利用した、非常に短いディレイを使用したエフェクトです。 

フランジャーのパラメーター構成はフェイザーと殆ど同じです。「Peak Spread」と「Stages」がフランジャーにはあり

ませんが、それ以外はフェイザーと同じですので、同じパラメータ設定のままフランジャーとフェイザーを切り替えて、

効果の違いを試すと良いでしょう。 

✓ ワウ・エフェクト・グループにも、ワフ・ペダルでコントロールすることができる「ワウ・フランジャー」があります。 

ワンウェイ・フェイザーとワンウェイ・フランジャー 

通常フェイザーやフランジャーのモジュレーションは、上昇と下降を交互に繰り返しますが、「ワンウェイ」フェイザー

とフランジャーは、どちらか一方向への動きを繰り返します。そのため「Rate」はバイ・ポーラーで、動きが無くなるセ

ンター・ポジションを境に、右が上昇で左が下降になります。 

イコライザー・ストンプ (黄) 

このグループには、厳選された高品位イコライザーを集めました。イコライザー・ストンプは、スタック・セクションの

前後どちらにでも配置することができ、それぞれで異なるサウンドを作り出すことができます。 

全てのイコライザーは「Mix」パラメータを持ち、原音とエフェクト音のミックス・バランスをコントロールします。グラ

フィック、スタジオ、メタルの各イコライザーには、「Low Cut」と「High Cut」も用意されています。 
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グラフィック・イコライザー 

「Graphic Equalizer」は、80Hz〜10kHz をカバーする 8 バンド構成のオクターブ・イコライザーです。グラフィック・イ

コライザーは、その判りやすさゆえに非常によく使われる EQ のひとつです。 

各バンドとも±12dB の範囲でブースト/カットが行えます。「Mix」パラメーターで原音とエフェクト音のバランスを調節

できます。 

スタジオ・イコライザー 

「Studio Equalizer」は 4 バンドのパラメトリック・イコライザーで、レコーディング・スタジオのミキシング・コンソー

ルや DAW に装備されているものと同等のクオリティです。バンド構成は、シェルビングのハイとローと、2 バンドのピー

キングの計 4 バンドです。4 バンドとも中心周波数可変式で、ピーキングの Q (バンド幅)の設定も行えます。 

メタル・イコライザー 

「Metal Equalizer」は、3 バンドのハーフ・パラメトリック EQ です。ボスの Metal-Zone* に内蔵されていたイコライザー

にインスパイアされたものです (このペダルをモデリングしたエフェクトも内蔵されています)。 

中音域を大胆に削りとった典型的なメタル・サウンドに最適な EQ なのですが、一般的な EQ としての使用ももちろんで

き、幅広 いジャンルやサウンドにも適しています。 

* 全ての製品名やメーカー名は、各社の登録商標です。ケンパー社 (Kemper GmbH) はこれらに関連するものではありませ

ん。それらの商標は、その歴史の参照や、ケンパー社の開発過程においてインスパイアされた音について説明する目的の

みに使用されています。 
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ステレオ・ワイドナー 

一般的な意味でイコライザーではありませんが、イコラジングの応用してマジカルなサウンドを実現しています。ステレ

オ・チャンネルの片方の特定帯域のみをブーストし、反対側の同じ帯域を抑えることにより、ステレオ効果を引き出しま

す。基本的には同じ周波数帯域をシンメトリカルに処理しますので、左右をミックスしてモノラルにしたとき、エフェク

トが完璧にキャンセルされた原音そのままになります。 

「Intensity」でエフェクトの深さを調節します。数値を高くしていくと徐々に位相のズレたサウンドになっていきますが、

定位はセンターに留まったままになります。 

「Tune」でブースト(反対側はカット)する帯域を調節します。数値を下げると低音域に、上げると高音域にかかります。 

エフェクト・ループ (白) 

リアパネルの DIRECT OUT/ SEND 端子と RETURN 端子を、「エフェクト・ループ」として使用することができます。こ

れらの端子はプロファイリングをする際に使用する端子と同じものです。外部エフェクトをストンプ・セクションの A〜D 

モジュールまたはエフェクツ・セクションの X、MOD モジュールのいずれかにアサイン可能です。但しこのエフェクト・

ループがアサインできるのは、シグナル・フロー上の 1 ヶ所のみで、複数のエフェクト・ ループは設定することはできま

せん。複数箇所に設定した場合は、シグナル・フロー上の最初にあるエフェクト・ループが優先されます。 

ストンプ・モジュールではモノラルのループ (センド/ リターン)のみですが、X、MOD モジュールではステレオ・リターン

も使用することができます。この場合は、ALTERNATIVE インプットが右チャンネルのリターン・インプットとして機能

します。 

「Loop Mono」「Loop Stereo」では、「Mix」を 100%にすることで、プロファイラーからのダイレクト音がリターンにブ

レンドせず、いわゆるシリアル・ループにすることができます。逆にプロファイラーのダイレクト音をブレンドし、いわ

ゆるパラレル・ループに場合は、「Mix」で、ダイレクト音とリターン入力のバランスを調整します。この場合外部エフェ

クトにおいては、ダイレクト音がカットされるか、エフェクト音のみが出力されるという設定にしておく必要がありま

す。 

「Loop Distortion」は、外部ディストーション・ペダルを接続するためのモノラル限定のループです。このループのユニー

クな点は、このループの手前にアサインされたエフェクトのボリュームに応じたレベルの信号が、そのまま DIRECT 

OUT/SEND に出力されることです。つまりエフェクト・センドまでの段階で使用しているエフェクトのボリュームで、外
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部ディストーション・ペダルをドライブできることです。「Loop Mono」の場合は、センドまでのエフェクトによるボリ

ューム・ブーストはリターン以後に適用され、センド・レベ ルには影響しません。そのためループに接続したエフェクト

をオーバードライブすることができません。「Loop Mono」は、ディストーション系以外の外部エフェクトの接続に適し

ています。 

✓ 外部エフェクトを常にシグナル・フローの中に組み込みたい場合は、「エフェクト・ループ」をロックして下さい。 

 

以下の図は、外部機器のループ接続例です。 

 

エフェクト・ペダルの接続例 
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一般的な外部エフェクトの接続例 

ピッチ・シフター (緑) 

ピッチ・シフターは一連のディレイの配列によって成り立っています。最初に入力信号をごく短い時間にスライスし、そ

れらを異なるスピードで再生することでピッチを変えるというしくみです。ディレイの応用であることの宿命とも言えま

すが、必ず若干のレイテンシーが生じます。特に長めにスライスする必要があるコード音のピッチ・シフトにおいて、レ

イテンシーが顕著になります。 

♦ スムース・コード 

ピッチ・シフターのタイプによっては、ソフト・ボタン１で「Smooth Chords」をオンにすることができます。「Smooth 

Chords」をオンにすると、コードの発音がよりスムーズになります。但しオフの場合よりもレイテンシーが大きくなりま
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すので、リズミカルな演奏にはあまり向いていません。この設定は、シングル・ノートの演奏に対しては影響しません。

上下３度のインターバルの補正も影響しません。 

♦ フォルマント・シフト 

ここで説明されているピッチ・シフターの一部には、ある特別な方法でフォルマントを取り扱えるものがあります。さら

にワウ・フォルマント・シフターというエフェクトがワウ・グループの中にあります。 

フォルマント・シフトやフォルマント補正は、DAW やボーカル・エフェクトでおなじみですが、ギター・エフェクトとし

てはなじみが無いでしょう。 

ピッチ・シフターで音程を上げ下げすると、ピッチとともに、音を特徴づけているフォルマントも変化します。レコーダ

ーの再生速度を上げ下げすると、音のキャラクターが変るように、ギターのピッチをシフトすると、音のキャラクターも

変化してしまうのです。人の声がアヒルの鳴き声のようになってしまうのと同じで、ギターの音をオクターブ低くすると

ベースのように聞こえ、高くするとマンドリンようになってしまうのは、ピッチとともにフォルマントも変化しているか

らです。もちろんピッキングの瞬間のアタック音も変わってしまいます。 

フォルマント・シフトやフォルマント補正によって、ピッチ・シフターにつきものである音のキャラクターの変化を矯正

することができます。逆にピッチを変えずに、キャラクターだけを変えるエフェクターにもなるということです。 

しかしながらフォルマント・シフトは単音にのみ有効で、コードを演奏すると、大抵は奇妙な音になってしまいます。 

♦ ピュア・チューニング 

「Pure Tuning」をオンにすると、ピッチシフトされた音のチューニングが、平均律から僅かにデチューンされたものにな

ります。これにりビートの発生が抑えられます。特にピッチ・シフターの後で音を歪ませる場合に有効です。この章の最

後で、さらに詳しく説明します。 

♦ デチューン 

右チャンネルと左チャンネルのピッチの差をコントロールします。 
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♦ ミックス 

ダイレクト音とデチューンされた音のミックス・バランスを調整します。センター・ポジションで最も艶やかな音にな

り、左に回しきるとデチューンされた音のみが左右のチャンネルから出力され、「Air Chorus」と同じような、独特のコー

ラス効果が得られます。 

LFO によるモジュレーション感が無く、且つ豊かなコーラス・サウンドを得たい場合は、「Hyper Chorus」エフェクトを

使い、「Amount」の値を高めに設定することをお勧めします。 

トランスポーズ 

これは、いわばデジタル・カポタストです。演奏したいキーにセットします。-1 や-2 にセットするとドロップ・チューニ

ングになり、-12 でスタンダードなギターがベースになります。 

ペダル・ピッチ 

エクスプレッション・ペダルを使って Whammy* のようなエフェクトを実現します。ケンパー独自の優れたピッチシフト

技術により、非常にハイクオリティなサウンドになっています。ペダルを上げきった位置のピッチ「Heal Pitch」と、最後

まで踏み込んだ位置の「Toe Pitch」でピッチの変化幅を設定します。「Toe Pitch」を極端に低くすれば「ダイブ・ボム」

効果が得られます。「Heal Pitch」をゼロにしておけば、ペダルを上げきったときにオリジナルのピッチで演奏できます。 

「Pedal Pitch」を応用してハーモニーをつければ、高度なギター・ソロを披露できるでしょう。３度から５度に連続的に

変化するようにセットし、「Mix」でダイレクト音をブレンドしてみましょう。 

「Pedal Pitch」自体がオンでも、ピッチが変化していないときにはレイテンシーがありません。従っていちいち「Pedal 

Pitch」をオフにする必要はありません。ペダルを、シフト量 =0 の位置にしておけばよいのです。このときダイレクト音

をミックスしていたとしても、エフェクト音とダイレクト音の間でフェイズ問題が発生する心配もありません。 

「Pedal Pitch」は、プロファイラーに接続したエクスプレッション・ペダルまたは MIDI コンティニュアス・コントローラ

ー・ナンバー４でコントロールできます。さらにはワウ・ペダルとリンクすることも可能です。詳しくはこのマニュアル

の「エクスプレッション・ペダル」の章を参照して下さい。 
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ソフト・ボタンで「Freeze Formant」をオンにすれば、ピッチを変化させても音のキャラクターまで変化してしまうこと

がなくなります。ペダルがどの位置にあっても楽器音のフォルマントは固定になります。ただし Whammy* のような効果

を期待している場合、「Freeze Formant」をオンにするとアグレッシブさが無くなり、やさしい音になると感じるかもし

れません。これは楽器音のキャラクターが固定されたことによるものです。必要に応じて「Freeze Formant」のオン/ オフ

を使い分けてください。 

「Freeze Formant」をオンにすると「Formant Shift」ノブが有効になります。センターから左右に回すとフォルマントが

上下し、楽器音のキャラクターが変化します。ペダルを接続していない場合でも、楽器音のキャラクターを積極的に変化

させて新しい音を作り出すツールとして機能します。「Formant Shift」ノブがセンターの位置にあるときは、楽器自身の

オリジナルのフォルマントで出力されます。 

「Freeze Formant」は単音に対してのみ有効に機能します。コードを弾くと、大抵の場合、奇妙な音になってしまいます

のでご注意ください。 

* 全ての製品名やメーカー名は、各社の登録商標です。ケンパー社 (Kemper GmbH) はこれらに関連するものではありませ

ん。それらの商標は、その歴史の参照や、ケンパー社の開発過程においてインスパイアされた音について説明する目的の

みに使用されています。 

ペダル・ヴィ二ル・ストップ 

「Pedal Vinyl Stop」は、ペダルを使ったピッチ・エフェクトのバリエーションです。「Pedal Pitch」では、ピッチを３オ

クターブ下げてしまう「ダイブ・ボム」という効果を作れますが、「Vinyl Stop」は、まるでアナログ・レコードの回転を

手で止めたようなサウンドを再現します。ペダルを上げるとピッチが０(ゼロ)まで下がってゆき、最後に無音になります。

再びペダルを踏み込むと、ターンテーブルが徐々に元の回転速度に戻ってゆくように音が出始めるのです。このエフェク

トではピッチの変化幅などの設定はできません。と言うより必要ありません。ただペダルを動かしてみてださい。 

クロマチック・ピッチ 

デュアル・ボイスのピッチ・シフターです。 
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♦ ボイス 1/ 2 ピッチ 

「Voice 1/2 Pitch」は、各ボイスのピッチシフト量を半音ステップで設定するパラメータです。「+12」または「-12」でオ

クターバーになります。 

♦ ボイス・ミックス 

「Voice Mix」で２ボイス間の音量バランスを設定します。左右どちらかに振り切ると、一方のボイスのみ出力されます。 

♦ ミックス 

「Mix」で、ダイレクト音とピッチシフト音のバランスを設定します。 

♦ デチューン 

「Micro Pitch」エフェクトの「Detune」と同様に、ダイレクト音とピッチシフト音の間の僅かなピッチのずれによってビ

ートを発生します。２つのボイスが同じピッチで発音されるときに有効です。例えば２ボイスとも+12 に設定して 12 弦ギ

ターのような音を作るとき、「Detune」を使うとよりリッチな音になります。または一方のピッチシフト・ボイスを-12、

もう一方を+12 に設定し、オルガンのような響きを作る場合にもデチューンが効果的です。 

♦ ステレオ 

「Stereo」パラメータは、ダイレクト音と２声のピッチシフト音の間の音像の広がりを、インテリジェントな方法でコン

トロールするパラメータです。 

「Voice Mix」を左右のいずれかに振り切りると、どちらか一方のピッチシフト音のみが出力され、もう一方はミュートさ

れます。この時ダイレクト音は、出力されるピッチシフト音と反対側のチャンネルから出力されます。「Vioce Mix」が中

央にセットされ、２ボイスとも出力される状態の場合は、それぞれのピッチシフト音が左右に別れ、ダイレクト音が中央

に定位します。 
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言い換えると「Stereo」は、「Voice Mix」の設定に応じて各ピッチシフト音を相対する方向に定位させ、それに応じた位

置にダイレクト音を定位させるということです。「Stereo」と「Voice Mix」の組み合わせにより、３つのボイス個別にコ

ントロールして得られるような設定がシンプルに実現できるのです。 

「Stereo」を左右いずれかに振り切ると最も広がりのある空間が作れますが、センターにセットするとエフェクト出力が

モノラルになり、広がりがなくなります。このエフェクトを、シグナル・フローがモノラルであるストンプ・セクション

で使用しているときは、「Stereo」パラメータは機能しません。 

♦ フォルマント・シフト 

ソフト・ボタンで「Formant Shift」をオンにすると「Formant Shift」ソフト・ノブが有効になり、両方のピッチシフト音

のフォルマントがコントロールできるようになります。「Formant Shift」ノブがセンター・ポジションのときは、フォル

マントの変化や補正は起こりません。「Formant Shift」がオフのときは、全て通常のピッチ・シフターと同様に動作しま

す。左に回すとオリジナルのフォルマントに近づきます。即ち高音域に対してはフォルマントが下に動き、低音域に対し

ては上に動くという具合に動作します。極端に左へ回すとさらに補正が強まり、同じ楽器の同じ弦の、違うフレットを押

さえて音程を変えるのと同じような音になります。 

「Formant Shift」ノブを、センター・ポジションよりも右に回すとフォルマントが上に動き、ピッチシフト音が太い音に

なってゆきます。 

「Formant Shift」をオンにすると、エフェクトは単音に対してのみ機能します。コードを演奏すると、大抵の場合奇妙な

音になってしまいます。 

ハーモニック・ピッチ 

ダイレクト音に、2 ボイスのインテリジェントなハーモニー・ボイスを加えられるピッチ・シフターです。ダイレクト音の

音程を検出し、予め選択されたキーとスケールに応じて、2 声分のハーモニー・ボイスを作ります。但し単音の演奏にのみ

有効です。 
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♦ ボイス 1/ 2 インターバル 

「Voice 1/2 Interval」で各ハーモニー・ボイスのダイレクト音に対するインターバルを設定します。メジャーかマイナーか

は、選択されたキーと演奏フレーズから自動判定されます。「User Scale 1/2」を利用すれば、より特別なスケースに沿っ

たハーモニーを、上の音程にでも下の音程にでもつけることができます。ページを進むと「User Scale 1」「User Scale 

2」の順に、自由にスケールを設定できる画面が現れます。 

♦ キー 

ハーモニーをつけるための主音/ キーを設定します。メジャー・キーと、それに相対するマイナー・キーが同時に表示され

ます。それぞれのキーについて、ドリアンやミクソリディアンなどのモードが適用されることに気がつくでしょう。メジ

ャー・キーの表示は、ユーザー・スケールの主音の設定を兼ねています。 

♦ ボイス・ミックス 

2 つのハーモニー・ボイスのバランスを設定します。左右いずれかに回しきると、片方のボイスのみが出力されます。 

♦ ミックス 

「Mix」で、ダイレクト音とピッチシフトされた音のバランスを設定します。 

♦ ステレオ 

「Stereo」パラメータは、ダイレクト音と 2 声のピッチシフト・ボイスの間の音像的な広がりを、インテリジェントにコ

ントロールします。 

「Voice Mix」を左右のいずれかに振り切りると、一方のピッチシフト・ボイスのみが出力され、もう一方はミュートされ

ます。この時ダイレクト音は、出力されるピッチシフト・ボイスと反対側のチャンネルから出力されます。「Vioce Mix」

がセンター・ポジションにセットされている場合は、ピッチシフト音が左右のチャンネルに別れて定位し、ダイレクト音

は中央に定位します。 
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言い換えると「Stereo」は、「Voice Mix」の設定に応じて各ピッチシフト・ボイスを相対する方向に定位させ、それに応

じた位置にダイレクト音の定位させるということです。「Stereo」と「Voice Mix」の組み合わせにより、３つのボイス個

別にコントロールして得られるような設定がシンプルに実現できるのです。 

「Stereo」を左右いずれかに振り切ると、最も広がりのある空間が作れますが、センターにセットするとエフェクト出力

がモノラルになり、広がりがなくなります。このエフェクトを、シグナル・フローがモノラルであるストンプ・セクショ

ンで使用しているときは、「Stereo」パラメータは使用できません。 

♦ フォルマント・シフト 

ソフト・ボタンで「Formant Shift」をオンにすると「Formant Shift」ソフト・ノブが有効になり、両方のピッチシフト音

のフォルマントがコントロールできるようになります。「Formant Shift」ノブがセンター・ポジションのときは、フォル

マントの変化や補正は起こりません。「Formant Shift」がオフのときは、全て通常のピッチ・シフターと同様に動作しま

す。左に回すとオリジナルのフォルマントに近づきます。即ち高音域に対してはフォルマントが下に動き、低音域に対し

ては上に動くという具合に動作します。極端に左へ回すとさらに補正が強まり、同じ楽器の同じ弦の、違うフレットを押

さえて音程を変えるのと同じような音になります。 

「Formant Shift」ノブを、センター・ポジションよりも右に回すとフォルマントが上に動き、ピッチシフト音が太い音に

なってゆきます。 

「Formant Shift」をオンにすると、エフェクトは単音に対してのみ機能します。コードを演奏すると、大抵の場合奇妙な

音になってしまいます。 

♦ ユーザー・スケール 

「Harmonic Pitch」エフェクトには、ハーモニーが準拠するスケールをカスタマイズすることができる「User Scale」が用

意されています。「User Scale」を使えば、ハーモニック・マイナーやブルースからハンガリアン・ジプシー・スケール

まで、あらゆる音楽にフィットするハーモニーをつけることができるのです。「Voice 1/ 2 Interval」で「User Scale 1」ま

たは「User Scale 2」を選択すると、ソフト・ボタン「Edit User Scale1/ 2」が表示され、ボタンを押すとユーザー・スケ

ールの設定画面にジャンプします。(EXIT ボタンでエフェクトの画面に戻ります) 3 ページに渡る画面で、12 半音ステップ

の音階それぞれとハーモニー・ボイスの間のインターバルが設定できます。「Key」で設定した主音が最初のステップにな

りますので、「Key」は必ず設定して下さい。ユーザー・スケールはリグ・データとして。リグごとに 2 つづつ保存できま

すので、膨大な数の異なるスケールが使用できるということになります。同じスケールを多用したい場合は、「Edit 
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Scale」画面で STORE ボタンを押すとユーザー・プリセットとして保存でき、別のリグでも読み込むことが可能です。

「User Scale」のデフォルト設定は、一般的なメジャー／マイナー・ブルース・スケールになっていて、ブルースやロッ

クで広く使えるでしょう。特にブルースでは、メジャーとマイナーを行き来するようなフレースがよく演奏されるので、

あなたのプレイスタイルにフットする方を選んでください。 

「User Scale」のデフォルト設定: “Blues Major/Minor” 

 

Step # 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

Voice 1 -5 -6 -5 -5 -4 -5 -4 -5 -5 -5 -5 -5 

Voice 2 4 3 3 3 3 4 3 4 3 3 4 3 

 

 

♦ ピュア・チューニングについて 

フレットや鍵盤のある楽器は、数世紀にわたって西洋音楽で使用されてきた「平均律」にチューニングされます。平均律

の長所は、どんなキーでも演奏できるということですが、ハーモニーの点では妥協の上に成り立っています。本当はキー

に合わせた純正調の方が、メロディがスムーズに流れ、ハーモニーも美しく響くのです。バイオリンのようにフレットが

無い楽器や人間の声の場合は、全ての音について任意のピッチが出せるので、演奏する音楽に合わせてより美しい流れや

響きになるように演奏できるのです。 

プロファイラーのピッチ・シフターは、これと同じように振る舞います。プロファイラーのピッチ・シフターは、オクタ

ーブ以外の全てのインターバルにおいては、演奏内容に応じて最適に響くようにピッチをコントロールします。特に 3 度

や７度のピッチシフト・ボイスが数セント低くなっているのが判るでしょう。 

以下の操作によって「Pure Tuning」の効果を確認することができます： 

• ディストーション・サウンド（歪んだ音）のリグを選ぶ。 

• ゲインを下げてクリーン・トーンにする。 
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• ストンプ・セクションに「Chromatic Pitch」エフェクトをアサインする。 

• 「Mix」パラメータを左いっぱいに回しきり、「Voice Mix」をセンターにして、2 声のピッチシフト・ボイスが両方とも聞

こえるようにする。 

• 「Voice 1」を+16、「Voice 2」を+19 にセットし、オクターブ上の３度と 5 度の音が出るようにします。 

このような細い音はもともと必要ではありませんね？ 

では、ゲインを上げて歪ませてみましょう。あなたが演奏するオリジナル・ピッチの周辺で深いうねりが聞こえ、けして

良い感じでは無いでしょう。 

ここで「Pure Tuning」をオンにすると安定した基音が聞こえてくるでしょう。コードを弾いた場合でも効果が得られま

す。これまでのピッチ・シフターとは全く違う、もはやピッチ・シフトされた音ではないようなサウンドに聞こえてくる

と思います。例えば他のインターバルに設定してソロを弾いてみても、今までと違う響きを感じてもらえると思います。

是非いろいろなインターバルで試してみてください。 いったい何が起こったのでしょう？ご存知のとおり、オクターブ上

の３度や 5 度の音は、あなたが弾いた音の自然倍音にあたります。特に歪んだ音の場合、これらは基音に溶け込みます。

しかしながら平均律ではこれらの音が僅かにデチューンされているため、理想的には響きません。そのため、特に歪んだ

音で弾くとビートが発生してしまうのです。「Pure Tuning」はこの問題を解決し、ビートによる不要な響きではなく、美

しいハーモニーを生み出します。 

アナログ・オクターバー 

「Analog Octaver」は、１オクターブ下と 2 オクターブ下の２つのボイスを追加するエフェクトです。元々ベースでの使

用を前提に開発されましたが、ギターを含む他の楽器でも使用可能です。ピッチ・シフターの技術をそのまま応用するの

ではなく、アナログの検波回路をモデリングし、入力信号をコントロールしたりフィルタリングしたりしています。その

ため単音での使用が前提になります。複音やコードを演奏すると良い結果が得られないでしょう。 

実際のアナログ・オクターバーには常にトラッキングの問題がつきまといますが、プロファイラーの「Analog Octaver」

には、ケンパーの高い技術によるアナログ検波回路のモデリングが使用されていますので、トラッキングの精度と速度が

飛躍的に向上しています。 

「Analog Octaver」のパラメータのほとんどは、ピッチ・シフターと同じような要素をコントロールします： 
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♦ ボイス・ミックス 

「Voice Mix」を左に回しきると、1 オクターブ下の音のみが発音され、右に回しきると 2 オクターブ下の音のみが発音さ

れます。間の位置では両方の音が発音され、そのバランスがノブの位置によって決まります。 

♦ ミックス 

「Voice Mix」の設定により発音されるエフェクト音と、ダイレクト音のレベル・バランスを決定します。 

♦ ロー・カット 

オクターバーは、高い音域を演奏するときには心地よく響いてくれますが、低い音域では不快なウネリが発生することが

あります。これは 20Hz 以下の低音も生成されるためです。プロファイラーの「Analog Octaver」には、「Low Cut」とい

うパラメータが用意されていて、これによって低い音域でも引き締まった音にすることができます。 

「LowCut」を左に回しきった状態、つまりバリューが「0」のとき、「LowCut」は作用しません。右に回してゆくに従っ

て低音域の過分なエネルギーが抑えられます。この時、高音域はオリジナルのままの状態が維持されますので、全音域で

シャープなオクターバー・サウンドが得られるのです。 

スペース (緑) 

「Space」エフェクトは、アウトプット・メニューにあるグローバル・パラメータの「Space」と同じもので、小さな部屋

のナチュラルな響きを付加します。このエフェクトによる、冗長すぎず、拡散する感じのある響きは、モノラル信号にも

広がりとステレオ感と醸し出します。ディレイやリバーブと併用することも可能で、必要以上に大げさな響きを付けなく

ても良くなるメリットがあります。 

「Space」アルゴリズムは、ごく小さな部屋の響きを付加するように設計されていますので、細かい設定パラメーターはあ

りません。「Intensity」によって効果の強さをコントロールするのみです。 
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ディレイ、リバーブ (緑) 

ディレイ 

プロファイラー本体のフロント・パネル右側にあるディレイ・モジュールには、以下の 3 タイプのディレイが内蔵されて

います： 

 

Tap Delay ディレイ・タイムは、リグのテンポにリンクします。または TAP ボタンで設定できます 

Free Delay ディレイ・タイムはミリ秒単位で自由に設定でき、タップ・テンポからは独立しています。ディレ

イ・タイムの設定値は、スムーズに切れ目無く連続的に可変できるようになっています。これは

「Tap Delay」にも当てはまります。 

Analog Delay 「Free Delay」と同しく、ミリ秒単位で自由にディレイ・タイムの設定が可能ですが、ディレイ・タ

イムを変更するとき、懐かしい BBD によるアナログ・ディレイと同様に、急激なピッチの変化やド

ップラー効果を伴います。 

 

 

上表のような違い以外は、どのタイプも同様に動作し、どのタイプでも非常に簡単にモノラルまたはステレオ (ピンポン) 

ディレイを作り出すことが可能です。またステレオ・ディレイの場合は、左チャンネルのディレイ成分のみが左右にフィ

ードバックされるようになっており、不必要に複雑になるのを避けつつ、簡単にリズミックなディレイを作り出せます。 

フィードバックには専用設計のバンドパス・フィルターを内蔵し、ディレイ音の高音域と低音域を徐々にカットていくこ

とを可能にしています。ナチュラルならディレイから人工的なディレイ音まで、自由なサウンド・メイキングが行えま

す。 

「Feedback」を高い値にすると、テープ・エコーで起こる発振やテープ・サチュレーションが再現されます。テープ・サ

チュレーションには、極めて穏やかに歪むアルゴリズムを採用しています。広大なステレオ感を生み出す「Modulation」
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機能も内蔵し、空間を漂うようなディレイやテープ・エコー独特のワウ・フラッターなどを再現することもできます。こ

れらの機能を同時に使用することもできます。ディレイ・エフェクトのパラメーター構成は、次の通りです: 

♦ ミックス 

「Mix」は、ダイレクト音に対するディレイ音の音量を調節するパラメータです。ミキサーのセンド・コントロールと同じ

ような動作をします。ノブの 3/4 のポイントでダイレクト音とディレイ音が同じレベルになり、それ以上にするとダイレ

クト音の音量が徐々に下がってゆきます。右いっぱいにノブを回すと、ディレイ成分のみになります。 

 

「Delay Mix」は、本体パネルのセンター上部にある専用ノブで、いつでも調節することができます。 

♦ クロック・レフト、クロック・ライト (Tap Delay のみ) 

「Clock Left」と「Clock Right」は左右のディレイ・タイムを設定するパラメータです。音符単位で設定することにより、

テンポと同期したリズミックなディレイ・パターンが作りやすくなっています。左右を同じ設定にするとモノラルのディ

レイになり、異なる設定にするとピン ポン・ディレイになります。ディレイ・フィードバックは、左チャンネルのディレ

イが左右に送られますので、通常は左チャンネルの値を右チャンネルよりも長く設定します。この設定によりシンプルな

ピンポン・ディレイが作れます。左右の設定の長短を入れ替えると、非常に複雑なパターンになります。分母は 16 分音符

の他、32 や 12、24 があり、三拍子や三連符も設定できます。多くの場合 16 分音符の偶数倍の値で設定しますが、もちろ

ん 5/16 や 7/16 といった奇数倍の設定による複雑なタイミングも扱えます。また 16 分音符の偶数倍と奇数倍の設定を組み

合わせると、さらに複雑なディレイ・パターンを作成することができます。 

♦ ディレイ・タイム、ディレイ・レシオ (Free Delay、Analog Delay のみ) 

「Delay Time」はミリ秒単位で設定できます。「Delay Ratio」は左右のディレイ・タイムの比率を設定するパラメーター

です。ディスプレイに表示されるディレイ・タイムは、常に長いほうが表示され、短いほうのディレイ・タイムは表示さ

れているディレイ・タイムをディレイ・レシオで割った長 さになります。また Tap Delay と同様、左チャンネルのディレ

イ・タップがフィードバックに入るようになっていますので、左右のディレイ・タイムを入 れ替えると、ディレイ成分の

定位が入れ替わるだけでなく、ディレイ・パターンも変化します。 
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♦ フィードバック 

「Feedback」で、ディレイ・リピートの繰り返し量を設定します。フィードバックが 0 の場合、ディレイ・リピートは 1

回のみになります。フィードバックを上げていくとリピートの回数が徐々に増えていき、センター・ ポジションの 100%

に達すると、リピート回数は無限になります。100%以上の設定にすると、ディレイ成分にドライブがかかり出してテーフ

・゚サチュ レーションが発生してきます。また、テープ・サチュレーションの設定を細かく行えるように、100%以上ではノ

ブのレゾリューションが非常に細かく なっています。 

「Feedback」は、本体パネルのセンター上部の専用ノブで、いつでも調節できます。 

♦ バンドウィズ 

「Bandwidth」は、ディレイ成分にかかるバンドパス・フィルターの設定を行うパラメーターです。設定値が 0 の場合はフ

ィルターはかかりません。設定値を上げていくと、ディレイ成分にかかるフィルターのバンド幅が徐々に m 変化します。

最初は高音域の成分が穏やかにカッ トされ始め、一般的なディレイ・リピートの質感になります。さらに値を上げてゆ

く、低音域の成分も徐々に削られ始めます。センター・ポジションを超えると、いかにもバンドパス・フィルターらしい

質感になり、ディレイ・リピートが繰り返されるごとにフィルターのセンター・フリケンシーの帯域が徐々に強調され、

ピーキーなサウンドになっていきます。 

♦ センター・フリケンシー 

「Center Frequency」は、バンドパス・フィルターの中心周波数を設定するパラメーターです。センター・ポジションで

最も幅広く使える設定になります。 「Bandwidth」「Feedback」が高い値の設定されていると、センター・フリケンシー

の帯域が強調され、音楽的に最も聴かせたい音にフォーカスできるでしょう。 

♦ モジュレーション 

「Modulation」の設定で、左右のディレイ・タイムを僅かに違う値になり、ダイレクト音との分離感が高まります。その

結果、より豊かなステレオ感を生み出されます。設定値を上げていくとディレイ成分のモジュレーションが深くなりテー

プ・エコーでよく見られたワウ・フラッター効果が顕著になっていきます。 



ストンプ、エフェクツ 99 

 

♦ ボリューム 

一般的なディレイとして使用する場合、このパラメーターはセンター・ポジションのにし、ダイレクト音とのディレイ音

のバランスは「Mix」パラメーターで設定して下さい。しかし「Feedback」パラメーターが 100%以上に設定されている場

合は、リピートごとにディレイ音の音量が上がり、やがてテープ・ サチュレーションが発生します。このような場合、デ

ィレイは発信器と化し。「Mix」パラメーターでは音量がコントロールできなくなりますので、代わりにこの「Volume」

パラメーターでディレイの出力レベルを調節します。 

リバーブ 

リバーブにはレコーディング・スタジオ・クオリティのアルゴリズムを採用し、高品位な残響音を提供しま す。5 種類の

異なるタイプのリバーブにより、マッチ箱のような小さな空間から大ホールまで、様々な空間の残響音を作り出します。 

♦ ミックス 

「Mix」は、ディレイの「Mix」と同じく、ダイレクト音とリバーブ成分のバランスを調節します。本体パネル上段右側に

は専用ノブも配置されています。 

♦ ディレイ＋リバーブ・バランス 

「Delay+Reverb Balance」は、ディレイとリバーブのルーティングと、それぞれのセンド量をコントロールできるユニー

クなパラメーターです。このパラメーターを効果的に使用するためには、ディレイとリバーブの「Mix」パラメーターを、

それぞれ 0 以上の設定にしておいて下さい。 

センター・ポジションの場合、ディレイとリバーブはシリアル接続となり、ディレイの後段にリバーブが接続されます。

この時、ドライ音 (ダイレクト音)とディレイ成分は、等しくリバーブに送られます。これがごく一般的なディレイとリバ

ーブのルーティングです。 

「Delay+Reverb Balance」のソフト・ノブを、センター・ポジションより左側に回すと、ディレイ成分が徐々にリバーブ

から消えて行きます。左いっぱいに回すとディレイ成分がリバーブには入力されず、ドライ音のみがリバーブに送られま
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す。この状態では、ディレイとリバーブがパラレル接続になり、ダイレクト音にはリバーブがかかりますが、ディレイ音

にはかからなくなります。 

ノブを右へ回すと、これまでとは逆の現象が起きます。つまりディレイ成分がリバーブに入力され、ダイレクト音には

徐々にリバーブがかからなくなり、最終的には完全にエフェクトのかかっていない音になります。この時リバーブ音は最

初のディレイ音が発生するまで出ないことになり、よりダイレクト音が引き立てられます。 

「Delay+Reverb Balance」を右いっぱいにすると興味深いルーティングになります。この状態でリバーブの「Mix」を最大

にすると、ディレイ音の代わりに、リバーブ音がディレイ・タイムのタイミングでリピートしします。このリバーブ音の

リピートは、ディレイの「Feedback」と「Time」で設定することができます。つまりディレイのフィードバックやタッフ

・゚テンポ等の機能を使用して、非常に複雑なリバーブのプリディレイを作り出すことができるということです。 

✓ このルーティングを使用する際、元々リバーブのパラメータの中にあるプリディレイを 0 にしておくと、ディレイによる

設定がオフセットされません。 

♦ タイム 

「Time」は、リバーブの減衰時間を、ごく短い時間から無限まで設定できるパラメーターです。ルーム・サイズとリバー

ブ音の密度は、リバーブのタイプによってが変わります。そのため「Time」は、ディレイにおけるフィードバックと同じ

位置づけといえるでしょう。一般的なデジタル・リバーブ とは異なり、リバーブ・タイムの設定によってルーム・サイズ

は変化しません。ルーム・サイズはリバーブの質感を設定するのみと解釈すると良いでしょう。 

♦ プリディレイ 

自然界のリバーブには、ダイレクト音から聴こえてから、最初の反射音が届くまでの間にわずかな時間的ズレが生じま

す。「Pre-Delay」はその時間的ズレの長さを設定します。小さな空間のリバーブを作る際にはプリディレイを短く、大き

な空間の場合は長めに取ることが一般的です。プリディレイにより、ダイレクト音とリバーブ音との間に時間的な空白が

生まれることになりますので、ダイレクト音がリバーブ音に埋もれてしまうことなく、且つリバーブの質感を活かしたま

ま、より音像の明確な音作りをしたい場合に効果的です。 

プロファイラーのリバーブでは、例えば 8 分音符 1 つ分というように、非常に長い「Predelay」を設定することが可能で

す。さらにプリディレイをテンポに完璧に同期させることも可能です。その場合は「Predelay」を 0 にし、上述の

「Delay+Reverb Balance」パラメーターでディレイ音のみがリバーブに入力されるルーティングを使用します。 
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♦ ダンピング 

自然のリバーブでは、時間の経過とともにリバーブ成分が徐々にダークなトーンなります。これは高音域の成分が低音域

よりも早く減衰するためです。音波は空気の振動として伝わり、その過程で空気抵抗を受けて減衰しますので、単位時間

当たりの振動数が多い、周波数の高い音波は、空気抵抗をより多く受けます。このため高音域の成分は早く減衰するので

す。この効果を「Damping」で再現します。設定値が 0 の場合、リバーブ音はどことなく人工的な質感がしますので、自

然なリバーブを作り出すには「Reverb Time」と同様、このパラメーターの設定が重要になります。 

♦ バンドウィス、フリケンシー 

「Bandwidth」は、ディレイのところでも登場した、特殊なバンドパス・フィルターのことですが、リバーブでは時間の経

過とともにフィルターがかかるわけではなく (その役割は「Damping」パラメーターが果たします)、リバーブ成分そのも

のをフィルタリングするために使用します。「Bandwidth」パラメーターにはリバーブ成分の周波数特性を狭める効果があ

ります。「Bandwidth」を高い値に設定して、非常に狭い設定にすることもできますので、ここでも特定の音符にフォーカ

スし、リバーブ音をその近辺の音にのみ響かせることが可能です。 
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システム・メニュー 

SYSTEM ボタンを押すと、プロファイラー全体の設定を行うページが表示されます。ここでの設定はグローバル設定で、

リグを切り替えても変化することはありません。 

LCD/ HW セットアップ/ ブライトネス/ ユーザー・インターフェイス 

LCD/ HW (ハードウェア) セットアップのページでは、ディスプレイと「Line Frequency」の調整を行います。 

ソフト・ボタン「Factory Rigs」を押すと、工場出荷時の全てのリグ・データがリロードされます。この操作の時点でブラ

ウズ・プールにあるリグやプリセットは、この操作によって削除や上書きされることはありません。 

ソフト・ボタン「Startup Dialog」を押すと、所有者名や日付/ 現在時刻を入力するページが表示されます。デフォルト設

定では、リグをストアしたとき、この所有者名がタグの「Rig Author」欄に自動入力されます。初めてプロファイラーに電

源を入れたとき、この「Startup Dialog」ページが自動的に表示されます。 

ソフト・ボタン「Edit Owner」を押すと、所有者名や、そのプロファイラー個体の名前 (Device Name) を変更することが

できる画面が表示されます。複数のプロファイラーそれぞれにユニークな名前をつけておくと、リグ・マネージャーで、

それらを同時に扱うことが可能です。 

 

Contrast ソフト・ノブ「Contrast」でディスプレイのコントラストを調節します。使用環境などによ

り、LCD 上の文字が見づらい場合に調整して下さい。 

Brightness ソフト・ノブ「Brightness」で、ディスプレイの明るさを調整できます。 

White Balance ソフト・ノブ「White Balance」で、ディスプレイのホワイト・バランスが調節できます。 
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Line Frequency ソフト・ノブ「Line Frequency」で、電源周波数 (50 または 60Hz) が切り替えられます。イ

ンプット・セクションのノイズ・ゲートは、この設定に基づいて、使用場所特有のハム・ノ

イズをカットします。「50Hz (Auto)」または「60Hz(Auto)」を選ぶと、プロファイラーが電

源周波数を自動検出します。 

Brightness 次の「Brightness」ページでは、カラーLED、ボタン、ソフト・ノブ周囲の LED、TAP ボタ

ンの輝度を、個別のソフト・ノブで調節できます。 

Quick Function このページでは、QUICK ボタンを押した時に表示される機能を、ソフト・ノブ「Quick 

Function」で設定します。頻繁に使う機能を選択しておくと、QUICK ボタンを押すだけで、

ショートカット的にその機能画面にジャンプすることができます。QUICK ボタンで直近にエ

ディットしたパラメータのページにジャンプするという設定も可能です。 

初期設定でもある「Quick Edit Page」を選択しておくと、QUICK ボタンを押すことで、直

前にエディットを行っていたセクションやモジュールのエディット画面にジャンプします。

その後は別のセクション/ モジュール・ボタンを押すと、直ちにそのエディット画面に移動

しますので、リグ全体をエディットする作業に適しています。エディット画面からプレイ画

面に戻る時は EXIT ボタンを押します。 

Rig Autoload ソフト・ボタン「Rig Autoload」をオンにしておくと、リグのブラウズ画面でリグを選択す

るだけで、そのリグが自動的にロードされます。この機能がオンの時は、リグのブラウズ画

面上に「Load」ソフト・ボタンが表示されなくなります。 

Performance Load 「Perf. Load」が「Slot 1」または「Keep Slot」に設定されている場合は、新しいパフォー

マンスが選択されると同時にスロット１または元のパフォーマンスで選択されていたスロッ

トと同じナンバーのスロットが自動的に読み込まれます。初期設定の「Keep Slot」を選択す

ると、リモートや MIDI によってスロットが決定されるまで読み込み待機となり、切り替え

前のリグが維持されます・ 

Auto Favorite ソフト・ボタン「Auto Favorite」をオンにしておくと、あなたがストアしたリグに自動的に

「Favorite」マークが付き、「View」で「Favorites」を選択したときに表示されます。 
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オーディオ・セットアップ 

「Audio Setup」ページでは、以下のパラメータ設定を行います： 

♦ リグ切替時のクロスフェード 

「Rig X-Fade」により、ブラウズ・モード及びパフォーマンス・モードでリグを切り替えたときのクロスフェードの長さ

を設定することができます。 

♦ ループ・レベル・アジャスト 

「Loop Level Adjust」は、Loop Mono 及び Loop Stereo のセンド/ リターンのレベル・パランスを、接続した機器にあわせ

て調整するパラメータです。（Loop Distortion は対象外） 

✓ センド・レベルの上昇は、対応するリターン・レベルを減ずること（またはその逆）でバランスされます。従ってエフェ

クト・ループの信号のミックス・バランスは変わりません。 

ペダル 1/ 2 

「Pedal 1/2」ページでは、プロファイラー本体に直接接続したペダルやスイッチに機能をアサインします。エクスプレッ

ション・ペダル、モノ・スイッチ、デュアル・スイッチのいずれを組み合わせることも可能です。 

プロファイラー・リモートが接続されている場合は「Pedal 3-6 (Remote)のページも表示され、同様の方法でリモードに接

続されたペダルやスイッチの設定が行えます。 

ペダルやスイッチについて詳しくは「エクスプレッション・ペダルとフット・スイッチ」の章をご参照下さい。 
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MIDI セッティング 

「MIDI Settings」ページでは、1〜128 の MIDI プログラム・チェンジ・ナンバーを、ブラウズ・プールのリグに割り当て

ます。これにより、MIDI ペダルやコンピュータからのプログラム・チェンジでリグを切り替えることができます。 

手順は、まず MIDI プログラム・チェンジ・ナンバーを割り当てたいリグを選択してから、SYSTEM ボタンを押します。

ページ・ボタンで「Browse Mode PrgChg」ページに移動し、ソフト・ノブ「MIDI PrgChg#」でプログラム・チェンジ・

ナンバーを選んだ後にソフト・ボタン「Asign」を押せば、割り当てが完了します。ソフト・ボタン「Unassign」を押す

と、割り当てが解除されます。 

システム・メニューには、MIDI によるコミュニケーションについて設定するページもあります。その内容については、

「MIDI」の章をご参照下さい。 

日付と時刻 

「Date and Time」ページの「Edit Date」および「Edit Time」ソフト・ボタンを使って日付と時刻が設定できます。これ

らを正しく設定しておくことにより、リグやプロファイルの管理が非常に効率的になります。 

個体情報 

「Device Information」ページには、ファームウェアのバージョンなどの情報が表示されます。ソフト・ボタン「Details」

を押すと、CPU ID などのさらに詳しい個体情報が表示されます。 
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ベース・プレーヤーのための機能 

プロファイラーはベースでも存分に使っていただけます。ほとんどの機能がベースでもギターと同じように使えますが、

この章では、特にベース向きに設計された機能やその使い方のヒントなどをご説明しています。 

プレイ画面で、TYPE ノブまたはソフト・ボタン１を使って「View」を「Just Bass」にすると、べース用のリグのみが表

示/ 選択できる状態になります。 

ファクトリー・リグの中には、様々なベース・アンプのプロファイルがあります。中にはアンプの DI アウトを使ってキャ

プチャーしたダイレクト・プロファイルも含まれています。もちろん真空管ベース・アンプでドライブしたキャビネット

からマイクロフォンでキャプチャーしたプロファイルは、独特のマイルドな歪みを再現します。またケンパーのウェブサ

イトには、素晴らしいベース用のリグをコレクションしたリグ・パックもご用意しています。ケンパー・ウェブサイトに

は、世界中のプロファイラー・ユーザーがリグを共有するクラウド・サーバー：「リグ・エクスチェンジ」もありますの

で、是非チェックしてください。ライブラリアン・ソフト「リグ・マネージャー」を使えば、「リグ・エクスチェンジ」

にアップロードされた膨大な数のリグの中から、ベース用に絞り込んでブラウズすることも可能です。 

ほとんどのベース用のキャビネットはプロファイラーのモニター用に使用できるでしょう。クラシックなアンペグの

8X10”キャビネットなどの場合は独特の色付けがされる傾向が強いのですが、モダンなベース・キャビネットは、PA スピ

ーカーのようにフラットでワイドなレンジのものがほとんどです。色付けが顕著なキャビネットを使用する際は「Monitor 

Cab Off」をオンにして下さい。モダンなキャビネット、即ちフラットなキャビネットを使用する場合は「Monitor Cab 

Off」をオフにし、キャビネット・シミュレーションを含む信号でキャビネットをドライブして下さい。何れの場合も、メ

イン・アウトからは、CABINET モジュールを含む完璧なサウンドが PA に送出されます。 

パワーヘッド/ パワーラックに内蔵されている 600W のパワーアンプは、バンド・アンサンブルの中でも埋もれない力強い

ベース・サウンドを提供します。内蔵パワーアンプは 8Ωまたは 16Ωのキャビネットを想定して設計されていますが、ベ

ース・キャビネットに多い 4Ωのスピーカーでも、常識を超える音量を出さない限りストレス無く使用できるでしょう。但

し内蔵パワーアンプは、4Ω負荷時でも 600W を超えないように設計されています。600W を超えると保護回路が働き、短

い間ですが音が出なくなります。もしもこのような状態になった場合は、直ぐにボリュームを下げて下さい。 

プロファイラーはアナログのスプリッターを内蔵しています。インプットされたベースの信号を分岐し、メインのシグナ

ル・フローに送ると同時にダイレクト・アウトプットにもそのままの信号を出力することが可能です。アウトプット・メ

ニューで、 ダイレクト・アウトプットの出力を「Git Analog」に設定すると、インプットされた信号が、A/D/A コンバート

を通過することなく、DIRECT OUTPUT から出力されます。 
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プロファイラーに内蔵されているエフェクトは、ほとんどがそのままベースでも使用可能です。もちろん元来ベースでの

使用を想定してデザインされ、搭載されたエフェクトや機能も多く含まれます。以下にそれらについてご説明します。 

アナログ・オクターバーは、ベーシストのリクエストによって搭載されたエフェクトのひとつです。オリジナルの信号

に、１オクターブ下と２オクターブ下の２音を加えます。ピッチ・シフターの技術を使うのではなく、アナログのピッチ

検出とフィルター回路のモデリングしていますので、単音に対してのみの動作になります。複音やコードを演奏すると、

好ましいサウンドにはなりません。 

オクターブ以外のインターバルや和音演奏が必要な場合は、ピッチ・シフターを試して下さい。ピッチ・シフターを使用

する場合には、是非「Formant Shift」もお試し下さい。「Formant Shift」は単音のみ対応となりますが、オリジナルのベ

ース音のキャラクターを保ちつつ、ベース音のフォルマントを変えることで、全く新しい可能性を提供します。 

もしスタック・セクションの EQ モジュールでは、必要な音域を十分にコントロールができないと感じたら、ストンプ・

エフェクトのイコライザーを試して下さい。特に 4 バンドのパラメトリック・イコライザーの「Studio Equalizer」なら、

ベースの音域でも自在にコントロール可能です。 

全てのコーラス・には、ベース・コーラスによく見られる「Crossover」というパラメータが用意されています。これによ

り高音域では美しいコーラスを維持しながら低音域ではコーラス・エフェクトを抑え、美しいコーラス・エフェクトと変

調感の無い安定した低音域を両立させることができます。 

パラレル・パスもベース用に搭載された機能です。ベース・アンプを歪ませたり、歪み系エフェクトを使うと、基音がぼ

やけてしまったり、ダイナミック・レンジが失われてしまいます。そのような場合、クリーンなベース音をミックスする

ことで基音やダイナミクスを補います。プロファイラーでは、「Parallel Path」機能によってインプット信号を分岐してク

リーンなベース音を取り出し、最後にミックスすることができます。この時、STOMP A/ B が分岐したシグナル・フロー

の方に組み入れられるので、クリーンなベース音の方でもコンプレッサーや EQ を使用した音作りが可能です。 

ケンパーのウェブサイトにあるユーザー・フォーラムには、プロファイラーをベースで使用する際の質問や情報交換がで

きる「For Bass」というスレッドがありますので、是非チェックして下さい： 

www.kemper-amps.com/forum 

* 全ての製品名やメーカー名等は、それぞれの会社の商標です。ケンパー社 (Kemper GmbH) がこれらを代表するものでは

ありません。これらの商標は、歴史的事実の説明や、我々の製品開発において参考とされたものを説明するためにのみ使

用されています。 

http://www.kemper-amps.com/forum
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パフォーマンス・モード 

パフォーマンス・モードは、ライブ演奏向けにデザインされたモードです。ブラウズ・プールとは別に、最大 5 個のリグ

をひとまとめにしておける「パフォーマンス」を、最大 125 個ストアしておくことができます。リグは５個のスロットを

使って例えばイントロ、バース、リフレイン、ブリッジからソロというように、演奏曲の構成に合わせて効率よくリグを

並べ、フット・コントローラーなどで切り替えます。 

パフォーマンスのセットアップ 

フロント・パネル右端の RIG ナビゲーション・ボタンの上下で、プロファイラーにストアされた 125 のパフォーマンスを

選択することがでます。左右のボタンは、選択されたパフォーマンスの中のスロットの移動に使用します。初期設定で

は、全てのスロットにデフォルト・リグ (以前は「CK 0」と名付けられていたリグ) がアサインされていて、パフォーマン

スには「Default Performance」という名前がついています。「BROWSE」ノブでリグを選ぶと、ハイライトされている選

択中のスロットにリグがコピーされます。この時点で現在のパフォーマンスをストアせずに、他のパフォーマンスを選択

すると、スロットにコピーしたリグは消えてしまいます。 

スロット 2〜5 のうち、使用しないスロットは非稼働：「Disabled」にしておくことで、誤って選択してもリグが読み込ま

れないようにしておくことができます。但し全てのパフォーマンスのスロット 1 は、必ず稼働状態にしておく必要があ

り、「Disabled」にすることはできません・ 

パフォーマンスのスロットにコピーされたリグは、パフォーマンス専用のエリアにストアされます。従ってそのリグをエ

ディットしても、ブラウズ・プールに保存された元のリグの内容は変りません。リグは、パフォーマンス・モードにおい

ても、ブラウズ・モードと同様にエディット可能です。パフォーマンス・モードでエディットしたリグを、ブラウズ・プ

ールにも保存しておきたい場合は、リグ・メニューのソフト・ボタン「Store to Pool」を押して下さい。 

ソフト・ボタンの「Edit」を押すと、選択中のパフォーマンスのスロットを並べ替えたり、名前を付けることができるメニ

ューが開きます。「Rearrange Slot」は、ストンプのエディット画面と同じように操作できます。あるスロットをコピーし

て、同じパフォーマンスの別のスロットや別のパフォーマンスの任意のスロットにペーストすることが可能です。「Edit 

Tag」を開くと、オーサーやコメント、キーやトーナリティが記入できるパフォーマンス・タグをエディッとすることがで
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きます。ソフト・ボタン「MIDI Settings」を押すと、スロットが選択されると同時に送出される MIDI プログラム・チェン

ジを２つ設定できる画面が現れます。この内容は、「MIDI」の章でさらに詳しく説明されています。 

ソフト・ボタン「Arrange」によって開く画面では、パフォーマンスを簡単に並べ替えることができます。このページで

は、パフォーマンスのコピー/ ペーストも可能です。 

パフォーマンスやスロットには、あなたがオーガナイズしやすい名前を付けると良いでしょう。例えば曲名や使用する音

楽的局面、またはアンプの種類やチャンネルなど、一貫性を持たせておくと便利です。スロット名をリグ名と同じにして

いる場合は、別のリグをアサインすると同時にスロット名が変わります。スロットに、アサインしたリグの名前と異なる

名前をつけてある場合 (例えば「Solo」など) は、そのスロットに別のリグをアサインしても、スロット名は維持されま

す。「Rename Slot」画面で「Use Rig Name」を選ぶと、スロットにアサインしたリグと同じ名前を自動入力することが

できます。 

✓ 同じパフォーマンス内のスロットを移動している間は、スロットにアサインしたリグをエディットした内容が維持されて

いますが、別のパフォーマンスに移動した瞬間に、それらのエディットは無効になってしまいます。エディットした内容

を残したい場合は、他のパフォーマンスに移動する前にストアすることを忘れないで下さい。 

✓ あるスロットのリグをエディット後、そのパフォーマンスをストアする前に、フット・コントローラーで別のスロットを

選ぶと、そのエディット内容はその瞬間にリセットされてしまいます。例えばストンプ B のブースターをオンにしたり、

ディレイ・ミックスを変更した直後に遠隔操作で別のスロットを選択すると、ストンプ B やディレイ・ミックスの変更内

容は失われます。つまりライブ・パフォーマンス中にフット・コントローラーでスロットを選択した時は、必ずストアさ

れた同じ状態で呼び出されてくるということです。 

パフォーマンスの読み込み 

システム・メニューの「Performance Load」は、リモートや MIDI によってパフォーマンスを切り替えたりスクロールする

ときの振る舞いを設定するパラメータです。初期設定である「Pending」に設定しておくと、リモートや MIDI によってス

ロットが確定されるまで読み込み待機状態になり、切り替え前に読み込まれていたリグが維持されます。数秒の間にスロ

ットが決定されない場合は待機状態が解除され、元の状態に戻ります。 
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フット・コントロール 

専用フット・コントローラーのプロファイラー・リモートは、パフォーマンス・モードのメリットを最大限に活かせるよ

うにデザインされています。機材を出来るだけシンプルにしたい場合はダブル・スイッチを直接本体に接続し、シンプル

にスロットが並んでいる順番に、ひとつづつ進んだリ戻ったりする (Up/ Down) という方法もあります。MIDI を使えば、

スロットの選択と各種パラメータのリアルタイム・コントロールを行うことも可能です。詳しくは「MIDI とリモート・コ

ントローラー」の章をご参照下さい。 
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プロファイラー・リモート 

プロファイラー・リモートは、プロファイラーを自在にコントロールするために設計された専用フット・コントローラー

です。双方向通信により、本体から電源供給を受けるだけで無く、本体の様々な情報をリモートのディスプレイにも表示

します。本体とは完璧に同期していますので、本体での操作やエディットもリアルタイムで反映されます。本体のファー

ムウェア・バージョンに応じたリモート側のアップデートも自動的に行われます。 

Up/Down ボタン 

パフォーマンス・モードでは、これらのボタンでパフォーマンスが切り替わります。短く踏むとナンバーが一つずつ上下

し、暫く踏んでいるとスクロールが始まります。システム・メニューの「Performance Load」の設定によって、現在と同

じスロットまたはスロット１が自動的に読み込まれるか、スロットが指定されるまで切り替え待機状態になります。 

ブラウズ・モードでは、「View」で絞り込まれたリグが「Sort」で指定された順番にアップ／ダウン、またはスクロール

します。システム・メニューの「Remote Settings」で、Up/Down ボタンによってリグが 1 ステップづつアップ／ダウンす

るのか、5 つのリグのグループ間をアップ／ダウンするのかを選択することができます。 

Rig ボタン 1〜5 

これらのボタンは、パフィーマンス・モードではスロットの選択、ブラウズ・モードではリグの選択に使用します。 
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TAP ボタン 

このボタンは、本体の [TAP] ボタンと同じくタップ・テンポのトリガーになります。４分音符のタイミングで踏むことに

より、ディレイやフェイザー、フランジャーやトレモロなどのスピードをコントロールすることができます。タップした

テンポに応じて LED が点滅し、現在のテンポを示します。踏み続けると、あなたの演奏したフレーズから自動的にテンポ

を検知する「ビート・スキャナー」が起動します。詳しくは、リファレンス・マニュアルの「テンポ」の章をご参照くだ

さい。 

TUNER ボタン 

TUNER ボタンを踏むとチューナー・モードに切り替わります。本体のチューナー・モード画面で「Mute Signal」をオン

にすれば、チューニングの間はギター音をミュートすることができます。 

エフェクト・ボタン I〜IIII 

これらの４つのボタンには、任意のストンプやエフェクトのオン／オフをアサインすることができます。エフェクトによ

ってはトグル・スイッチにもなります。アサインはリグごとにストアされます。ひとつのボタンに複数のエフェクトのオ

ン／オフをアサインし、ワン・アクションでエフェクトを切り替えることも可能です。 

１つめと２つめにアサインしたエフェクトの種類やオン／オフ状態は、スイッチ周囲の LED で表示されます。スイッチ左

右の上段の LED は、プロファイラー本体の LED と同様、アサインしたエフェクトの種類によって色が変わります。アサイ

ンされていない場合は消灯のままです。下段の LED はオン／オフ状態を示します。スイッチ左側の LED は１つめのエフェ

クトの種類と状態、右側の LED は２つめのエフェクトの種類／状態を表示します。１つのスイッチに２つ以上のエフェク

トをアサインすることが可能ですが、種類や状態が LED で表示されるのは最初の２つまでです。 

エフェクト・ボタンにストンプやエフェクトのオン／オフをアサインする手順はとても簡単です。アサインしたいエフェ

クト・ボタンを踏みながら、プロファイラー本体側のストンプ／エフェクト・スロットのボタン、例えば [A] のボタンを押

すだけです。プロファイラー本体側のボタンを押しながら、そのスロットのオン/ オフ・コントロールをアサインしたいエ
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フェクト・スイッチを踏むことでも設定可能です。この操作により、エフェクト・スイッチ左側の上の LED が、エフェク

トの種類に応じた色で点灯します。アサインを取り消す場合は同じ操作を繰り返してください。２つめ以降のストンプ／

エフェクトをアサインする場合は、本体側の別のストンプ／エフェクト・ボタンを使って同様の操作を行います。エフェ

クト・ボタン右側の上の LED は、２つめに選択したストンプ／エフェクトの種類に応じた色で点灯します。これらの操作

により、各エフェクト・スイッチに複数のストンプ／エフェクトをアサインすることができます。エフェクト・スイッチ

へのアサインと、各ストンプ／エフェクトの初期状態（オン／オフ）を全て設定したら、必ずリグをストアして下さい。

以後そのリグは、ストアしたときと同じ状態で呼び出されます。全てのスイッチへのアサイン状況は、本体のリグ・メニ

ューにおいて一覧表示することができます。この画面では、アサインの操作を繰り返すことなく、それぞれのアサインを

消去することも可能です。 

例えばストンプ [B] にディストーション、[MOD]スロットにコーラスがアサインされ、ともにオンになっているリグがあ

り、これら２つのエフェクトをリモートのエフェクト・ボタン I でコントロールしたい場合を考えてみましょう。リモート

のエフェクト・ボタン I を踏みながら本体の[B] ボタンを押すと、エフェクト・ボタン左側上段の LED が赤く点灯し、その

下の LED が白く点灯します。これはディストーションがアサインされ、オンの状態になっていることを示します。次に同

じエフェクト・ボタン I を踏みながら、本体の[MOD]ボタンを押すと、エフェクト・ボタン右側上段が青、その下が白く点

灯し、コーラスがアサインされ、オンになっていることを示します。以降エフェクト・ボタン I を踏むたびに、ディストー

ションとコーラスが同時にオンまたはオフになります。リグをストアしないとこの設定は失われてしまいますのでご注意

ください。 

この設定を完了してから、本体側のストンプ [B]を押してディストーションをオフにし、コーラスの方はオンのままにして

みて下さい。するとリモートのエフェクト・ボタン I を踏んだとき、ディストーションがオンになり、コーラスがオフにな

ります。つまりひとつのボタンでエフェクトを入れ替えるような設定ができるという訳です。 

✓ １つのエフェクト・ボタンにアサインされたストンプ／エフェクト個々のオン／オフ状態を組み合わせることで、１つの

エフェクト・ボタンでシーンを切り替えるような設定を実現することも可能でしょう。 

大きなステージで、プロファイラー本体とリモートが同時に操作できないような場所に設置されていても大丈夫です。本

体のリグ・メニューには、ストンプ／エフェクトのボタンとディスプレイの上の４つのソフト・ボタンで、各エフェク

ト・ボタンにアサインするエフェクトを設定することができるページが用意されています。 

ストンプやエフェクトのオン／オフ切り替えの他に、エフェクト・ボタンには、何らかの動作をトリガーする機能「Action 

& Freeze」をアサインすることも可能です。現時点でこの機能を使用できるのはロータリースピーカーのスピード (Slow/ 

Fast) の切り替えです。今後も様々な対象機能を追加する予定です。 

✓ オン／オフのトグルとトリガー「Action & Freeze」を同じボタンにアサインすることはできません。 
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エフェクト・ボタンのロック/ アンロック 

ストンプやエフェクト・モジュールをロックまたはアンロックすると、リモートのエフェクト・ボタンも連動してロック/ 

アンロックされます。２つの異なるアイコンがリモートのディスプレイに表示され、ロック/ アンロックの状態を知らせま

す。 

LOOPER ボタン 

最長 30 秒のステレオ・オーディオ・ループの作成が可能な「ルーパー」が搭載されました。オーバーダブの回数に制限は

ありません。つまり異なるフレーズを無限に重ねられるということです。ルーパーは、リモート上のボタンや LED を使用

するため、リモートを接続したときのみ使用可能になります。ルーパーには以下のような用途が考えられます： 

• ループ再生によるバッキング合わせてアドリブ演奏を楽しむ。 

• 演奏を録音して、客観的に演奏スキルをチェックする。 

• ループ再生を聴きながらリグをエディットする。 

• ループ再生しながらプロファイリングの A/B 比較を行う。 

ルーパーは、プロファイラーのルーパー以外の機能から完全に独立した存在になっています。そのためループを再生しな

がら、リグを切り替えたりエディットしたりすることが可能です。しかしながらルーパーで作成したオーディオ・ループ

は保存することができません。プロファイラーの電源をオフにすると、録音されたオーディオは消えてしまいます。一般

的なルーパーをご存知であれば、プロファイラーのルーパーも簡単に扱えるでしょう。但しプロファイラーのルーパー

は、一般的なルーパーには無いユニークな機能も備えています。続いてルーパーを使用するためのボタンの働きをご説明

します： 
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      LOOPER このボタンで、以下の６つのボタンをルーパー用の機能に切り替わえます。 

 録音/ 再生 / オーバーダブ 

            
停止 / 消去：3 回踏むと録音済みのループが消去されます。 

         直前のオーバーダブをアンドゥ/ リドゥします。 

         トリガー：停止時にはループをスタート、再生時には先頭から再生し直します (リトリガー)。 

         リバーズ：ループを逆方向に再生します。 

         ½ ハーフスピード：録音/ 再生の速度が半分になり、録音できるループの長さが倍になります。 

 

プロファイラー本体の SYSTEM メニューにある「Looper Position」で、ルーパーを信号経路のどこに配置するかを設定す

ることができます。 

♦ ルーパー・ロケーション「Pre」 

ルーパーがインプットの直後に配置されます。ギターのダイレクト音が録音され、再生時にそれはストンプ・セクション

に送られます。そのため再生中にリグを切り替え、同じフレーズを別の音色で再生することが可能です。しかしながら異

なった音色でオーバーダブを重ねることはできません。オーバーダブしたフレーズも全て同じリグで再生され、複数のギ

ターがひとつのアンプで鳴っているような状態になります。 
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♦ ルーパー・ロケーション「Post」 

ルーパーがリバーブの後ろに配置され、ストンプ／スタック／エフェクト全てのセクションを通過した信号が録音されま

すので、再生中にリグを変えても、既に録音したフレーズの音色は変わりません。次々に新しく選んだリグでオーバーダ

ブすることが可能です。 

ルーパーの操作手順 

ルーパーの一般的な操作手順は以下のとおりです: 

 

使用ボタン 機能/ 動作 

LOOPER このボタンを踏むとリモートがルーパー・モードになり、下記の６つのボタンの機能がルーパー用に切

り替わります。LED が点灯してルーパー・モードであることを示します。もう一度踏むと６つのボタ

ンは基本機能に戻ります。ルーパー・モードに切り替えることとルーパーを動作させることは同じこと

ではなく、ルーパーが動作していても、ルーパー・モードを解除してリグを選択することが可能です。 

録音 / 再生 / オ

ーバーダブ 

このボタンを踏んで最初の録音をスタートします。二度目に踏んだタイミングがループ・エンドとな

り、直ちに録音された内容が先頭から繰り返し再生され、録音状態が解除されます。スムーズにループ

再生させるためには、スタートとループ・エンドでタイミングよくボタンを踏む必要があります。繰り

返し再生されるオーディオ・ループに合わせて別のフレーズを演奏することができます。 

ループ再生中にもう一度このボタンを踏むと、直ちにオーバーダブが開始されます。このときオーディ

オ・ループの再生は継続されます。再びこのボタンを踏むとオーバーダブが中止されます。このときも

オーディオ・ループの再生は止まりません。 

Note：このボタンを踏むことによる最初の録音開始とループ・エンドの決定は、最初の一度だけ実行

されます。以降はペダルを踏むたびに、オーバーダブとその解除が繰り返されます。 
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停止 停止ボタンを踏むとループの再生が止まります。再生を再開するときは 録音 /再生 / オーバーダブ ボタ

ンボタンを踏みます。オーバーダブをせずに再生を再開したい場合は、録音 / 再生 / オーバーダブ ボタ

ンを二回踏んで下さい。新たなループを録音する場合は、停止ボタンを３回踏み、既に録音されたオー

ディオを全て消去してから録音 /再生 / オーバーダブ ボタンで録音を開始して下さい。 

アンドゥ /  

リドゥ 

このボタンを踏むと直前に録音されたフレーズがキャンセルされます。もう一度踏むとアンドゥしたフ

レーズが復活します。アンドゥ／リドゥは再生中にのみ実行できます。アンドゥを実行した後に新たな

フレーズをオーバーダブすると、先にキャンセルしたフレーズは復活させることができなくなります。

停止ボタンを３回踏んでループを消去しても、直後であればアンドゥで復活させることが可能です。 

トリガー 停止中のループをサンプラーのようにトリガーすることができます。ボタンを踏み続けると再生が継続

され、放すと直ちに停止します。再生中に踏み直すとリトリガーになり、直ちにループの先頭に戻って

再生を再開しますので、再生されるフレーズのタイミング合わせをすることができます。 

リバース このボタンを踏むと、テープレコーダーの逆回転のように録音済みのループが逆方向から再生されま

す。もう一度踏むと元に戻ります。最初の録音は順方向に行われますが、ループエンドを決めたとたん

に逆方向から再生が始まります。オーバーダブはどちらの方向にでも行うことができますので、とても

不思議なサウンドを作れるでしょう。オーバーダブの途中で方向を変えることさえできるのです。 

ハーフ・  

スピード 

このボタンを踏むと、テープレコーダーの回転速度を遅くしたように１オクターブ低い音で再生され、

テンポが半分の速さになります。もう一度踏むと元のピッチとテンポに戻ります。 

ハーフスピードにはもう１つの局面があります。最初の録音を行う前にハーフスピードにしておくと、

最長録音時間 (ループの長さ) が、通常の 30 秒から倍の 60 秒になります。ハーフスピードにセットし

て最初の録音を行っっても、再生時には何の違いも感じられませんが、再生中にハーフスピードを解除

すると、録音したフレーズが１オクターブ高い音で再生され、テンポが倍の速さになります。つまり最

初の録音を開始する前にどちらにセットしておくかにより、ハーフ・スピード ボタンとになったりダ

ブル・スピード ボタンになったりするということです。 

リバース・ボタン同様、続けて行うオーバーダブの速度も変えることができます。 

ハーフ・スピードにセットして録音を行った場合、高音域が少し失われます。 
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ルーパーの高度な使い方 

ルーパーはいくつかの拡張的な機能も提供します。それらの機能は、通常は短く踏むルーパー用の各ボタンを、踏み続け

る (長押しする) ことで使用可能になります。次に各ボタンが提供する拡張機能についてご説明します： 

 

録音 / 再生 /         

オーバーダブ ボタン長押し 

このボタンの長押しにより、次のような使い方が可能です。 

最初の録音を開始するときに録音/ 再生/ オーバーダブ ボタンを踏み続けると、踏んでい

る間は録音が継続され、ボタンを放したときにエンドポイントが決定され、直ちにループ

再生が始まります。 

録音 /再生 /オーバーダブ ボタンを短く踏んで最初の録音を開始し、再度タップしてエン

ド・ポイントを決定し、その直後からオーバーダブをスタートするためには、素早くボタ

ンを２回タップしなければならないことになりますが、エンド・ポイントを決めるときに

ボタンを踏み続けると、録音済みのフレーズのループ再生が始まると同時にオーバーダブ

を開始することができ、ボタンを放すまでオーバーダブが継続されます。 

さらにオーバーダブを行う場合にも、ボタンをタップするかわりに、踏み続けてオーバー

ダブを行い、放すことで再生に戻ることも可能です。 

停止ボタン長押し 停止ボタンを３回連続で踏むかわりに、２秒間踏み続けることで録音済みのオーディオ・

ループを消去することも可能です。 

リバース長押し リバースを暫く踏み続けると「Back & Forth」モードになります。「Back & Forth」モー

ドは、オーディオ・ループの先頭からエンドポイントへの方向と、その逆方向への再生が

交互に行われます。再びリバースを長押しすると、通常のモードに戻ります。 

ハーフ・スピード長押し ハーフ・スピードをしばらく踏む (長押しする) と、踏んでいる間だけハーフ・スピード

になるという動作 (モーメンタリー) になります。 
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エクスプレッション・ペダルやフット・スイッチの接続 

リモートは、エクスプレッション・ペダルを接続できる TRS ジャック：PEDAL 3〜6 を装備しています。スイッチの追加

が必要な場合は、これらのジャックに、モノまたはステレオ接続のフット・スイッチ (何れの場合もモーメンタリー) も接

続可能です。ペダルやスイッチに要求される仕様や機能は、プロファイラー本体の PEDAL/PEDAL ジャック 1／2 と全く

同じです。それぞれのペダルやスイッチへの機能アサインは、本体の SYSTEM メニューの中で設定します。 

リモートの設定 

リモートのリア・パネルには、リモートの LCD 画面のコントラストが調整する LCD CONTRAST ノブがあります。コント

ラスト以外の全ての設定は、プロファイラー本体の SYSTEM メニューで行います。起動時に LCD CONTRAST ノブの設定

が、本体 SYSTEM メニューに上書きされます。 

リモートのディスプレイには、本体のモードに応じて主要な情報が表示されます。パフォーマンス・モード時の表示内容

とレイアウトは、システム・メニューの「Remote Settings」ページで 2 つのタイプから選択できます。 

これらのセッティングの内容は、「バックアップ」に保存されます。 

接続ケーブル 

プロファイラー本体とリモートは、イーサネット・ケーブルを通じて双方向に通信します。プロファイラー・リモートに

同梱されているケーブルは要求仕様を満たすもので、 Neutrik® 社の etherCON® コネクターが使用されており、確実で堅

固な接続を提供します。市販のイーサネット・ケーブルをご使用になる場合は、下記の要求仕様を満たす品質の高いもの

をお選び下さい。 

イーサネット・ケーブルに使用されているワイアのゲージ (径) は重要な要素です。リモートに付属のケーブルは AWG 

(American Wire Gauge) 24 という規格に適合したワイアが使用されており、7.5m (22ft)までの信号伝送が可能です。太さ
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が AWG 26 になると、転送可能な距離は 5m までとなります。AWG 28 よりも細いワイアのケーブルは、リモートの接続

には使用できませんのでご注意下さい。(AWG は数字が大きくなるほど細いワイアになります） 

10m を超える距離でお使いになる場合は、PoE インジェクターを通じて電源を供給する必要があります。電源を供給する

ことで 100m まで延長することも可能です。 PoE スイッチ/ ハブを使用すれば、複数のリモートを１台のプロファイラー

に接続することも可能です。IEEE 802.3af-2003 または 802.3at-2009 Type A をサポートしているものをご使用下さい。 

✓ 必ず Type A をご使用下さい。Type B には対応していません。 

 

以下の機器は実機テスト済みです (各機の仕様は予告無く変更されることがあります)： 

 

PoE injectors: 

TP-LINK® TL-POE 150S 

 

PoE switches: 

TP-LINK® TL-SG1008P (8 port gigabit switch with 4 port PoE) 

Allnet® ALL8085 Switch (8 Port 10/100TX) 
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MIDI 

プロファイラーの MIDI インに市販の MIDI フットコントローラーを接続し、様々な機能をコントロールすることができま

す。プロファイラーのコントロールに使用できる MIDI 信号について、以下にご説明します。 

 

 

ワンウェイまたは双方向の MIDI 接続 

 

MIDI メッセージには、次に説明するとおり、いくつかのグループがあります。ブラウザー・モード及びパフォーマンス・

モードのプレイ画面には、MIDI プログラム・チェンジを受信したときに小さな「#」が、コントロール・チェンジを受信

したときには小さなノブのアイコンが、それぞれ表示されます。MIDI による双方向通信が成立すると、双方向の矢印が表

示されます。 



MIDI122 

 

コンティニュアス・コントローラー 

下表のナンバーの MIDI コントロール・チェンジで、対象パラメータの連続可変が可能です。ワウ、ピッチ、ボリュームの

ペダル・コントロールもこの中に含まれます。バリューの範囲は 0〜127 です。コントローラーの中には、バリューの最大

値や最小値を設定できるものがありますが、プロファイラー側でも、各エフェクトやボリューム・ペダルのレンジを設定

できます。 

 

#1 Wah Pedal (ワウ・ペダル) 

#4 Pitch Pedal (ピッチ・ペダル) 

#7 Volume Pedal (ボリューム・ペダル) 

#68 Delay Mix (ディレイ・ミックス) 

#69 Delay Feedback (ディレイ・フィードバック) 

#70 Reverb Mix (リバーブ・ミックス) 

#71 Reverb Time (リバーブ・タイム) 

#72 Gain (ゲイン) 

#73 Monitor Volume (モニター・ボリューム) 
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ストンプ/ エフェクト・スイッチ 

MIDI コントロール・チェンジで、ストンプやエフェクトのオン/ オフの他、チューナー・モードへの切り替えなども行え

ます。1 以上のバリュー即ち 1〜127 でオン、バリュー=0 でオフになります。以下のように、「長押し」によって別の動作

を起動する機能もコントロール可能です： 

• TAP ボタンの長押しで「ビート・スキャナー」を起動する。 

• パフォーマンス・UP/ DOWN を長押しして「スクロール」する。 

「長押し」を動作させるためには、コントローラーのスイッチを押したときと放したとき、それぞれのタイミングで MIDI 

信号を送信させる必要があります。つまりスイッチを押したときに 1 以上のバリュー(1〜127)を送信し、放したときにバ

リュー=0 が送信されるように設定します。スイッチを放したときに信号を送信するという機能がないコントローラーで

は、残念ながら「長押し」のコントロールはできません。そのような場合は、スイッチを押したときにバリュー=0 を送信

するようにして「長押し」の誤動作を避けて下さい。 

 

#16 ストンプ A-D、エフェクツ X/ MOD の on/off を一斉に切り替える (on →off, off→on) 

#17 ストンプ・スロット A の on/off 

#18 ストンプ・スロット B の on/off 

#19 ストンプ・スロット C の on/off 
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#20 ストンプ・スロット D の on/off 

#22 エフェクト・スロット X の on/off 

#24 エフェクト・スロット MOD の on/off 

#26 ディレイ on/off (ディレイ音を残さない) 

#27 ディレイ on/off (ディレイ音を残す) 

#28 リバーブ on/off (リバーブ音を残さない) 

#29 リバーブ on/off (リバーブ音を残す) 

#30 タップ (バリュー= 1-127 でビート・スキャナー起動/ バリュー=0 で同オフ、全てのバリュー値でテン

ポ起動) 

#31 チューナー起動 (チューナー画面の「Mute Signal」がオンの場合は信号がミュートされます） 

#33 ロータリースピーカーのスピード切り替え (全てのバリューで slow/fast が切り替わります) 

 

 

 

✓ 「ビート・スキャナー」を起動せず、タップ・テンポのみを機能させたい場合は、コントロール・チェンジ #30 を、常に

バリュー=0 で送信して下さい。 
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ブラウザー・モードでリグを切り替える 

ブラウズ・プールにあるリグに、1〜128 のプログラム・チェンジ・ナンバーを割り当てることができます。この設定はシ

ステム・メニューの「Browse Mode PrgChg」ページで行います。 

リグにプログラム・チェンジ・ナンバーを割り当てるには、ますブラウズ・モードでリグを選択してから SYSTEM ボタン

を押し、システム・メニューに入ります。PAGE ボタンで「Browse Mode PrgChg」ページに移動し、ソフト・ノブ 1

「MIDI PrgChg」でプログラム・ナンバーを選び、ソフト・ボタン「Assign」を押して割り当てを決定します。

「Unassign」と表示されたソフト・ボタンを押すと、割り当てが解除されます。 

続けて別のリグへの割り当てを行う場合は、リグ・ナビゲータ・ボタンで別のリグを選択することが可能です。この場合

システム・メニューから抜ける必要がありません。 

パフォーマンス・モードでリグを切り替える 

パフォーマンス・モードでは、リグをアサインできる 5 つのスロットをもったパフォーマンスを 125 個作ることが可能で

す。つまり最大 625 のリグを扱えるということになります。典型的な活用方法は、曲ごとに必要なリグを、同じパフォー

マンス内にまとめておくということでしょう。 

パフォーマンス・モードでは、全てのスロットに対する MIDI 信号の割り当ては固定です。以下の 2 通りの方法で、リモー

ト・コントローラーによって全てのスロットにアサインされたリグを選択することが可能です。 

 

MIDI コントロール・チェンジ#48/ #49 を使って全てのパフォーマンスの中のスロットを指定することができます。このコ

ントロール・チェンジを、MIDI フット・コントローラーのバンク・ボタンにアサインするのが理想的です。さらに MIDI

コントロール・チェンジ#55 から#54 で、パフォーマンスの中のスロットを特定することが可能です。グローバル・パラメ

ータの「Performance Load」で、パフォーマンス切替時の動作を設定することができます。初期設定では「Pending」が

選択されており、コントロール・チェンジ#50〜#54 を受信するまで切り替え待機の状態になります。「Slot 1」または

「Keep Slot」に設定されている場合は、コントロール・チェンジ#48/49 を受信すると同時に、切り替え先のパフォーマン

スのスロット１または切り替え前と同じすスロットのリグが読み込まれます。 
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#47 バリュー=0 でパフォーマンス 1 にジャンプし、バリュー=1 で現在読み込まれているパフォーマ

ンスに戻ります。このコントロール・チェンジ・ナンバーは、Performance Load が「Pending」

に設定されている場合のみ有効です。 

#48 バリュー=1 でパフォーマンスがひとつアップし、暫くすると上位方向にスクロールし始めま

す。バリュー=0 でスクロールがストップします。バリュー=1 の直後に 0 を受信すると、パフォ

ーマンスがひとつだけアップするという動作になります。 

#49 バリュー=1 でパフォーマンスがひとつダウンし、暫くすると下位方向にスクロールし始めま

す。バリュー=0 でスクロールがストップします。バリュー=1 の直後に 0 を受信すると、パフォ

ーマンスがひとつだけダウンするという動作になります。 

#50 選択中のパフォーマンスのスロット 1 のリグを読み込みます。 

#51 選択中のパフォーマンスのスロット 2 のリグを読み込みます。 

#52 選択中のパフォーマンスのスロット 3 のリグを読み込みます。 

#53 選択中のパフォーマンスのスロット 4 のリグを読み込みます。 

#54 選択中のパフォーマンスのスロット 5 のリグを読み込みます。 

 

 

 

 

 

 



MIDI127 

 

もう１つの方法は、MIDI プログラム・チェンジを使います。MIDI プログラム・チェンジは 128 種類のナンバーが使えま

す。以下のように、パフォーマンス 1 のスロット 1 から順にプログラム・チェンジ＃が割り当てられています： 

 

 プログラム・チェンジ=0 でパフォーマンス 1 のスロット 1 を読み込む 

 プログラム・チェンジ=1 でパフォーマンス 1 のスロット 2 を読み込む 

 … 

 プログラム・チェンジ=9 でパフォーマンス 2 のスロット 5 を読み込む 

 … 

 プログラム・チェンジ=127 でパフォーマンス 26 のスロット 3 を読み込む 

 

この計算式でスロットのプログラム・チェンジ・ナンバーが算出できます：  (#Performance x 5) - 5 + (#Slot - 1) 

プログラム・チェンジ・ナンバー自体は、128 個しか定義できません。従ってパフォーマンス 26 のスロット 4 以降をカバ

ーするためには、MIDI バンク・セレクトを使って、別のグループ（ページ）のプログラム・チェンジ 0〜127 を定義する

必要があります。 

 

 

バンク・セレクトによる拡張例： 

 

 バンク・セレクト LSB #32=0, プログラム・チェンジ=0 でパフォーマンス 1 のスロット 1 を読み込む 

 バンク・セレクト LSB #32=0, プログラム・チェンジ=1 でパフォーマンス 1 のスロット 2 を読み込む 

 … 

 バンク・セレクト LSB #32=0, プログラム・チェンジ=9 でパフォーマンス 2 のスロット 5 を読み込む 

 … 

 バンク・セレクト LSB #32=0, プログラム・チェンジ=127 でパフォーマンス 26 のスロット 3 を読み込む 

 バンク・セレクト LSB #32=1, プログラム・チェンジ=0 でパフォーマンス 26 のスロット 4 を読み込む 

 … 

 バンク・セレクト LSB #32=1, プログラム・チェンジ=127 でパフォーマンス 52 のスロット 1 を読み込む 

 バンク・セレクト LSB #32=2, プログラム・チェンジ=0 でパフォーマンス 52 のスロット 2 を読み込む 
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 … 

 バンク・セレクト LSB #32=4, プログラム・チェンジ=112 でパフォーマンス 125 のスロット 5 を読み込む 

 

125 個のパフォーマンスを 5 つのバンクに分け、プログラム・チェンジ・ナンバーの算出する方法は以下のとおりです： 

 

バン

ク 

パフォーマンスの範囲 バンク・

セレクト 

LSB#32 

プログラム・チェンジ・ナンバーの算出法 

1 Performance 1 Slot 1 - Performance 26 Slot 3 0 (#Performance - 1) x 5 + (#Slot - 1) 

2 Performance 26 Slot 4 - Performance 52 Slot 1 1 (#Performance - 26) x 5 + (#Slot - 4) 

3 Performance 52 Slot 2 - Performance 77 Slot 4 2 (#Performance - 52) x 5 + (#Slot - 2) 

4 Performance 77 Slot 5 - Performance 103 Slot 2 3 (#Performance - 77) x 5 + (#Slot - 5) 

5 Performance 103 Slot 3 - Performance 125 Slot 5 4 (#Performance - 103) x 5 + (#Slot - 3) 

 

 

プログラム・チェンジでスロットが指定されるまで、先に受信したバンク・セレクトが留保されます。パフォーマンス・

モードではバンク・セレクト MSB のバリューが常に 0 と想定されているので、MSB を省略することができます。同じパ

フォーマンスのバンク内の別のパフォーマンス/ スロットを選択する場合は、バンク・セレクトを省略することができま

す。 

 

2 つのバンク・セレクト (MSB/ LSB)の MIDI コントロール・チェンジ・ナンバーとプロファイラーが受信するバリュー： 
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#0 バンク・セレクト MSB (常にバリュー= 0) 

#32 バンク・セレクト LSB (バリュー= 0〜4) 

 

 

MIDI グローバル・チャンネル 

デフォルト設定では、16 の MIDI チャンネル全てを受信する状態(Omni)に設定されています。もし複数の MIDI ディバイス

または複数のプロファイラーを個別にコントロールする必要があるときは、システム・メニュー「MIDI Setting」ページの

ソフト・ノブ「MIDI Global Channel」で、特定の MIDI チャンネルに設定してください。 

パフォーマンス・モードで MIDI コマンドを送信する 

パフォーマンス・モードでスロットが読み込まれたときに、2 種類の異なるチェンネルで MIDI プログラム・チェンジを送

出させることが可能です。パフォーマンス・モードのプレイ画面でソフト・ボタン「Slot Settings」を押し、さらに「MIDI 

Settings」を押すと、「MIDI Transmit」画面が現れ、ソフト・ノブで 2 つのプログラム・チェンジ・ナンバーが設定でき

ます。システム・メニューの「Perform Mode: MIDI」画面では、これら 2 つのプログラム・チェンジそれぞれの MIDI チャ

ンネルと、送出する MIDI 端子 (Out または Thru) が選択できます。 

✓ ここでパフォーマンス・スロットからの MIDI 信号の送出先に MIDI Thru を選択すると、MIDI In から受信した MIDI 信号は

スルーされなくなります。 

デフォルト設定では「MIDI Device A/ B」とされている制御対象の外部機器の名称は自由に変更することができます。 
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NRPN 

プロファイラーは 400 以上のパラメータを持っているため、全てのパラメータを、128 種類しか無い MIDI コントロール・

チェンジで制御することはできません。しかしながらケンパー・プロファイラーは、NRPN (Non Registered Parameter 

Numbers)に対応しています。NRPN を使えば、最大 16,384 種類のパラメータを、163,384 ステップ(14 bit)のレゾリュー

ションでコントロールできます。 

NRPNに関する詳しい情報は、「MIDI Parameter Documentation」を参照してください。 
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リグの管理 

ブラウズ・プールにストアしているリグの数が増えてくると、それらを整理整頓し、必要なサウンドを効率よく捜し出し

たいとお考えになるでしょう。プロファイラーには、それを実現する機能がいくつか用意されています。 

ビュー 

ブラウズ・モードでは、TYPE ノブまたはソフト・ボタン 1 で、「View」即ち表示/ 選択ができるリグを絞り込む範囲を選

択することができます。 

 

All Rigs ブラウズ・プールにあるリグを全て表示 

Current Author 現在選択中のリグと同じ作成者 (Author)によるリグのみを表示 

Favorites 「Favorite」マークを付けたリグのみを表示  (「Favorite」マークの付け方等については下記の説明

をご参照ください) 

Last Imported 直前にインポートしたリグのみを表示 (インポートやリストアを実行するまでは全てのリグが表示

されます) 

My Rigs リグのタグに入力された「Author Name」が、使用中のプロファイラーの所有者名と一致するリグ

のみ表示 (所有者名「Owner Name」は、システム・メニューの「Startup Dialog」で正確な綴りが

確認できます) 
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Non-Favorites 「Favorite」マークが付けられていないリグのみ表示 

Just Bass Rigs タグの「Instrument」欄が「Bass」となっているリグのみ表示 

 

 

何れの「View」設定を選択後も、さらにソフト・ボタン 2 で選択できる「Sorted by …」(並べ替え) を併用することができ

ます。「View」で特定の内容に絞り込んだリグを、リグ名、作成者、日付、アンプ/ キャビやゲインの順に並べ替えて表示

させることが可能です。 

✓ BROWSE ノブでリグの一覧を表示させたとき、「View」設定に応じて表示可能なリグの数と、カーソルのあるリグが何番

目のリグであるかが分数形式で表示されます。分母が絞り込まれたリグの総数、分子がその内の何番目であるかを表しま

す。「All Rigs」選択時に表示される分母が、ブラウズ・プールにあるリグの総数ということになります。 

お気に入りのリグ 

「Favorite」マークが付いたリグを読み込むと、プレイ画面の右端中央に「*」(アスタリスク)が表示されます。デフォルト

設定では、あなたがストアしたリグには自動的に「Favorite」マークが付き、「View」によってそれらのリグのみに絞り込

むことが可能になっています。「Favorite」マークは、以下の 2 通りの方法で任意のリグに付けることができます： 

• プレイ画面で RIG ボタンを長押し (2 秒間) する。 

• リグ・メニューのソフト・ボタン「Favorite」をオンにする。 

他のパラメータと異なり、「Favorite」マークは付けた後にリグをストアする必要がありません。マークを付けたリグは、

自動的に所有者名に関連づけて管理されるようになります。その為マークを付けたリグを、所有者の違うプロファイラー

にインポートしたとき、そのプロファイラーにおいてそれらのリグは「Favorite」扱いにはなりません。言い換えると、

「Startup Dialog」で所有者名 (Owner Name) を変更すると、「Favorites」View では表示されなくなります。但し所有者

名との関連づけ情報は失われませんので、プロファイラーを元の所有者名に戻すと、再び「Favorite」リグとして扱われま

す。あなたがストアするリグに自動的に「Favorite」マークを付けたくない場合は、システム・メニューのソフト・スイッ

チ「Auto Favorite」をオフにして下さい。 
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お気に入りのリグ以外を消去する 

システム・メニューの「Erase Non-Favorites」を実行すると、「Favorite」マークのついたリグ及び「My Rig」(あなたが

ストアしたリグ) 以外の全てのリグが消去されます。一旦消去したリグをリストアすることはできませんので、「Erase 

Non-Favorites」を実行する前に、バックアップを取ることをお勧めします。 

リグ・マネージャー 

「Rig Manager」は、膨大な数のリグを効率的に管理できるライブラリアン・ソフトウェアです。ケンパーのオフシャル・

ウェブサイトからフリーでダウンロードできます： 

www.kemperamps.com 

 

リグ・マネージャーまたは USB メモリーを使ってリグのインポート/ エクスポートを行う 

http://www.kemperamps.com/
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アップデート、バックアップ、リグの共有 

プロファイラーのファームウェアは、改善や機能追加のためアップデートされます。アップデート作業に必要なものは、

Mac または PC とインターネット接続環境、USB メモリーです。 

ファームウェアのアップデート 

ファームウェアのアップデートは、以下の手順で行って下さい： 

• アップデートのためのファイルを、Mac や PC からプロファイラーに移動するため、空の USB メモリーが必要です。USB

メモリーは、予め FAT32 システムでフォーマットしておく必要があります。初めて USB メモリーをプロファイラーに挿

し込むと、プロファイラーが USB メモリーをフォーマットするよう要求してきます。フォーマットを実行すると、それま

で USB メモリーに保存されていたファイルは全て消去されますのでご注意ください。プロファイラーでフォーマットする

と、USB メモリーの中に３つのフォルダー：「Backups」「OS update」「Shared」が作製されます。 

• 次に最新のファームウェアをダウンロードして下さい。ファームウェアは、以下のサイトからフリーでダウンロードする

ことができます： 

www.kemperamps.com/start/ 

• ダウンロードした Zip ファイルを解凍してください。解凍したパッケージに含まれる ReadMe ドキュメントを、最初に必

ずお読み下さい。アップデートによって追加されたり、改善された機能に関する情報は、Addendum マニュアル (PDF) の

中で解説されています。 

• パッケージの中のファイル：kaos.bin を、予めフォーマットした USB メモリーにコピーしてください。複数の kaos.bin が

USB メモリーにされた場合は、ルート・ディレクトリにあるファイルから優先されます。 

• USB メモリーを Mac または PC から取り外し、電源が入った状態のプロファイラーに差し込んで下さい。数秒後に表示さ

れるダイアログに従ってアップデートを実行して下さい。 
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✓ 通常はこれでアップデートが完了しますが、プロファイラーのファームウェアが、「1.8.2 リリース」より前のバージョン

である場合は、まず最初に 1.8.2 にアップデートしてから、それ以降のアップデートを行うという二段階の作業が必要で

す。この場合、直接 1.8.2 よりも上位バージョンにアップデートしようとすると、エラーメッセージが表示されます。 

バックアップの作成 

プロファイラー内のデータのバックアップを、定期的に作成しておくことをお勧めします。プロファイラーでフォーマッ

トした USB メモリーを差し込み、ブラウザー・モードまたはパフォーマンス・モードにすると表示されるソフト・ボタン

「External Storage」を押し、メニューの中から「Backup/ Restore」を選んで下さい。バックアップには、リグ、パフォー

マンス、プリセット、スナップショット及びグローバル・セッティングの内容が含まれます。以前作成したバックアップ

が既に USB メモリーにあっても、それが上書きされたり消去されることはありません。バックアップには全て固有の名前

が付けられます。ソフト・ボタン「Backup」を押すと作業がスタートします。バックアップ作業は数分かかりますが、バ

ックアップ完了を知らせるメッセージが表示されるまで USB メモリーを取り外さないで下さい。バックアップ・ファイル

は、USB メモリーの「Backups」の中に保存されます。 

バックアップのリストア 

「External Storage」メニューの「Restore」により、USB メモリーに保存されたバックアップを本体に戻すことができま

す。USB メモリーに複数のバックアップ・ファイルが保存されている場合は、全てがリスト表示され、選択することがで

きます。バックアップをリストアすると、リグ、パフォーマンス、プリセット、スナップショット及びグローバル・セッ

ティングが全て入れ替わります。本体の現在の内容とバックアップの内容を混在させたい場合は、次の章に進んで下さ

い。 
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リグ、パフォーマンス、プリセットのインポート 

ケンパーのウェブサイトでは、膨大な数の、しかも素晴らしいリグやプロファイルが共有されています。リグやその他の

ユーティリティは、以下の ウェブサイトからダウンロード可能です： 

www.kemperamps.com/start/ 

ウェブサイトで共有されているリグは、ライブラリアン・ソフトの「リグ・マネージャー」または USB メモリーで、あな

たのプロファイラーに移すことができます。USB メモリーを使用する場合は、まず PC または Mac で、ダウンロードした

リグ・ファイルを「Shared」フォルダーにコピーして下さい。次に USB メモリーをプロファイラーに差し込み、ブラウザ

ー・モードにしてください。続いてソフト・ボタン「External Storage」を押し、「Import/ Export」→「Import」と進め

ば、インポートがスタートします。インポートされるリグは、プロファイラー本体内のリグに追加されます。 

✓ インポート/ エクスポートは、ブラウズ・モードでのみ可能です。 

特定のリグのエクスポート 

一つのリグ、または「View」で絞り込まれたリグ全てを、USB メモリーにエクスポートすることができます。「Import/ 

Export」ボタンを押すと表示されるメニューから、ソフト・ボタン 3「Export current Rig」またはソフト・ボタン 4

「Export Rigs in View」を選んで下さい。「Export Rigs in View」を押すと、「View」の設定に応じた内容がエクスポート

されます。例えば予め「View」で「All Rigs」を選んでおくと、全てのリグをエクスポートされます。「Favorite」マーク

が付けられたリグのみをエクスポートしたい場合は、予め「View」を「Favorites」にしておくという要領です。 

✓ USB ロック (ハードウェア) を取り付けておけば、あなたの大事なリグやプリセットを、勝手にバックアップ/ エクスポー

トされるのを防ぐことができますが、プロファイラーをキャリング・バッグやラック・ケースに収める場合は、物理的な

損傷を避けるため、USB ロックなどを取り外しておいてください。 
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トラブル・シューティング 

この章では、様々なトラブルやエラーを回避、解決していただくためのヒントをご提供します。このマニュアルでカバー

されていないような内容は、ケンパーWeb サイトのサポート・ページやフォーラムを参照されることをお勧めします。ま

た、システム・ファームウェアは、同じくケンパーWeb サイトから、常に最新のバージョンを入手されることもあわせて

お勧めします。 

www.kemper-amps.com 

♦ 電源が入らない 

プロファイラーが起動せず、LED が点灯しなかったり、ディスプレイに何も表示されない場合は、まず最初に電源ケーブ

ルが正しく接続されているかどうかを確認して下さい。プラグの差し込みが不十分なために電源が正常に供給されていな

いというような場合、過電流などを防ぐための保護機能が働き、プロファイラーが起動しないことがあります。このよう

な場合は、一旦電源ケーブルを抜き、2 分程度待ってから電源を入れ直してみて下さい。 

♦ プロファイラーが完全に起動しない 

チキンヘッド・ノブによって正しくシャット・ダウンしないと正しく再起動ができないことがあります。そのような場合

は、 RIG ボタンを押しながら電源を入れることでプロファラー内部のデータベースを再構築してみて下さい。このとき

RIG ボタンは、「Initializing current Rig」と言うメッセージが表示されるまで押し続けて下さい。この操作によって、デー

タそのものやプロファイラーのセッティングが影響を受けることはありません。 

♦ ノイズが気になる 

アウトプットからのノイズが気になる場合は、グランドリフトを操作してみて下さい。グランドリフトは、アナログの各

アウトプットに装備されていますが、最も効果のあるスイッチを選択してオン（グランドリフト）する必要があります。

どのような場合でも、最低一つはオフ（グランドリフトしていない状態）にしておいて下さい。 

S/PDIF からノイズが発生している場合は、RCA プラグのシールドが、プロファイラーのボディに接触していないか確認し

て下さい。 
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♦ 内蔵パワーアンプの電源が切れる 

パワーヘッドやパワーラックの内蔵パワーアンプ使用中に意図せずオフになってしまう場合は、オーバーヒートになって

いる可能性があります。換気が十分であるか、または発熱するような機器の上にプロファイラーを載設置していないかな

どをご確認下さい。内蔵パワーアンプは、温度が下がると自動的にオンに戻ります。 

♦ 音が出ない 

インプットやアウトプットが期待どおりに動作しない場合は、システム・メニューのソフト・ボタン「Init Globals」を実

行し、主なグローバル・パラメータをデフォルト状態に戻せば、原因を特定しやすくなるでしょう。本体に保存されてい

るリグやプリセット、パフォーマンスの内容が、この操作によって変化してしまうことはありません。あるいは直近のバ

ックアップをリストアすれば、リグなどのコンテンツとともに、グローバル・パラメータもバックアップに保存された状

態が再現されます。様々な問題に対処するため、パラメータをエディットしたり、新しいコンテンツを作成したりする前

後にバックアップを取り、USB メモリーで携帯しておくことをお勧めします。バックアップ・データのサイズはそれほど

大きくないため、USB メモリーの容量に応じていくつも保存しておくことが可能でしょう。また、ファームウェアのファ

イルである「kaos.bin」を USB メモリーのルート・ディレクトリに保存しておけば、いつでもアップデートができるだけ

でなく、問題のリカバーにも役立つでしょう。 
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技術情報 
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スペック 
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ケンパー・プロファイラー スペック 

外形寸法 

プロファイラー・ヘッド/ パワーヘッド  プロファイラー・ラック/ パワーラック 

高さ: 21,7 cm (8.54 inches)   高さ: 13,9 cm (5.47 inches), 3 HE (3 RU) 

横幅: 37,8 cm (14.88 inches)   横幅: 48,3 cm (19 inches) 

奥行き: 17,3 cm (6.81 inches)   奥行き: 22 cm (8.66 inches) 

プロファイラー・リモート 

高さ: 7,5 cm (2.95 inches) 

横幅: 42 cm (16.53 inches 

奥行き: 18 cm (7.09 inches) 

 

重量 

ヘッド: 5.32 kg (11.73 pounds)  ラック: 5.00 kg (11.02 pounds) 

パワーヘッド: 6.5 kg (14.33 pounds) パワーラック: 6.18 kg (13.62 pounds) 

リモート 2.9 kg (6.39 pounds) 

 

アナログ・インプット 

フロント・インプット：1/4 インチ TS アンバランス, ダイナミック・レンジ： >108dB, インピーダンス：1 MΩ 

オルタナティブ・インプット：1/4 インチ TRS バランス w/ グランドリフト, ダイナミック・レンジ：105dB, インピ

ーダンス：825 kΩ 
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リターン： XLR バランス, 1/4 インチ TRS バランス w/ グランドリフト, ダイナミック・レンジ ：105dB, インピー

ダンス： 825 kΩ 

アナログ・アウトプット 

メイン・アウトプット： L/ R: XLR バランス, 1/4 インチ TS アンバランス w/ グランドリフト, 最大出力レベル：

XLR= +22dBu, TS= +16dBu 

モニター・アウトプット：1/4 インチ TS アンバランス w/ グランドリフト, 最大出力レベル： +16dBu 

ダイレクト・アウトプット/ センド：1/4 インチ TS アンバランス w/ グランドリフト, 最大出力レベル：+16dBu 

ダイナミック・レンジ： >108 dB 

ヘッドフォン・アウトプット：1/4 インチ TRS ステレオ, 33Ω 

 

パワーアンプ (パワーヘッド/ パワーラックのみ) 
 

スピーカー・アウトプット：600W (8Ω負荷時, 300W 16Ω負荷時 

 

コントロール/ データ・インターフェイス 

MIDI イン/ アウト/ スルー: 5 ピン DIN 端子 

スイッチ/ ペダル：1/4 インチ TRS x2, モノ/ ステレオ・スイッチおよびエクスプレッション・ペダル対応 

(インピーダンス：Min. 10kΩ, Max.100kΩ) 

ネットワーク端子：RJ45 コネクター 

USB: USB 2.0 (FS)対応, USB-A タイプ/ USB-B タイプ・コネクター 

 

デジタル・イン/ アウト 

S/PDIF イン/ アウト: 44.1 kHz (24 bit), RCA ピン (マスターのみ) 
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電源 

電圧：ヘッド/ ラック：90-275V AC, パワーヘッド/ パワーラック：100-125V または 190-245V AC 

周波数：50Hz 〜60Hz, 単相 

消費電力：スタンバイ時 >0.5W,  操作時 ヘッド/ ラック: 13-27W, パワーヘッド/ パワーラック: 30-800W 

 

環境要件 

実用温度：10° 〜 35° C (50° 〜 95° F) 

設置温度：−20° 〜 47° C (−4° 〜 116° F) 

相対湿度：: 5% 〜 95% 

限界高度: 3000 m (10,000 feet) 

 

適合規格 

FCC verification procedure – 47CFR §15.101 

Other class B digital devices and peripherals 

EN 55022 class B: 2006+A1:2007 

EN 61000-3-2: 2006 + A1:2009 + A2:2009 

EN 61000-3-3: 2008 

EN 55024: 1998 + A1:2001 + A2:2003, 2010 


